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勇者になれなかった俺は

しぶしぶ就職を決意しました。９








左京　潤
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　戌角　柾







　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ








「プロローグ」

第一章「勇者になれなかった俺たちは勇者試験を受けることになりました」

第二章「魔王の娘さんは今日も一生懸命働いているようです」

第三章「魔王の娘さんが売り場作りを任されたようです」

断章　「フィノの決意」

第四章「勇者になれるかもしれない俺がダンジョン試験に挑むようです」

第五章「勇者になれなかった俺がみんなを守るようです」

「エピローグ」






　あとがき







　「プロローグ」







　──『レオスタッド商会社員登用試験　面接会場』

　ドアに貼はられた手書きの貼り紙。

　ぴんと張はり詰つめた空気の中、ラウルはかたわらの少女へ声を掛かけてやる。

「……大だい丈じよう夫ぶだって」

　すっかり緊きん張ちようしたようにくちびるをかみしめるフィノ。

　目の前で震ふるえる小さな肩かたをぽんと叩たたき、ラウルがふっと表情をゆるめた。

「面接なら俺もさんざん受けたから、緊張するのも分かるけどさ。そんなにガチガチになってたら、うまくいくもんだって、いかないぜ？」

「う、うんっ……」

「……ほら、もっとリラックスして」

　ぎこちなく頷うなずく少女の気持ちをほぐそうと、和なごやかな口調でアドバイスする。

「なんでもいいから、楽しいことを考えてテンション上げるんだ」

「た、楽しいことっ……」

　ラウルの言葉に、フィノがあせあせと視線をさまよわせる。

「え、ええとっ、魔ま界かい名物グッチャグチャ血みどろ祭とかっ……？」

「……って、なんだよその猟りよう奇き的な祭りは」

「ま、まず、新しん鮮せんな魔ま物ものの内臓を用意してっ……」

「……いや、言わなくていい」

「……ま、それでお前のテンションが上がるならいいけど」なんて半眼で呟つぶやきながら、ラウルがぽりぽりと頭を搔かいた。

「ていうか、フィノ、俺が貸してやった面接対策本を読んで勉強したんだろ？　あの内容を思い出して、その通りにやってみればいいからさ」

「め、面接本の内容っ、思い出してっ……」

　神しん妙みような面おも持もちでオウム返しするフィノ。

　……と。




「──フィノさん、どうぞお入りください」

「は、はいいっっっ！！！！！」




　小部屋の中から聞こえてきた声に飛び上がって。

　ドアの前でビシッと直立不動になったフィノは、コココココンっとやたらビブラートの掛かったノック音をたててドアを開ける。

「しししっ、失礼しますっ……」

　ぎこちなく一礼した少女が、びくびくしながら部屋の中に踏ふみ込んだ。

　頑がん張ばれよっ、フィノ……！

　ドアの向こうへ消えていく小さな背中を見送りつつ、ラウルは思わず拳こぶしを握にぎりしめる。

　ここがお前の正念場だ。無事乗り切って、念願の正社員にっ……！




「──ふははははははははははははははは！」




　……次の、瞬しゆん間かん。

　部屋の中から聞こえてきた高笑いに、ラウルは拳を握ったままの姿勢で崩くずれ落ちた。




「本日はお忙いそがしい中よくぞ我を招き入れてくれたな面接官どもめ！　この我になんなりと質問するがよいわ！！！！！」

　って、あいつ、また……っ！

　ドア越ごしに聞こえてくるフィノの声に頭を抱かかえるラウル。

　……ほんの少し、間があって。

　面接官役らしき人物が、こほんと咳せき払ばらいした。

「──あー……では、自己紹しよう介かいをお願いしま……」「冥めい途どの土産みやげに教えてやろう！」

　面接官の言葉をさえぎって高らかに謳うたうフィノ。

「オレ様の名はフィノ・ブラッドストーン！　魔ま王おうの血を引くこの会社のアルバイトスタッフだっ！！！！！」

　自信に満ちた声こわ色いろで威い厳げんたっぷりに名乗りをあげ……って、駄だ目めだこれ！！！！！

　……堪こらえきれずについ、肩を震わすラウル。

　やがて、今度は落ち着いた女性の声がフィノへと問うた。

「──では、志望動機をお願いします」

「えっ、死亡どーき？」

　なんだか不思議そうに聞き返すフィノの声。

　……ああ、あいつ、ぜってー脳内で違ちがう字あててる。ていうか、仮にも面接受けるなら志望動機って単語くらい知っとけよっっっ！！！！！

「──あー……それでは、最近読んだ本はなんですか？」

「それなら簡単だ！　いちばん最近読んだのは『面接の覇は者しや！　～レベル１から始める最終面接攻略伝説』だぞ！　ラウルが貸してくれたんだ！」

　って、そこで面接本答えてどうすんだよっ!?　だいたい、マニュアル頼だよりなのがバレバレだろーがあああっっっ!?

「──では、あなたの強みと弱みを聞かせてください」

「オレ様の強みはＨＰエイチピーとかがわりと高いことだ！　ちゃんとレベルを上げないで挑いどんだりするとけっこう苦戦するから注意した方がいい！」

　お前はどこの中ボスだっっっ!?

「それでっ、弱みは耳とかをくすぐられることだ！　けど、頑張っていっぱい我が慢まんできる忍にん耐たい力もちゃんと兼かね備えてるぞ！」

　うん、マイナス要素をプラス要素に言い換かえるのは面接の基本中の基本だよな。けど！　お前の場合は既すでに手て遅おくれだ！！！！！

「──正社員になったら、なにがしたいですか？」

「まず王都店を落として店長となり、ゆくゆくは会社を征せい服ふくしてくれる！」

「──あー……最後になにか、言いたいことは……」

「ふはははははははは！」

　面接官の問いに、フィノがひときわ高い哄こう笑しようをあげた。




「我を正社員にしてくれた暁あかつきには、この店の売上の半分をくれてやろう！！！！！」




「ストップストップ！！！！！」

　……ついに我慢できなくなって部屋へ飛び込むラウル。

　とつぜんの闖ちん入にゆう者に、面接官たちが目を丸くする。

「あらあら」

「あー……ラウル君、まだ面接の練習中……」

「もう充じゆう分ぶんですよっっっ！！！！！」

　面接官……もとい、練習面接の面接官役を務めてくれたセアラ店長とバイザー副店長に言い返し、ラウルがフィノへと詰め寄った。

「フィノっ、お前なあっっっ！！！！？」

「えっ、だって、ラウルが貸してくれた本のいちばん最初に『面接は自然体で臨のぞむことが大事です』って書いてあったからっ……」

「お前の場合は自然体がまがまがしすぎんだっ！　ていうか、なに堂々と魔ま人じんアピールしてやがるっっっ!?」

「だって、面接でウソついちゃいけないんだぞっっっ!?」

「だからってそこをバラしちゃダメだろっ!?　一発アウト情報だろっ!?　たしかにウソはついちゃいけないけど、聞かれてないことをわざわざ言わなくていいんだよっっっ！」




「……まー、その、フィノ君らしさが出てるのは、いーと思うけど……」

　言い合うふたりを眺ながめつつ、バイザー副店長が嘆たん息そくした。

「さすがに、このままじゃあキツいかもなー……社長面接なんて形式的なもんだって相場が決まってるけど、うちに限っちゃ、落とされるヤツもけっこー多いぞー？」

「うちの社長、変わり者ですしねえ……」

　思わず目をすがめ、つられたようにため息をつくラウル。

　フィノを見下ろした副店長が「しっかし」、と独りごちる。

「まさか、フィノ君が筆記試験と模も擬ぎ接客に一発で合格しちまうだなんてなー……」

「ま、模擬接客の方は仮合格ですけどね。後日、追試があるとかなんとか……」

「いや、それにしたってすごいよ。正直おれ、今回はせいぜい雰ふん囲い気きがつかめれば上々ってくらいに思ってたわー」

「ふっふっふっ……」

　感心したように呟く副店長の前で、フィノがなんだか自じ慢まんげに胸を張る。

「なんたって、毎晩ラウルの部屋に泊とまり込んでいーっぱい勉強したからなっ！」

「あらあら」「ほほー……つまり、年とし頃ごろの男女が、ふたりっきりで……」

「って、ふ、フツーに勉強してただけですからっっっ！」

　なにやら意味ありげな視線を送ってくる上司たちにあわてて首を振ふるラウル。

　セアラ店長がにこにこしながら口を開いた。

「でも、フィノちゃんもラウルくんも、本当によく頑張りましたねー？」

「……ま、正直、運みたいなとこもありますけど」

　言いながら、ラウルがじろりとフィノを見る。

「こいつ、あんだけ練習したのに本番でテンパりやがって、まさかお客さん役のエリックを、あやうく炊すい飯はんジャーに封ふう印いんしそうになるとかっ……」

「ううっ、ご、ゴメンなさいいいいっ……」

「他ほかにも両手の指じゃ数え切れないくらいにいろいろやらかしたってのに、試験担当のギルさんってば『少しつたないところはありますが、かわいいので仮合格です』だなんて、ほんとにいいんですかね……」
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「まー、フツーに選考進んでんなら、このままいけるだろー」

　ラウルに相づちを打ちつつ、副店長がふと、イヤそうな顔をした。

「……しっかし、あの陰いん険けんメガネ、おれんときにはさんざん文句つけて何度も落としやがったくせに、いくらなんでも私情入りすぎー……」

「あら、ああ見えて、ギルさんはえこひいきする人じゃありませんよー？」

　恨うらみがましげな副店長の言葉をやんわり否定しつつ、セアラ店長がフィノを見やる。

「フィノちゃん、筆記試験の点数は取れてたし、ここ最近の売上も良いでしょう？」

「うんっ！　商品の説明で分からないとことかあるとラウルに手伝ってもらったりするけど、オレ様もいっぱい頑張ったぞっ！」

「ふふっ、えらいわ、フィノちゃん」

　得意げに頷うなずくフィノの頭をぽんぽんと撫なで、店長が「それにね」、と微笑ほほえんだ。

「フィノちゃん名指しで、お客さんからのお礼のお手紙が何通も本部に届いてるらしいの。いつも元気で癒いやされるとか、困っていたときとっても親切にしてもらったとか、大事にしているマジヴィを修理に持ち込んだときに素す晴ばらしい対応をしてくれたとか……」

「ほんとっっっ!?」

「ええ。お客さんがわざわざお手紙まで送ってくれるのって、めったにないことなんですよ。フィノちゃん、お客さんに愛されてるのね」

「わああっ……！」

　ぱあっと表情を輝かがやかせるフィノ。

　琥こ珀はく色いろの目を細めた店長が温かいまなざしでフィノを見やる。

「きっと、そういうことを踏まえたうえでの評価だと思います。フィノちゃんのいいところ、ギルさんはちゃんと認めてくれたんだと思うわ？」

「あー……」

　……なんだか居づらそうに頭を搔かきつつ、副店長が話題を変えるように口を開いた。

「でも、まー、なんにせよ、難関の社長面接が延びたのは幸いだったなー」

「まさか、旅行の帰りに数百年に一度って言われてるメイジドラゴンの繁はん殖しよく期にぶつかるだなんて、社長も運が悪いっていうか……」

「ホントだよなー。ウォルキィ方面の交こう通つう網もうはほぼ遮しや断だんされちまうから、まず一ヶ月は帰ってこれねーだろーし……」

　ラウルの相づちに肩かたをすくめる副店長。

　フィノを見やった店長が、やさしい表情を浮うかべた。

「旅先で足止めされてる社長には、ちょっぴり悪いけど……その間しっかり準備して、売上もいっぱい作って、悔くいがないようにしましょうね」

「フィノ、あともうちょっとだぞ」

　店長の言葉を受け、ラウルがぽんとフィノの背中を叩たたく。

「俺も手伝うから、いっしょに頑がん張ばろうな」

「うんっっっ！！！！！」

　ラウルの激げき励れいに、フィノが満面の笑えみを浮かべて頷いて……。










「……とは言え、昨日の面接の調子じゃ前ぜん途と多難だよな」




『──今日の占うらないカウントテーン！　気になる一位はアトム座のアナタっ！　ラッキーアイテムは「かわのたて」、ラッキープレイスは「どうぐ屋」と「旅のほこら」でスー！』

　──アパートの小さな流しの前。

　マジヴィで流れる朝の情報番組をＢＧＭに、出勤前のラウルが歯は磨みがき粉このチューブをひねりながら嘆息した。

　ま、でも、店長の言うとおり、トラブルのお陰かげで少し時間ができたし……歯ブラシを口に突つっ込みつつ、ラウルは胸中で算段する。一いつ緒しよに面接の原げん稿こう作ってやったり、また店長たちに模擬面接してもらって慣れさせて、もちろん、売上も落とさないように……とにかく、やれるだけのことはやらないと。




　……けど、面接に通ったら、フィノもいよいよ正社員か。




　ぶくぶくと口の中をゆすぎつつ、ラウルはわずかに目をすがめた。

　半人前だと思ってたのに、いつの間にかすぐそこまで追いつかれちまったっていうか……もちろん、教育係としては喜ばしいけど、正直ちょっと危機感を覚えなくもない。

　まだ知識や経験が追いついてないところはあるけど、フィノの仕事に対する情熱やひたむきさは立派なもんだ。うかうかしてたら、ほんとに追い抜ぬかれちまうかも……。

「俺も、負けられないな……」

　手にした歯ブラシをぐっと握にぎりしめ、不敵な笑みを浮かべてみせる。

　最近ようやく、この仕事の面おも白しろさが分かってきた気がする。──俺の力はまだまだこんなモンじゃない。もっともっと、実力を見せつけてやるんだ。

　やっと見つけた俺の居場所。

　一年遅れの後こう輩はいに、そう簡単に負けてたまるかよっ！




　……と。

　つけっぱなしにしていたマジヴィが急に騒さわがしくなった。




『た、たったいま入ってきたニュースでスーっ！　かねてより体調不良が囁ささやかれておりました我が国の王エヴァレッド三世が正式に退位を宣言されましたーっ！　これにより、第一王女ユニーティア姫ひめが王位を継けい承しようすることになりまスーっ！』




「へえ、ユニィさんが……」

　──ユニィさんことエヴァレッド連合王国第一王女ユニーティア・エクスレディア。ラウルが勤めるマジックショップ・レオン王都店の常連で、セアラ店長の上得意客だ。

　ラウルはつい、彼女を狙ねらうテロリストたちがレオン王都店を占せん拠きよした先日の事件を思い出してしまう。

　少しマヌケなテロリストによる立てこもり事件のハズが、なぜか店の駐ちゆう竜りゆう場で一国を滅ほろぼすような恐しいダークドラゴンと戦うハメになったりして、あのときはほんと、大変だったよな……。




『皆みなさんもご存じのとーり、ユニーティア姫は生まれつき魔ま力りよくを持たない《持たざるものリミテツド》でいらっしゃいまスー！　発ほつ足そく時じより一いつ貫かんしてマジックアイテム技術の保護育成に努めてきたエヴァレッド連合王国初の「魔力を持たない王」として、今後の活かつ躍やくに注目が集まりまスー！』




　魔力を持たない王、か……。

　マジックアイテムはすごく便利だけど、すべての人がその恩おん恵けいに与あずかれるわけじゃない。でも、あのユニィさんならきっと、魔力格差のない新しい国を作ってくれるはずだ。

　……店長が前に言ってたみたいに、いつかは国中に張り巡めぐらされた魔導線で、それぞれの家庭に魔力が供給されるようになったりするのかも。歯ブラシを手にしたまま、ラウルはそんな未来を想像してみる。

　人間の魔力量上限っていうボトルネックが解消されたマジックアイテムは、いまよりさらに便利になって、うちなんかも大繁はん盛じようで大おお忙いそがしになるんだろうな。

　そんなことを考えながらラウルはふと、ほくそ笑んだ。

　その頃ころにはきっと俺も店長になってて、バリバリ活躍を……。




『なお、再さ来らい週しゆう執とり行われるユニーティア王女の即そく位い式しきに先だって、急きゆう遽きよ、勇者試験の開かい催さいが決定されたそうでスー！』




　……ぽとり、と、床ゆかに落ちる歯ブラシ。




「…………」




　あっけにとられたように口を開けて。

　マジヴィの画面を見つめたまま、ラウルはその場に立ち尽つくした。







　第一章　「勇者になれなかった俺たちは勇者試験を受けることになりました」







「「勇者試験開催おめでとうっっっ！！！！！」」




　ぱあんと音を立てて弾はじけるマジカルクラッカー。

　色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきがレオンの制服姿のラウルとアイリへ降り注ぐ。




　──勇者試験開催の報に沸わく開店前のマジックショップ・レオン王都店。

　バックヤードで待ち構えてたバイザー副店長とフィノの祝福を受け、蜂はち蜜みつ色の髪かみに紙吹雪をまとわせたアイリが照れたように目を伏ふせた。

「べ、べつに、たいしたことじゃっ……」

　……ぶっきらぼうに呟つぶやきながらも、取り澄すました表情の裏に隠かくしきれない喜びをちらつかせるアイリ。

「わあい、ユーシャ！　ユーシャ！」

　フィノが魔ま王おうの娘むすめらしからぬ単語を連呼しながらうれしげに跳はね回り、バイザー副店長がにこにこしながらラウルの肩を叩いてくる。

「ラウル君も、ほんと、よかったなー」

「あ、は、はいっ、ありがとうございますっ！」

　上司の言葉に、ラウルは思わず声をうわずらせ……と。

「ラウルくんとアイリさんの有給申しん請せい、さっそく出しておきましたよー？」

　栗くり色いろの髪をふわりとさせ、穏おだやかな笑顔でバックヤードへ入ってくるセアラ店長。

「すみませんっ……」「ありがとうございます、店長」

「いえいえ」

　頭を下げるラウルとアイリに微笑ほほえみ返し、店長が「でも」、と呟いた。




「……予選が一週間後だなんて、ずいぶん急ですねー？」




　栗色の髪を揺ゆらしてかわいらしく首を傾かしげるセアラ店長。

　バイザー副店長があきれたように頭を搔く。

「お陰でどこも大混乱らしいなー。街は勇者試験のウワサで持ちきりだし、宿も竜りゆう車しやもさっそく予約で満まん杯ぱいらしーし。さっきそこの弁当屋に寄ったら、バイトがみーんな勇者試験受けに行くって休きゆう暇か希望出してきたって、店の親父おやじが頭抱かかえてたわー」

「受験希望者は事前申し込み不要で会場に直接集合だそうですし、ちょっと受けてみようって人も多いんでしょうね。ご近所のコンビニのオーナーさんも、せっかくのかき入れ時なのにシフトが埋うまらないってぼやいてたわ？」

「予選はマジヴィで完全生なま中ちゆう継けいされるそーだし、とりあえずマジヴィとレコーダーのコーナーで勇者試験開催特価のＰＯＰポツプでも出しとくかなー。『未来の勇者たちの活躍をマジカル高画質で永久保存！』ってなー」

　さっそく商売っ気を出しながら、副店長が独りごちた。

「しっかしまた、どうして、こんなにとつぜん……」

「きっと、急いでるんですよ」

　副店長たちの会話に、アイリが口を挟はさんでくる。

「エヴァレッドの王室典てん範ぱんでは、戴たい冠かん式しきで新しい王に剣けんを献けん上じようするのはその年に認にん定ていされた新しい勇者って定められてるんです。だから、来月頭のユニーティア姫の即位式までには勇者が選ばれていないと困るんだと思います」

「そうは言っても、勇者試験ったらけっこーな規模のイベントだろー？　一朝一いつ夕せきで開催できるモンなのかよー？」

「はい。なんでも、開催直前で中止になった第１３２回用に設営された試験会場が取り壊こわされずに放置されてたらしくて、今回の試験にそのまま流用されるそうなんです」

「へー……」

　アイリの解説に、バイザー副店長が興味深そうに頷うなずいた。




「つまり、今回行われる勇者試験ってのは、ラウル君たちが本来受けるはずだった試験そのものってことかー……」

「「っ……」」




　俺たちが本来受けるはずだった試験……。

　副店長の言葉になんだか少し複雑な表情を浮うかべるアイリとラウル。

　……やがて、ラウルが軽い調子で笑ってみせた。

「ま、でも、今回のはあくまでユニィさんの戴冠式とセットの特例で、勇者制度そのものが復活して元勇者が復職するってワケじゃないし、選ばれるのも新しい勇者がたったひとりだけみたいですし。魔ま人じんや魔物と戦うっていうよりは、伝統あるエヴァレッド勇者制度の象しよう徴ちようとして、祭さい祀しやイベントなんかに参加したりするのが主な仕事っていう……」

「でも、勇者は勇者よ」

　そんなラウルの言葉を遮さえぎって、アイリが自信たっぷりに言い放つ。

「たしかにお飾かざりみたいなものかもしれないけど、勇者としての権限はいままで通り。それに、肩かた書がきの効果は絶大よ。勇者に選ばれれば、いろんなことができるわ」

　鷹おう揚ように腕うでを組むなり、アイリがラウルを一いち瞥べつした。




「まあ、枠わくがひとつだけってことは、あなたとわたしのどちらかは落ちるってことよね。……言っておくけど、私はぜったい負けないわよ、ラウル・チェイサー？」




　かつて勇者予備校で首席を争っていたライバル少女の勝ち気な宣戦布告。

　……けれども。




「え、あ、ああ……」




　……ワンテンポ遅おくれて気のない返事をするラウル。

　どこか上の空といったライバルの様子に、アイリが怪け訝げんな顔をする。

「……どうしたの、ラウル・チェイサー。あなた、うれしくないの？」

「へっ……って！」

　ふと我に返ったように、ラウルがあわてて声をあげた。

「な、なに言ってんだよっ！　う、うれしいに決まってるだろっっっ!?」




　──勇者試験開催。

　たしかに、それを聞いたときには驚おどろいたけど……あれほど待ち望んだその知らせに、ラウルは自分でも不思議なくらいに冷静だった。

　たぶん、ほんの少し前の俺だったらきっと、涙なみだを流して喜んでたに違ちがいない。けど、いまの俺にはいまひとつ現実感がないっていうか、なんだか、まるで他人ひと事ごとみたいな感じさえ……って！

　だからっ、うれしいに決まってるだろっ、俺っっっ！！！！？

　ぶんぶんと頭かぶりを振ふりつつ、ラウルは自分に言い聞かせる。

　勇者を目指してた俺にとっては夢みたいな話なんだから、現実感がないのなんて当たり前だろ!?　いまはまだ、とつぜんの朗報に戸と惑まどってるだけでっ……そのうちちゃんと実感が追いついてきて、堪こらえきれないくらいのうれしさが胸の奥からこみ上げてくるハズだ！

　だって俺はっ……俺はこれまで、ずっとっ……。




「ずっと勇者を目指してきたんだもんなっっっ！！！！！」




　──曇くもりのない少女の声。

　ハッと顔を向ければ、まっすぐラウルを見上げたフィノが無む邪じや気きに微笑んでる。




「オレ様知ってるぞ！　ラウル、オレ様より先に店長になってやるって言ってたけど、ほんとは店長よりも勇者になりたかったんだろ？」

「フィノっ……」

「店長も最高にカッコいいけど、ラウルがずっとなりたかったのは勇者なんだもんなっ……おめでとう、ラウル！　ラウルの夢、これできっと叶かなうねっっっ！」




　蒼あおい目をまぶしげに細め、心の底からうれしそうに言いい募つのるフィノ。

　……って、あれっ？

　フィノの言葉に、なぜか、胸の奥がもやっとして。

「──ラウルくん」

　……そんなラウルの気持ちを見み抜ぬいたように、セアラ店長がやさしく微笑んだ。




「迷ってるようなら、とりあえず受けてみたら？」

「っ……！」




　まるで図星を指されたみたいにどきりとする心臓。

「「「……迷うっ？」」」

　怪け訝げんな顔をするスタッフたちの前で、ラウルがあわてて首を振った。

「って、店長っ！　俺っ、なにも迷ってなんてっ……！」

　うわずった声で答えながら勢いよくきびすを返す。

「そ、そんなことよりっ、もうすぐ開店時間ですよっ！　ほらっ、仕事仕事っ！」

　わざと明るい声を出し、売り場へ向かおうとするラウル。

　……と。

　不意に、フィノが「あっ」と声をあげた。

「ラウルっ、危ないっ！」

「へっ」

　がつん、と、なにかが肘ひじに当たる感覚。

　反射的に振り返ったラウルの目の前で、台車に詰つまれていたコンテナの高い山がぐらりと揺れる。




「ラウルっっっ！」「ラウル・チェイサーっ！」「ラウル君っ！」「あらあら」

「……って」




　──間かん一いつ髪ぱつ。

　倒たおれかけたコンテナの山を片手で支え、ラウルがフィノへ笑いかけた。




「大だい丈じよう夫ぶだって。元勇者志望を舐なめるなって……」

「ラウルっ、上っっっ！！！！！」

　得意げな顔をするラウルの頭上を指して叫さけぶフィノ。

「？」

　何気なく顔を上げたとたん、大きく傾かたむいていた上二段分のコンテナが倒れ、中に詰まってた茶色い小こ瓶びんの群れがラウルめがけてなだれ落ちてくる。

　──『眠ねむれぬ夜にこれ一本！　超ちよう強力魔ま法ほうねむり薬オヤスイミンＺ』

　視界いっぱいに広がるド派手な文字。

　ガチャガチャと瓶が割れる騒さわがしい音とともに、鼻の奥をつんと刺し激げきする匂においが脳を焼いて。




　……刹せつ那な。

　ラウルの意識が、ふっと途と切ぎれた。




　　　　＊　＊　＊




「う、うう……」

　……ずきずきと痛む頭。

　重いまぶたをゆっくり持ち上げると、見慣れた店の休きゆう憩けい室を背景に、心配そうにこちらを覗のぞき込む同どう僚りようたちの顔が見えて。

「ラウルっ……？」

　目が合ったとたん、みるみる輝かがやき出すフィノの顔。

「ラウルっっっ！！！！！」

　一いつ瞬しゆん後、歓かん声せいをあげたフィノが、ラウルの胸に全力で飛びついた。

　……って!?

「～っ！！！！！」

　いきなり首に抱だきつかれて目を白黒させるラウル。

　ラウルの身体からだにすがりつき、フィノが安あん堵どの声を洩もらす。

「よかったあっ……ラウルっ、目が覚めてよかったあっ……！」

「……まったく、いくら勇者試験が開かい催さいされるからってはしゃぎすぎなのよ、ラウル・チェイサー」

　あきれ顔で言いつつも、どこかホッとした様子のアイリ。

「って、べ、べつに、そーゆーわけじゃっ……」

　思わず呟つぶやくラウルの胸に、フィノがすりすりとほっぺたをこすりつけた。

「ラウルっ、らうるっ……よかったあっ……ほんとっ、よかったあっ……」

「……って、フィノ、いくらなんでも、大げさな……」

「──いやいや、ラウル君、けっこー長いこと気絶してたんだぞー」

　と、かたわらから、バイザー副店長が口を挟はさんでくる。

「なんせ、あんまり強力すぎて回収騒ぎになった眠り薬をまるまる一箱分、一気に浴びちまったんだからなー」

「グレートドラゴンさえ一瞬で昏こん倒とうする量だって店長が言ってたぞっ！」

　言いながらがばっと顔を上げるフィノ。

「なかなか目を開けないからっ、オレ様っ、すっごく心配で心配でっ……」

「って……！」

　思わず、ラウルが目を丸くした。

「フィノっ！　お前っ、その格好はっ……!?」




　……フィノの身体を包むまがまがしい黒装しよう束ぞく。

　漆しつ黒こくの布地のあちこちには獣じゆう骨こつや貴金属なんかで作られたトゲトゲの装そう飾しよく品がちりばめられ、銀色の髪かみには骸がい骨こつを模した謎なぞの仮面が引っかかってて。

　ふるんと揺ゆれる胸の間には、血ち塗ぬられた黒石の首くび飾かざり……魔ま王おうのペンダントこと《支配の血星石ブラツドストーン》が妖あやしく輝いてる。

「えっ……ああっ」

　ラウルの言葉にきょとんとし、やがて頷うなずくフィノ。

「アイリは安静にしとけば大丈夫って言ってたけどっ、オレ様いてもたってもいられなくってっ……ラウルが早く目を覚ますようにって、魔ま界かい流のいろんな儀ぎ式しきをしたんだ！」

「ま、魔界流のいろんな儀式っっっ!?」

「きっと、ラウルはそのお陰かげで無事に目覚めたんだぞっ!?」

　黒装束に包まれた胸をなんだか得意げに張ってみせる。

　……あらためて辺りを見み渡わたせば、チョークで書かれた魔ま方ほう陣じんや五ご芒ぼう星せいを描えがいて配置された溶とけかけのローソクがラウルの身体を取り囲み、休憩室のそこら中に怪あやしげな小瓶や藁わら人にん形ぎようや呪じゆ符ふ、汚よごれたナイフや赤黒い液体で満たされた洗面器なんかが散乱してて──ま、まあ、儀式とやらの詳くわしい内容は、気にしないことにしよう。

「……その、俺のためにありがとな、フィノ」

「～っ！」

　ぽんと頭に手を置いてやったとたん、まるで飼い主に褒ほめられた子犬みたいな顔をするフィノ。

「あっ、オレ様っ、店長を呼んでくるねっ！」

　はしゃぎ声をあげつつ、フィノがぴょこんと立ち上がった。

　……と。




　フィノがきびすを返した次の瞬しゆん間かん。

　ラウルの身体が不意に、強く引っ張られるような感じがして……。




「「～っっっ!?」」




　……一瞬後、ふたたびラウルの胸へ飛び込んでくるフィノ。

「なっ……」

「おー……フィノ君、大だい胆たんだなー……」

　目をぱちくりさせるアイリと、感心したように頷く副店長。

「ふ、フィノっ……」

　腕うでの中へ戻もどってきたフィノを見下ろし、ラウルがおずおずと口を開く。

「そ、そのっ、お前がうれしいのは分かったからっ……」

「え、あっ……ご、ゴメンっっっ！」

　なんだか戸と惑まどったような声をあげ、あわてたように身体を離はなす少女。
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　自分から飛びついてきたくせに顔を赤くし、「お、おかしいな……」なんて呟いたフィノがまた、駆かけ出だそうとする。

　……と。




「っっっ!?」

　再び、何者かに引っ張られるような感覚。

　思わず前のめりになると同時に、ラウルの視界を覆おおう漆黒。

　えもいわれぬほどやわらかくてあったかいものが顔をむぎゅっと包み込み、

　鼻び腔こうから侵しん入にゆうしてくるミルクみたいな匂いに、背筋がぞくぞくっと……。




「あ、あなたたちっ、なにやってるのよーっっっ！！！！？」




　あわてたようなアイリの声。

　とつぜん振ふり返るなりラウルの頭へ豊かな胸を押しつけてたフィノが、我に返ったみたいに身体を離した。

「～っ！　ぷ、ぷはっ……」

　フィノのおっぱいから解放されて深呼吸するラウル。

「ち、違ちがうのっっっ！」

　なんだか涙なみだ目めになりながら、フィノがぶんぶんと首を振る。

「オレ様、あっち行こうとしたのにっ、なんかに引っ張られて、戻されちゃってっ……」

「って、お前もかっ？」

　ラウルも思わず声をあげる。

「俺も、さっきから、なんか引っ張られる感じがっ……って！」

　フィノが一歩前に踏ふみ出したとたん、ぐいっと前に引っ張られるラウルの身体。

　反射的にラウルが身体を引くと、今度はフィノが、まるでなにかに引き戻されたみたいに後ずさりながら、ちょっぴりよろめいて。

「っ……!?」

「ど、どういうことっ!?」

　……まるで見えないゴム紐ひもで綱つな引ひきでもしてるかのようなふたりの様子。

　あたふたするフィノを見やり、アイリがおずおずと口を開いた。




「ねえ、これって、もしかして……──」







「……あー、これ、完っ全に呪のろわれてんなー」

　バックヤードから持ってきた検品用の呪じゆ視しスコープ──呪われたアイテムを判別するためのアイテム──を装備してラウルとフィノをまじまじと見やるバイザー副店長。

「呪いっっっ!?」

　思いもよらぬ言葉に、ラウルが声をうわずらせた。

「って、なんで俺っ、いきなり呪われてるんですかっっっ！！！！？」

「も、もしかしたら、さっきの目覚めの儀式が原因かもっ……」

　相変わらずまがまがしい黒装束をまとったまま、フィノが気まずげに口を開く。

「オレ様、とにかくラウルを助けなきゃって、知ってる儀式を手当たり次し第だいにやってみたからっ……」

「なるほどなー……」

　……スコープ越ごしにラウルたちを観察しつつ、副店長がため息をついた。

「どーりで。いまのラウル君たちの状態、呪いのアイテムになったフィノ君をラウル君がうっかり装備して、そのまま外せなくなっちまったみたいな感じっぽいぞー」

「つまり、ラウルがいまアイテム欄らんを開いたらオレ様の名前があるってことか……！」

「どういう状じよう況きようだよっっっ！！！！？」

　声を荒あらげてツッコむラウルの前で、スコープを外した副店長が頭を搔かく。

「……まー、とりあえず、フィノ君がラウル君から離れて行動できるのは、だいたい半径一メートルそこそこってとこみたいだな」

「って、つまり俺、こいつと一メートル以上離れられないってことですかっ!?」

　あわてたようにラウルが腰こしを浮うかせた。

「すぐ解呪しにいかないとっ……っ!?」

「きゃっ！」

　駆け出そうとしたとたん、反動でラウルの腰に抱きついてくるフィノ。

「おー……この構図はどー見ても……」

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサーっ……！」

「って！」

　下腹に顔を埋うずめられたラウルが真っ赤になって叫さけんだ。

「副店長っ！　この辺で土日でも解呪やってる教会ってありましたっけっっっ!?」

「いや、まー、あるっちゃーあるけど……」

　曖あい昧まいな返事をしつつ、副店長が言葉を濁にごす。

「スコープで見た感じだとそーとー強力な呪いみたいだし、けっこーいい値段の解呪費用取られんぞー？　まあ、ざっとラウル君の給料一年分ってとこだなー」

「「「い、一年分っっっ!?」」」

　思わず声を揃そろえるラウルたち。

「……さすが、魔王の娘むすめね」

　あきれた顔で呟つぶやくアイリを尻しり目めに、ラウルが声を荒げた。

「フィノっ、お前の仕し業わざだろっ!?　なんとかならないのかよっっっ!?」

「え、ええとっ……どの儀式が原因かわかんないから、自然に解けるの待つしかっ……」

「自然に、って……！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶっ！　いままでの経験的に、たぶん一ヶ月くらいで解けるハズだっ！」

「って俺、一ヶ月もお前とくっついたまま過ごさなきゃいけないってことかよっ!?」

「お、オレ様は構わないぞっ!?」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて宣言するフィノ。

「俺が構うんだよおおおっっっ！！！！！」

　全力で叫びつつ、頭を抱かかえたラウルがその場に座り込んだ。

　いくらボーッとしてたからって、どうしてこんなことにっ……！




「ご、ゴメンなさいっ……」

　しょんぼりと肩かたを落とし、おずおずと謝るフィノ。

　いまにも泣きそうな顔をするフィノを見やり、ラウルが深々と嘆たん息そくした。

「ま、やっちまったもんは仕方ないけど……」

　……言いながら、フィノの肩をぽんと叩たたいてやる。

「……とりあえず、魔界流のおまじないとか儀式とかは今後いっさい禁止だからな」

「う、うんっ……」

「……あと、反動でぶつかったりするから、急に動かないこと。基本的には俺についてこい。行きたい方向があるときは、ちゃんと言うんだぞ」

「わ、分かったっ……！」

　神しん妙みような面おも持もちで頷くフィノ。

　……ま、こいつも、悪気があったワケじゃないもんな。それに、俺を助けようとした結果だし……。

「……ね、ねえっ、ラウルっ……」

「どうした？」

「そ、そのっ……と、トイレ、行きたいんだけどっ……」

「っ……」

　恥はずかしそうに耳打ちしてくるフィノに、頰ほおを赤くしたラウルが「ったく」と呟いた。

　くそっ、やっぱ前ぜん途と多難だっ……！

「わ、分かったよっ……」

「ありがとっ！」

　おずおずと立ち上がるラウルと、ほっとしたようにお礼を言うフィノ。

　少しもじもじしつつ、ふたりは連れだって休きゆう憩けい室を出ようとする。

　……と。

「って、ちょっと待ってっ！」

　なにか思い出したように声をあげるアイリ。

　怪け訝げんな顔で振り返るラウルたちの前で、少女があわてたように叫んだ。

「勇者試験の予選って来週でしょっ？　フィノさんと離れられない状態で、いったいどうやって試験受けるつもりっ!?」

「へっ」

　寝ね耳みみにスライムなアイリの言葉に、ラウルとフィノはぽかんと顔を見合わせて──。




　　　　＊　＊　＊




　ぱんぱんと空高く弾はじける花火の音。

　エヴァレッド晴れの空にひるがえる巨きよ大だいな連合王国旗。

　正面のステージに掲かかげられた垂れ幕にパナソニア・ゴシック体の文字が躍おどる。




　──『第１３２回勇者選せん抜ばつ選考会　予選会場』




「うわ、すっげえ人っ……」「う、動けねえっ」「おい、剣けんが当たってるぞ！」「ふえーん、ママー、どこーっ？」「あっ、あそこにいるの有名な賢けん者じやじゃねっ!?」




　──勇者試験の予選会場、王都郊こう外がいにある王立競技場は内も外も大盛せい況きよう。

　これだけ急な開かい催さいにもかかわらず大陸中から集まった受験希望者たちはもちろんのこと、二年ぶりに開催される世紀のイベントをこの目で見ようと、王都内外からたくさんの人々が詰つめかけて。会場周辺には露ろ店てんが立ち並び、勇者ジュースや勇者やきそば、会場限定の『勇者試験に行ってきましたまんじゅう』といった便乗商品が飛ぶように売れていく。




　高々と空を舞まう各マジヴィ局の空くう撮さつ用小型飛ひ竜りゆう。会場のそこかしこに機材アイテムを構える報ほう道どう陣じんの姿が見える。今日の予選会は、全国ネットで大陸中の都市に生なま中ちゆう継けいされるんだ。

　競技場に設営された豪ごう華かなステージの上で、元勇者の人気司会者が思い切り叫んだ。




『──みんなァァァ、勇者になりたいかァァァァァッッッ！！！！？』

「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおーっ！！！！！」」」」」




　会場を揺ゆるがす大だい歓かん声せい。

　燃えるような熱気が、競技場を包み込んで……。







「おーっ！！！！！」

　……意い気き揚よう々ようと拳を振ふり上げるフィノを、ラウルがあきれた顔で見やる。

「……って、お前まで、なにやってんだよ」

「え、えへへっ、ついっ……」

　照れたように笑いながら、フィノがステージの背景に描えがかれた勇者の絵を指した。

「でもっ、親父おやじほどじゃないけど、勇者ってのもなかなかカッコいいなっ！」

「……まったく」

　なんだかひどくのんきな魔ま人じんの少女を見やり、アイリが額に手を押し当てる。

「魔ま王おうの娘が勇者試験を受けるなんて、どんなシチュエーションよっ……」




　……フィノの胸に着けられた、ラウルやアイリとおそろいの白いゼッケン。

　なんだか遠い目をしつつ、ため息交じりにラウルが呟いた。

「ま、けっきょく呪いが解けなかったんだから、しかたないよな──」




　──フィノの暴走でラウルたちが呪いを受けてから一週間。

　来たるべき試験の前にどうにか呪いを解こうと、ふたりはいろいろな手段を試みた。




　たとえば、会社の配送用ドラゴン二体に引っ張らせて物理的に離はなそうとしてみたり。（……力を掛かけるほど反発力が掛かり、ラウルのアバラ骨が折れかけただけだった）

　たとえば、泣いて厭いやがるフィノと一いつ緒しよに、聖水を沸わかした風ふ呂ろへ入ってみたり。（……高くついたものの効果はなく、聖水が大の苦手な魔人のフィノはぐるぐる目を回して丸一日寝ね込こむことになった）

　たとえば、解決の糸口を求め、犯罪者やギャングがうろつく危険なブラックマーケットに潜もぐり込んでみたり。（……解呪アイテムは見つからなかったけど、完全受注限定生産の超ちよう合金マオーくんを手に入れたフィノは大喜びだった）

　解呪費用を稼かせごうと、最近クチコミで話題の伝説のダンジョンに挑いどんだり。（……最深部の宝箱には、『ここまでたどり着いたキミたちの友情こそが宝物だ』なんて書かれた紙が入ってて、フィノとアイリはなんだか感動してたものの、店に持ち帰ったラウルはあっさりそいつをシュレッダーに掛けてやった）

　しかし、どれも失敗に終わって。けっきょく、解決策が見つからないまま、今日の勇者試験予選当日を迎むかえてしまった。




「あ、ラウル見てっ！　あのお客さんが食べてる串くし刺ざし肉、すっごく美味おいしそうっ！」

「って、だからいきなり動くなっ！」

　目をきらきらさせながら観客席へ駆かけだそうとしたとたん、反動でラウルの方に引き戻もどされてくるフィノ。

　ラウルにぎゅっと抱だき留とめられ、フィノが照れたように笑った。

「えへへっ……ラウル、ゴメンなさいっ……」

「……ていうか、あなたたち、相変わらず一メートル以上は離れられないのよね」

　そんなふたりを見やりつつ、アイリがおずおずと口を開く。

「まさか、あれからずっと、一緒の部屋で寝ね起おきしてっ……」

「うんっっっ！」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで頷うなずくフィノ。

「って、べ、べつに、やましいことはなにもないぞっっっ!?」

　かたわらで、ラウルがあわてたように声をあげた。

「俺の部屋の方が生活アイテム揃ってるから仕方なくうちで寝ね泊とまりしてるけど、ベッドはフィノに使わせて俺は床ゆかで寝てるしっ、着き替がえんときは背中向けて目えつぶってるしっ、風呂のときも水着でっ……」

「……ホントなの、フィノさん？」

「うんっ」

　ジト目で訊たずねるアイリにあっさり頷いて、フィノが不満げに口を尖とがらせる。

「……ラウルね、さいきん、オレ様が触さわろうとするとすごい怒おこるんだっ。せっかく、いつも近くにいるのにっ……」

「だからだよっっっ！！！！！」

　思わず声を荒あらげ、ラウルがぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「『オールＡ』もマジ、変な勘かんぐりとかやめてくれっ……！　こうなっちまったのは事故だし、俺が毎日どんだけ苦労してるとっ……」

「……まあ、あなたらしいっていえばあなたらしいわね」

　ぎりぎりと歯ぎしりするラウルに同情のまなざしを向けつつ、ちょっぴりホッとしたように呟つぶやくアイリ。

　すっかり消しよう耗もうした表情で、ラウルが力なく肩を落とした。

「……くそっ、いつになったら呪のろい解けんだよ……気を遣つかうし、動きづらいしっ……」

「その調子じゃ、本試験に間に合うか分からないわね……」

　呪われたラウルたちを一いち瞥べつし、アイリが目をすがめる。

「つまり、呪いが解ける前にフィノさんが脱だつ落らくしたら、ラウル・チェイサーも一緒に棄き権けんせざるを得ないってことで……」

「オレ様、頑がん張ばるもんっっっ！」

　そんなアイリの言葉を遮さえぎるように、フィノががばっと顔を上げた。

「ラウル、オレ様が正社員になれるよう、いっぱいいっぱい手伝ってくれてるだろ？　だからね、オレ様も、ラウルが勇者になれるようにいっぱいいっぱい手伝おうって決めたんだっ！」

「フィノっ……」

「オレ様は正社員に、ラウルは勇者にっ……ふたりで助け合って一緒に夢を叶かなえるのっ！　……ラウルっ、一緒に頑張ろうなっ！」

　フィノがまっすぐに向けてくるきらきらした笑顔。

「っ……」

　……なぜか、また、胸の奥がもやもやと騒さわいで。

「け、けどっ、思ったより残ったな……！」

　思わず目を逸そらしたラウルが、話題を変えるように明るい声をあげた。

「受付んときの予備審しん査さでかなり減ったハズだけど、まだざっと二千人くらいはいるんじゃないかっ？」

「とはいっても、ほとんどは記念受験でしょ？」

　にべもなく、アイリ。

「専門学校行かずに独学で合格した勇者なんて史上数えるくらいしかいないんだし、勇者予備校で首席を争ってた私たちに敵かなうレベルの受験者なんて、そうそういるわけないわ。……だいいち、魔ま力りよく出力の最低上限が１０００Ａアンペイルなんてヌルすぎよ。ちょっと修しゆ行ぎようすれば子どもだって出せる数値だし、もう少し足切り基準を上げても良かったのに」

「……って、たしかにお前は３０００Ａアンペイルあるけど、１０００Ａアンペイルギリギリで勇者になった先せん輩ぱいだっているし、うちのクラスの平均だってせいぜい１５００Ａアンペイルくらいだったろ？　大事なのは魔法回路サーキツト組む技術とセンスだよ」

「……ご、５０００Ａアンペイルのあなたに言われたくないわよっ！」

　なんだか悔くやしそうに奥歯を嚙かむアイリ。

　入場前に行われた予備審査の魔力出力アンペイルチェックを思い出し、ラウルは思わず嘆たん息そくする。

「けど、フィノが無事に通過できて良かったな。また計測器壊こわしたり、人間にはあり得ないような数値出して魔人だってバレるんじゃないかって俺、ヒヤヒヤして……」




　……と。

　不意に、誰だれかがラウルの肩かたをぽんと叩たたいた。

「よっ、ラウル君！」

「あ、どうも、お世話になってますっ！」

　──焦こげ茶ちやの髪かみと大おお柄がらな体格。

　ラウルに声を掛けてきた三十半ばほどの男は、レオン王都店の常連客。ラウルと同じ元勇者志望の勇者マニアで、多少変わり者で気難しいところはあるものの、いまではラウルの一番のお得意さんだ。

「こんにちはっ」「いつもありがとうございますっ」

　あわてて頭を下げるフィノとアイリ。

　よそ行きの笑顔を浮うかべ、ラウルが口を開いた。

「お客さんもいらしてたんですね！」

「ははっ、当然だろ！　こちとら、この日のためにせっせと腕うでを磨みがいてきたんだぜ!?」

　ガッツポーズを決めつつ豪ごう快かいに笑うお得意さん。

「お陰かげでコンディションは万ばん全ぜんだし、昨日の夜は験げん担かつぎのベヒーモスカツ丼どんも食ってきたし！　これで十何回目の正直だが、今度こそはっていう手て応ごたえ感じてんだ！　ラウル君には悪いが、勇者になるのはこの俺様だぜ！」

「ずいぶん気合い入ってますねえ」

「だろっ!?　しっかし……」

　グラウンドに集つどう受験者たちをぐるり見み渡わたし、お得意さんが太い首を傾かしげた。

「本戦に出れるのなんざ、せいぜい十数人ってとこだろ？　これまでの勇者試験なら予備審査に一ヶ月、予選だけで一ヶ月は掛けてたもんだが、今回はたった一日だけ。正直、こんだけの人数をどうやって選せん抜ばつする気なのかねえ」

「ああ、それ、俺も気になっててっ……」

　思わず、ラウルが相づちを打つ。

「いったい、これからどんな試験を……っ!?」




　──ラウルの言葉を遮るように、十二時を告げる鐘かねの音。

　その瞬しゆん間かん、ステージの後ろでひときわ大きな花火が弾はじけた。




『──さァァァ、いよいよこの時間がやって参りましたッッッ！！！！！』




　ステージの上で高らかに叫さけぶ司会者。

　華はなやかなファンファーレが鳴なり響ひびき、会場にぶわっと紙かみ吹雪ふぶきが舞まう。




『「魔力」ッ、「体力」ッ、「時の運」ッ！　ただいまよりッ、栄はえある第１３２回勇者試験の予選選考会が始まりますッッッ！！！！！』




「……いよいよ始まったわね」

「ああっ……」

　真しん剣けんな口調で呟くアイリ。

　ラウルもつい、ごくりと喉のどを鳴らしてしまう。

　会場の雰ふん囲い気きに吞のまれ、いやがうえにも高鳴る心臓。

　ふるえる拳を、ラウルは強く握りしめる。

　ついに……ついに、この日が来たんだ！




　──いったい、どれだけ待ちわびたことだろう。

　勇者を志した幼い頃ころからずっと、俺はこの日のために頑張ってきた。

　すべてをなげうって修行に励はげみ、村のみんなに進ませてもらった勇者予備校でも首席になって、模も擬ぎ試験では堂々、史上初のＳ判定。

　たしかな手応えを感じた。あともう少しだと思った。

　勇者予備校を卒業したあとはもうなんの不安もなく、ただただ自信に満みち溢あふれ。間近に迫せまった試験日までの日数を指折り数えつつ、華はな々ばなしく合格を果たす自分を夢想しながら、ちょっと無茶なくらいキツいトレーニングに打ち込んで……。




　……そんな矢先に、あっけなく中止になってしまった勇者試験。




　ショックという言葉ではとても表しきれないような衝しよう撃げきにさんざん打ちのめされ、それでもなお諦あきらめきれない心は俺に、何度も何度も未練がましい夢を見せた。




　──でも、今度こそは夢じゃない。

　狂くるおしいほどに焦がれた勇者試験がいま、ついに、本当に始まったんだ……！




　胸の奥にわき上がる言いしれぬ感情。さっきから、武む者しや震ぶるいが止まらない。……ほらな、俺が思った通りだ。やっぱり、うれしいに決まってただろ、俺っ!?

　さあ来い！　と、ラウルは胸中で呟く。

　どんな試験でも、必ずクリアしてみせ……っ!?




「なっ……！」




　とつじょ会場に響き渡わたる雷らい鳴めいのごとき咆ほう哮こう。

　ロープをくわえたドラゴンがステージから飛び出し、グラウンドに集まる受験者たち目め掛がけて突とつ進しんした！

「っっっ！！！！？」

　地じ響ひびきを立てて走るドラゴンを避さけるように飛び退しさる受験者たち。ドラゴンの前に分かたれていく人混みは、さながら海を割って道を拓ひらいた大賢けん人じんの神話のようだ。

　無事にグラウンドの向こうまでたどり着いたドラゴンが再び咆哮を響かせたときには、ピンと張られたロープが会場を真っ二つに分けていて、ステージの左右にそれぞれ巨きよ大だいな魔法光掲けい示じ板ばんが現れる。




　──『○』と、『×』。




　マイクを手にした司会者が、高らかに宣言した。




『──それでは予選第一回戦ッ、「勇者マルバツクイズ」を始めますッッッ！！！！』







　ひときわ大きくどよめく受験者たち。

　ステージの司会者が声を張り上げる。

『まずはルールの説明ですっ！　これからわたくしが出題する「勇者に関する問題」の答えをマルかバツかで選び、正しいと思う方に移動していただきますッ！　ここで勝かち抜ぬいたおよそ百名が、二次予選への切きつ符ぷを手にすることが出来るのですッッッ！！！！！』




「ま、マルバツクイズっ……」

　前代未み聞もんの試験内容に意表を突つかれてぽかんとするラウル。……こ、これ、ほんとに勇者試験の予選だよなっ？　なんか、バラエティクイズ番組みたいなっ……。

「わああっ、なんかすごい面おも白しろそうっ！」

　ラウルの隣となりでワクワクしたように叫ぶフィノ。

「──ほほう、こう来たか」

　お得意さんが余よ裕ゆうの笑えみを浮かべて頷うなずき、アイリが自信たっぷりに鼻を鳴らす。

「へえ、ずいぶん簡単じゃない」

　……なんの抵てい抗こうもなく受け入れるラウル以外の面々。

　って、みんな的にはこれ、アリなのかよっ!?

　お、俺が狂くるおしいほどに焦こがれた勇者試験っ……なんとなく微び妙みような面持ちを浮かべるラウルをよそに、司会者が拳こぶしを振ふり上げた。




『それでは第一問ですッッッ！　「魔ま人じん領と人間領の境にあるイオニア大森林地帯、ここに棲せい息そくする魔ま物もので一番ツノが多いのはインフェルノユニコーンですが、二番目にツノが多いのはゲキオコプンプンツノガエルである！」……さあッ、マルかバツかッッッ!?』




「って、おい、どっちだっ？」「そんな魔物いたっけ……？」「フツーにマルだろ？」「おいおい、こういうのはバツだって！」「くそっ、どっちもありそうだよなッ……！」




「ふむ、なかなかいい問題だ……」

　あごに指を掛け、うんうんと頷くお得意さん。

「……だが、俺様には楽勝だな」

　ニヤリと笑うなり、お得意さんが勢いよく駆かけだした。

「じゃあ、俺様は先に行くぜっ！」

「あっ、ち、ちょっと！」

「がははははっ！」

　自信たっぷりに笑いながらロープの向こうへ走ってくお得意さん。

　あっけにとられたような顔でたたずむラウルたちを見上げ、フィノが不思議そうに聞いてくる。

「ねえラウルっ、オレ様たちは向こうに行かなくてもいいの？」

「い、いや……」「ねえ……」

　……思わず、顔を見合わせるラウルとアイリ。

　そうしている間にも、周囲の受験者たちが次々にロープをくぐっていって。




『──３、２、１……はいッ、そこまでですッ！！！！！』

　やがて、司会者の声が会場に響いた。

『さァ、正解はッ…………』

　──もったいぶるように、言葉を溜ため、




『マル、だァァァァァッッッ！』

　司会者が叫ぶと同時に、魔ま法ほう光こう掲示板から七色の光が弾けた。

『マルを選んだ君たち、おめでとうございますッッッ！　バツを選んだ君たち、残念ながらここまでだッ！　受付にて記念品を配布してますので、ぜひ受験票と引ひき替かえていってくださいッッッ！』




「……やっぱり、マルで正解よね？」

「……ああ」

　呟つぶやくアイリに頷いてみせるラウル。……ちなみに、インフェルノユニコーンは全身におよそ数万のツノを持つ魔物で、ユニコーンというよりはなんかもう、ほぼツノだ。

　すごすごと退場していくロープの向こうの受験者たちを見やりつつ、ラウルは胸中で呟いた。……お得意さん、お疲つかれさまです。




『おっと、ここで早くも半分が脱だつ落らくッッッ！　勇者試験予選ッ、一問目からずいぶんと荒あれた展開となっておりますッッッ！』

　受験者たちを煽あおるように実じつ況きようしつつ、司会者がマイクを振り上げた。

『さあッ、それでは続いて第二問ッッッ！　「とある勇者がダンジョンで、オークドラゴン52体とエルフドラゴン６体、マカイオオショクシュ２体の群れに遭そう遇ぐうした！　すべて無傷の純正種として、魔物の腕うでの数は全部で５５７本である！」マルかバツかッッッ!?』

「え、ええとっ……」

「……全部偶ぐう数すうだから正解はバツ。フィノ、行くぞ！」

「うんっ！」

　真ま面じ目めに暗算し始めるアイリを尻しり目めに、フィノをうながして走り出すラウル。

「って、そ、それくらいっ、一いつ瞬しゆんで分かったわよっ！」

　やや遅おくれ、アイリがふたりの後に続く。

　……と。

「っ!?」

　……とつぜん、やたらと重くなる身体からだ。

　あわてて足を止めたラウルの耳に、フィノの悲痛な声が聞こえてくる。

「ら、ラウルううううう……」

　……一問目で半減したとはいえ、まだ千人近くの受験者でごった返す会場。

　押し合いへし合いする人混みに埋うもれ、小こ柄がらなフィノはいつの間にかすっかり身動きが取れなくなってる。

「フィノっ、こっち来いっ！」

「い、行きたいんだけどっ、なんかすごい引っかかってっ！」

　焦ったように叫さけび返してくるフィノ。

「ああもうっ！」

　ラウルがじれったそうに口を開いた。

「フィノっ！　ジャンプして抜け出せっ！」

「う、うんっ！」

　ラウルの指示に、人混みの中に覗のぞいてたフィノの頭が一瞬、沈しずんで。

　──次の瞬しゆん間かん、一気に人混みの上に飛び出した。




「っ!?」

　フィノがジャンプした瞬間、釣つられて宙に浮うき上がる足。

　一瞬後、ラウルの目の前に、引き寄せられたフィノの身体が頭上から迫せまってくる。

　……って!?

「～っっっ！！！！？」

　視界いっぱいに広がるフィノのスカートの中身。

　ふとももに挟はさまれた白い布地がラウルの鼻先を包み込んで。

　少女の下半身を顔面で受け止めたラウルが声にならない悲鳴をあげる。

「ううっ……」

　……そのままずるずると滑すべり落ち、ラウルの腕の中へ収まるフィノ。

　まだぬくもりの残る鼻の頭をさすりつつ、顔を真っ赤にしたラウルが口を開いた。

「ふ、フィノっ……も、もうはぐれないように手、繫つなぐぞっ？」

「……うんっ！」

　なんだかうれしそうに頷くなり、フィノがラウルの手を握にぎってくる。

「っ……」

　するり、と入り込んでくるフィノのたおやかな指。

　交こう互ごに指を絡からめられ、ラウルの頰ほおが熱くなる。こ、こいつっ、なんでまたっ、恋こい人びとつなぎをっ……！
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　ていうか……。

　……ふと、既き視し感かんを覚えるラウル。

　そういや、このパターン、前にもどこかでっ……って！




　──不意に、フィノと繫いだ左手から流れ込んで身体中を駆け巡めぐる熱いモノ。

　たまらずぞくぞくと身み震ぶるいするラウルの前で、フィノが「あっ」と声をあげる。

「ご、ゴメンっ、また、ラウルのスイッチ入れちゃったっ……！」

「って……」

　……もうずいぶんと前、フィノの提案でマジックアイテム化されてしまったラウルの左手につくられたスイッチ。

　かたわらのフィノを見下ろしつつ、ラウルがあきれた顔で呟いた。

「……ま、これはこれで、景気づけってやつか」

　身体中にみなぎるエネルギーと闘とう志し。

　久々に味わうフィノの魔ま力りよくを堪たん能のうしつつ、ステージを睨にらみつけたラウルが声をあげる。

「よしっ、やるぞっ、フィノ！」

「おーっ！」

　闘志を燃やすラウルの言葉に、フィノが意い気き揚よう々ようと拳を振り上げた。










　そんなこんなで、すでに十問目──。




「あっ」

　小さな声。

　……同時に、繫いだ手が、ずんと引っ張られるような感覚がして。

　前を走っていたラウルは振り返るなり息を吞のんだ。

「って、フィノっ!?」

　いったいなににつまずいたか、鈍にぶい音を立てて転ぶフィノ。

　あわてて膝ひざを折るラウルに、フィノが申し訳なさそうに首を振る。

「ご、ゴメンっ、ラウルっ……痛っ！」

　急いで立ち上がろうとしたとたん顔をしかめるフィノ。

「って、おいっ、無理すんなっ……」

「でもっ、もう時間がっ……」

『──３、』

　フィノの声に、司会者の無む慈じ悲ひなカウントダウンが重なった。

「このままじゃっ、ラウルも失格にっ……！」

「くそっ！」

　少なすぎる残り時間に舌打ちしつつ、ラウルがとっさに腕を伸のばす。

『──２、』

「ら、ラウルっっっ!?」

　少年の腕に抱かかえ上げられ、戸と惑まどうように目を丸くするフィノ。

　小柄な少女を片かた腕うでに抱だき、全力で地面を蹴けったラウルが目の前のロープをぐいと摑つかんだ。




『──１、……はいッ、そこまでッッッ！』




　──間かん一いつ髪ぱつ。フィノを抱いてロープを飛とび越こえたラウルが、カウント終しゆう了りようと同時に○のエリアへ着地して。

『──正解は……マルッ！　マルが正解ですッッッ！』

　司会者が答えを発表すると、受験者たちがいっせいに歓かん声せいをあげた。




「ラウル・チェイサーっ、フィノさん、どうしたのっ？」

「ああ、こいつ、ちょっと転んじまったみたいでっ……」

　駆かけ寄よってくるアイリに答えつつ、ラウルはフィノの顔を見下ろした。

「……フィノ、立てるか」

「うんっ……ラウルっ、ありがとうっ……」

　ラウルから身体を離はなしながら礼を言うフィノ。

　おずおずと呟く少女の頰は心なしか赤く見えて……ちょっと緊きん張ちようさせちまったかな。




『さすがは全国から集まった猛も者さたち、十問目まで来るとほとんど数が減りませんッ！』

　会場を見み渡わたし、なんだかおどけたように口を開く司会者。

　やれやれと肩かたをすくめてみせるなり、司会者がマイクを振ふり上げた。




『──というわけで、ここからが本番ッ、エクストラモードに突とつ入にゆうですッッッ！』

「へっ!?」




　司会者が宣言したとたん鳴なり響ひびくファンファーレ。

　足あし下もとの地面に蒼あおい光がぴっと走って。

　刹せつ那な、四百メートル四方はあるだだっ広いグラウンドのあちこちに、光で描えがかれた巨きよ大だいなサークルと数字が浮かび上がる。

「っ……!?」

　おそらくは、最初からグラウンドに書き込まれてた魔法構文マジツクプログラムのスイッチが入れられたんだろう。ラウルたちの足下にも大きな「３」の数字が現れた。

『選せん択たく肢しの数は二つからいっきに九つッ！　解答時間は据すえ置おき十秒ッ！　即そく座ざに正解を判断し、正しいと思う解答の場所へ移動してくださいッッッ！』

「じ、十秒で答えろってっ!?」「それぞれの場所、百メートルは離れてるのにっっっ!?」

　会場のあちこちであがる悲鳴。

　しかし、司会者はまったく気にすることもなく設問を読み上げる。

『それでは第十一問ッ！　「レジェンド級の魔ま物もの、グレートサタンドラゴンの弱点は次のうちどれか」ッ!?　選択肢は次の通りだッ！』

　泣き言を言う間もなくステージスクリーンに表示される選択肢。

　予備校時代に丸暗記した魔物事典の記述を思い出しつつ、ラウルは視線をめぐらせた。

　グレートサタンドラゴンの弱点は向かって右側のツノ。つまり正しいのは七番で、サークルの場所は……くそッ、よりによって、ここから一番遠い場所かよっ!?

　互たがいにちらと目配せしあうラウルとアイリ。

　先に走り出したアイリを見送りつつ、フィノを振り返ったラウルが声をあげる。

「ほら、フィノっ！　俺が運んでやるから、手をっ……」

「待ってっ！」

　……まるで、ラウルを引き留めるように。

　ラウルの腕うでを摑んだフィノが声をあげる。

「ここでいいっ……ラウルっ、ここで大だい丈じよう夫ぶっ！」

「って、なに言ってんだよっ！　サタンドラゴンの弱点は、魔物事典にっ……」

「ラウルっ！」




　ラウルの言葉を遮さえぎって、フィノが叫ぶ。

「お願い、オレ様を信じてっっっ!?」




　なんだかひどく真しん剣けんなフィノのまなざし。

「っ……」

　迷うように瞳ひとみを揺ゆるがせていたラウルがやがて、静かに腕を下ろした。




『──はい、そこまでッッッ！』




　聞こえてくる司会者の声。

　……案の定、数はばらけたものの、半分以上の受験者が七番のサークルへ滑すべり込んでて。三番のサークルに残ってるのはラウルとフィノのたったふたりだけ。

　無事たどり着いた七番サークルの中から信じられない、といった面おも持もちでこちらを見やるアイリの視線に、ラウルの胸がぎゅっと締しめつけられる。

　くそっ、いったい、どうなるんだっ……頼たのむ、三番、来てくれっ……！

『さて、正解はッ──』




　……緊張の一いつ瞬しゆん。

　やがて、ラウルたちの視界に虹にじ色いろの光が飛び込んだ。




『──七番ッ！　七番が正解ですッッッ！　それ以外の方はここまでですッッッ！』




　足下から華はなやかな光に包まれるアイリたちが選んだ七番のマス。

　みごと正解した受験者たちが歓声をあげて飛び跳はねる。




「っ…………」

　無言のまま、「３」と書かれた数字の上にたたずむラウルたち。

　終わった……のか。

　ガッツポーズを決める正解者たちを見やりつつ、ラウルが胸中で独りごちた。

　──ああ。俺、また、勇者になれなかったのか……。




　……って、あれっ？

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけしたように、ラウルが目を瞬しばたたかせる。……なんつーか、俺、もっとすごいショックを受けるかと思ってたのに。

　幼い頃ころからずっと目指してきた夢が、いままさに叶かなわんとする直前で消えてしまったあのときの絶望と喪そう失しつ感かんは、いまだに忘れることはできない。

　たったいま、その夢が再び破れたというのに。ラウルの心はなぜか、不思議なくらい穏おだやかだった。

　まるで、心にずっと残ってたしこりが解け、なにかに区切りがついたみたいな。どこか、晴れ晴れとした……

　……って、なんで俺、ホッとしてんだよっ？




「ら、らうるっ……」

「っ!?」

　……不意に、かたわらから聞こえてくる声。

　ラウルが顔を向けると、フィノが小さな肩を震ふるわせている。

「ごめんっ……オレ様っ、とんでもないことっ……」

　蒼い瞳にふっと盛り上がる大おお粒つぶの涙なみだ。

　やがて嗚お咽えつを洩もらし始めたフィノに、ラウルがあわてて声をあげた。

「って、いいんだっ、フィノっ！　そのっ、いいんだってっ……！」

「でっ、でもっ、オレ様のせいでっ……」

　ラウルの袖そでをぎゅっと摑み、涙で顔をぐしゃぐしゃにして言いい募つのるフィノ。

「おれさまがっ、おれさまがひきとめたせいでっ、らうるがっ……らうるのゆめがっ……」




　──と。




『──すみませんッ、少々お待ちくださいッッッ！』




　不意に言い放つなり、端はしから飛び出してきたスタッフとなにやら言葉を交かわす司会者。

「って」「おいっ、いきなりなんだっ？」「事件っ!?」「なにかあったのかっ……!?」

　とつぜんの中断にざわめく会場。

『──たいへん申し訳ありませんッ！』

　……やがて、司会者が再びマイクのスイッチを入れた。

『──たったいま、マジヴィ中ちゆう継けいを見ていらした魔物博士の方からご指し摘てきがありまして、調べたところ、問題作成の底本になった魔物事典の記述間ま違ちがいが発覚しました！』

「へっ……」

『サタンドラゴンの弱点は、向かって右側のツノではなく、顎あごの下にある赤いウロコが正しいそうですッ！……と、いうことは……』

　七番のマスから光が消えると同時に、ラウルたちの足下から虹色の光がわき上がって。

　キラキラした輝かがやきに包まれて目を丸くするラウルたちを指し、司会者が高らかに叫さけんだ。




『正解は３番──おめでとうございますッ！　さっそく、二名の勝かち抜ぬけが決まりましたッッッ！！！！！』




　　　　＊　＊　＊




「「「「「かんぱーい！！！！！」」」」」




　──マジックショップ・レオン王都店からほど近いファミリーレストラン。以前にも、フィノとアイリの歓かん迎げい会かいで訪おとずれたことがあるお店だ。

　ラウルたちを見やりつつ、グラスを手にしたセアラ店長がにこにこしながら口を開いた。

「ラウルくん、アイリさん、フィノちゃん、みんなそろって本戦出場決定、おめでとう」

「おれも店のマジヴィで生なま中ちゆう継けい見てたけど、ラウル君とフィノ君がふたりだけ違ちがう答え選んだときはもー、マジでどきどきしちまったよー」

　長い腕を組みながら、バイザー副店長がうんうんと頷うなずく。

「お陰かげでおれ、ほとんど決まりかけてた魔法冷蔵庫の成約、逃のがしちまってー……」

「……あら、バイザーくん、それ、初耳ですけど……」

「あっ、い、いや、なんでもねーっっっ」

　訊たずね返す店長の前であわてたようにしらばっくれる副店長。

　肩かたを並べるラウルたちを一いち瞥べつし、アイリがあきれ顔で嘆たん息そくした。

「……ほんと、あなたたち、あそこであのまま敗退かと思ったわよ」

「だって、サタンドラゴンならよくオレ様んちの庭に来てたもんっ！」

　ホットドリンクのマグカップを握にぎりしめ、フィノが得意げに言い放つ。

「あいつらすっごく凶きよう暴ぼうなんだけど、ウロコの赤い部分をちょっとつつくとコロッと倒たおれちゃうんだっ！　『──フィノさま、魔ま人じんの子どもはみな、度胸試だめしにサタンドラゴンのウロコをつつきに行くものです』ってレイドも言ってたし！」

　鼻高々といった表情で、レイド──先代魔ま王おうの腹心にしてフィノの教育係だったらしい、時折フィノに野菜なんかを送りつけてくる、いったい何を考えてるのか分からない魔人──の口調を真似まねてみせるフィノ。

「ほー、フィノ君、お手て柄がらだったなー」

「フィノちゃん、よくできましたね」

「へへっ！」

　副店長と店長に褒ほめられてご機き嫌げんなフィノのかたわらで、アイリがなんだか面白くなさそうに目をすがめた。

「……なによ、自分の手柄みたいな顔しちゃって。べつにあそこで勝ち抜けなくたって、勇者予備校首席のラウル・チェイサーならあれくらいの課題、余よ裕ゆうで通過できたわよ」

「はは……」

　アイリの過大評価にラウルはつい、苦く笑しようしてしまう。……じつはあの後のクイズ、俺はふたつくらい答え間違ってて、あそこで勝ち抜けしてなきゃ、たぶん……。




　……けど、これで、晴れて本戦に出場か。

　店長たちに祝福されつつ、ラウルはなんだかうきうきした気持ちでグラスをあおる。

　始まる前はいまいち実感湧わかなかったけど、こうして試験を受けてみると、かつて学んだ知識をフル動員して謎なぞを解いたり、鍛きたえた身体からだをめいっぱいに動かして戦うのはやっぱり気持ちがいい。まるで、勇者を目指して鍛たん錬れんに明け暮れてた予備校時代に戻もどったみたいで……なんつーか、やっぱ俺、こういうのが性しように合ってるんだよな。

「でも、二次予選がまさかポーションの一気飲み対決とはなー……」

　なにげなく口を開くバイザー副店長。

「勇者試験っつーのは、あんなことまでやるのかよー」

「あっ、はい。やくそうの早食いとポーションの一気飲みは勇者試験の予選の定番なんです。自じ慢まんじゃないけど俺、勇者模試んときは一位だったんですよ」

「素す早ばやい体力回復は生死を分けますからね。エルト兄さんも得意だったんですよ？」

　なんだかやさしい目をしながら、ラウルの説明を補足する店長。

　そのかたわらで、フィノが得意げに胸を張った。

「おなかたぷたぷになったけど、オレ様もラウルのためにがんばったぞっ!?　それに、三次予選でも、すっごいがんばったしっ！」

「……って、お前、逃にげてただけじゃねえか」

　あきれたように呟つぶやくラウル。

「ていうか、三次の鬼おにごっこならぬ『魔人ごっこ』……魔人役の元勇者に捕つかまらないように逃げるってあれ、ラウル君の活かつ躍やくっぷりがマジすごかったよなー」

　なんだか興奮したように、副店長が身を乗り出した。

「他の受験者がみーんな逃げ回ってる中、まるでナイトみたいにフィノ君を抱だきながら、魔人役の元勇者に真っ向から立ち向かってさー、タッチされることもなく、元勇者たちを次々に素手で倒しちまってあれはほんと痛快だったなー」

「いや、あれ、フィノを抱かかえたままじゃ逃げ切れなくて、このまま共倒れになるくらいならって、無我夢中で……」

「いやいや。アイリ君の活躍もなかなかのモンだったけど、正直、いちばん目立ってたのはラウル君だよ。素人しろうと目めにもひとりだけレベルが違うっつーか、翼つばさを得たドラゴンみたいに活いき活いきしてたし。ありゃあ、ラウル君が合格するのはほぼ、間違いないね」

「って、ふ、副店長っ！」

　ライバルのアイリを気にしながらあわてて声をあげるラウル。

　細い目をすがめ、バイザー副店長が感かん慨がい深ぶかげに独りごちた。




「しっかし、っつーことは、フィノ君を社員にするのが、レオンうちの店でのラウル君の最後の仕事になるのかー……」




　──まるで、冷や水でも浴びせられたように。

　副店長の言葉に、ラウルが瞳ひとみを揺ゆるがせる。

　……そうか、俺、試験に受かったら、この店を辞やめることになるのか。

　改めて、ラウルはその事実に気づく。

　もしかしたら、ほんとに、フィノを社員にするのが俺の最後の仕事にっ……。




「……って」

　……ややあって。

　ハッと我に返ったラウルが、軽い調子で笑ってみせた。

「ま、まだ、そんなの分かりませんよっっっ！」

「まー、そー謙けん遜そんするなって」

　ラウルのグラスに自分のグラスをカキンと当てつつ、副店長がニヤニヤする。

「試験中のラウル君、ほーんとカッコよかったもんなー。あれっ、ラウル君ってこんなんだっけ？　なーんて一いつ瞬しゆん思っちまうくらいで……」

「ラウルはいつでもカッコいいぞっっっ！」

　……と。

　不意に叫んだフィノが、ラウルの腕うでにぎゅっと抱きついてくる。

　……ってっ!?

「おおおおいっ、こらっっっ!?」

　むぎゅうううううっと腕に押し当てられるフィノの胸。

　かあっと赤面するラウルに頰ほおずりし、フィノがうっとりした口調で呟いた。

「……ラウルの夢、もーすぐ叶かなうんだなっ……オレ様っ、すっごくうれしいっ……」

「ふ、フィノっ……」

「ふふっ、オレ様も負けないからなっ……おれさまがしゃいんでっ、らうるがゆうしゃでっ……いっしょに、がんばってっ……」

　なんだか気持ちよさそうに。ラウルの胸に顔を埋うずめ、フィノが吐と息いき混じりに呟いた。




「……らうるぅ……すきっ……」

「～っ！！！！？」




　とつぜんの言葉に凍こおりつくラウル。

「あらあら」「おー……」

　目を丸くするセアラ店長と、なんだか面おも白しろそうな顔をするバイザー副店長。

　ふるふると肩をふるわせ、アイリがきっと眉まゆをつり上げた。

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサーあああああっっっ！！！！！」

「ちょっ、な、なんで俺っっっ！！！！？」

「むにゃむにゃ、んー……らうる、だいすきっ……」

「……って、フィノさん、またココア飲んでるしっ……」

　……フィノのマグカップを覗のぞき込み、アイリがあきれ顔でため息をつく。

　魔人の少女はチョコレートの成分に弱くて……って、なんだ、いきなり告白してきたかと思ったら、単に酔よっ払ぱらってただけかよ。

「きっと、フィノちゃんも疲つかれたのよ」

　すうすうと寝ね息いきを立て始めたフィノにやさしいまなざしを向けるセアラ店長。

「お料理が来たら、起こしてあげましょうね？」

　穏おだやかに微笑ほほえむ店長を眺ながめつつ、ラウルがふと、口を開いた。

「──そういえば、店長って、どうしてうちの会社に入ったんですか？」




　……前々から気になってたことを、訊ねてみる。




「えっ」

　とつぜんの問いに目を丸くする店長。

　重ねて、ラウルが問いかける。

「店長が就職したときはまだ、景気も悪くなかったんですよね？　こんなこと言うのもなんですけど、店長なら、もっといい会社にだって余裕で就職を……」

「ん……」

　ラウルの言葉に、店長がちょっぴり困ったように微笑んだ。

「……ほら、わたしの兄さん、いろいろと有名だったでしょう？　名前だけでどこも門もん前ぜん払ばらいされちゃってね、就職するとき、けっこう苦労したの」

「あっ……」

　──稀き代たいの天才勇者から一転、仲間たちに汚お名めいを着せられ、資格を剝はく奪だつされた店長の兄、エルト・オーガスト。

　俺が毎年楽しみにしてた勇者年ねん鑑かんからも、エルトさんの名前は跡あと形かたもなく消されてて……当時まだ故郷の田舎いなか村にいた俺は直接それを目まの当たりにしたわけじゃないけど、きっと、ほとんど犯罪者に近い扱あつかいだったんだろう。

　もしかしたら、店長の就職って、俺のときよりずっと厳しかったのかも……。

「でも、うちの会社は違ちがっててね。ＭＥマジツクエンジニアだったバイザーくんのお陰かげでマジックアイテムに興味があったから志望したんだけど、他ほかみたいに書類で落とされることもなく、どんどん選考が進んで。……いつ兄さんのこと言われるかってびくびくしてたのに、最終面接まで行ってもなんにも言われなかったから、逆にこっちから聞いちゃった。『兄のことがあるのに、いいんですか』って。そしたら社長、なんて言ったと思う？」

　アイスティーのグラスをかき混ぜつつ、店長が琥こ珀はく色いろの目を細めた。

「──『君の兄のことなど聞いたこともないし、興味もない。君がうちの会社のために働いてくれるかくれないか、それが問題だ』、って……」

「社長っ……」

　思わず呟くラウル。

　なんだか楽しそうに、セアラ店長が笑う。

「あとから聞いた話だと、社長はほんとに勇者には全然興味なくて、兄さんのことも知らなかったそうなんだけど、それでも、そのときのわたしにはとってもうれしかったの。それに、わたしを教育してくれた王都店の前の店長さんもとってもいい人だったから、わたし、この会社に恩返ししようって思って……」

「……まあ、そう言いながら、魔ま王おうを倒たおしてお店の売上、落としちゃったんだけどね」、なんだか少しばつの悪そうな表情で、店長が小さく首を振ふった。

「情けない話だけど、あのときは兄さんのことで頭がいっぱいで、そこまで考えがまわらなかったの」

「店長……」

「……だから、お店の売上を元に戻すまで、頑がん張ばらないとね？」

　言いかけたラウルの言葉を遮さえぎるように、店長がいたずらっぽくウインクしてみせる。

　……と。




「あー……」

　かたわらで話を聞いていたバイザー副店長が、やがて、、おずおずと口を開いた。

「その、べつに、不景気が全部アレのせいってわけじゃねーし、店長の判断は正しかったと思うし、だから、そう思おもい詰つめんなっつーか、その……あんまし無理すんなよ、店長」

「……ありがとうございます、バイザーくん」

　副店長の言葉ににっこりと微笑む店長。

　店長が向ける穏やかなまなざしに、つい、ラウルが表情をゆるめる。




「……それが、店長の『光』なんですね」

「……ひかり？」




　ラウルの言葉に怪け訝げんな顔をするバイザー副店長。

「ふふっ」と、セアラ店長が面白そうに笑った。

「……それは、ナイショです」







「ん……」

　ぴたり、と、密着した身体からだ。

　あどけない顔立ちに似合わぬ胸が、背中にぎゅうっと押しつけられて。

　ラウルの耳元で、フィノがうっとりとした声で囁ささやく。

「おにく……おいしかったあ……」

「……そりゃあ、良かったな」

　……寝ねぼけたフィノを背負ってアパートの階段を上りつつ、ラウルは思わず嘆たん息そくする。

　ったく、メシ食ってるときは目を覚ましてたくせに、食い終わったらまた寝ちまうとか、いちいち面めん倒どう見なきゃいけない俺の身にもなって……。

「らうるぅっ、おかわりっ……はむっ」

「っ！！！！？」

　とつぜん首筋を甘あま嚙がみされてびくっとするラウル。

　えもいわれぬ感覚が、ぞくぞくと背筋を駆かけ抜ぬける。

　く、くそっ、こいつっ、さっきまでお子様ランチのオマケについてたシャボン玉のおもちゃを夢中で吹ふきまくって酸欠になりかけてたくらいお子様なくせにっ……！

　ほんと、この呪のろい、いつになったら解けるんだよっ……!?

「っ……」

　ようやくたどりついた部屋の前で、ラウルは足を止めた。




　　　　＊　＊　＊




　──ふわふわと身体を包み込む、とっても気持ちのいい感かん触しよく。

　なんだかとってもいい匂においがして、つい、胸いっぱいに息を吸い込んでみる。

　あったかくて、落ち着いて、どきどきして、胸がぎゅっとする感じの……。




「ん……らうるのにおい……」




　だらしなく頰をゆるめつつ、フィノがゆっくりと目を開けた。

「あれ……ここ、ラウルの部屋っ……？」

　眠ねむい目をこすりつつ、ベッドの上から辺りを見み渡わたすフィノ。

　……そっか、オレ様、ご飯食べたあとで寝ちゃったから、ラウルがここまで運んでくれたんだ……。

「っ……」

　──昼間の試験中、不意にラウルに抱だき上げられたときのことを思い出したとたん、なんだか幸せそうに枕まくらを抱きしめるて。

　ベッドのすぐ下で眠るラウルの寝ね顔がおを見やり、フィノが表情をほころばせる。

「……ラウル、ありがと」

　蒼あおい目をうれしそうに細め、ラウルにお礼を言って……。




　……不意に。

　窓の方から、ぞくりとするような気配がした。




「……っ！」

　思わず顔を向け、フィノがそのまま動きを止める。




　──大きく開いた窓と、夜風に揺ゆらぐカーテン。

　逆光の中に、一人の男が立っている。




　無造作に伸のばされた銀の髪かみ。青年にも壮そう年ねんにも見える年ねん齢れい不ふ詳しようの顔立ち……見覚えのあるその男に、フィノが表情を強こわばらせる。




「お前はっ……！」

「──お久しぶりです、フィノ様」




　月明かりから一歩前に進み出て、慇いん懃ぎんに頭を下げる男。

　先代魔王の腹心で、フィノの教育係だった魔ま人じん──レイドが静かに口を開いた。




「本日は、フィノ様にお願いがあって、伺うかがいました──」







　第二章「魔王の娘むすめさんは今日も一いつ生しよう懸けん命めい働いているようです」







「──フィノ、どうしたんだ？」




　──いつも無む邪じや気きで明るい少女が、なんだか今日はやけに大人しい気がする。

　呪いを受けてからいつもそうしてるように、一いつ緒しよの部屋で目を覚まし、一緒にご飯を食べ、一緒にアパートを出て。けど、その間ずっと口数も少なかったし、いつもみたいに出勤中にやれスライムがいるだの、やれ野の良らマンボウが空を泳いでるだの、やれ木の枝に見たことないドラゴンが留まってるだのと騒さわいだり、通りすがりの店の鎧よろいがカッコいいだの、おいしそうな匂いがするだのと、呪いのことなんてすっかり忘れて飛び出しては反動でラウルに抱きついてくることもぜんぜんなくって。時折、なにかを考え込んでるみたいな顔してて……もしかして、昨日の勇者試験の予選、そんなに疲つかれたのか？

「う、ううんっ！　オレ様、ぜんぜん、なんにも隠かくしてないぞっ!?」

　ラウルに聞かれたとたん、あわてたように首を横に振るフィノ。

「そ、それよりラウルっ、社員試験の面接の準備、手伝ってくれるって言ってたの、忘れてないよなっっっ？」

「っ……」

　フィノの言葉に、ラウルは思わず息を吞のんだ。




　──『フィノ君を社員にするのが、ラウル君の最後の仕事になるのかー……』

　……脳のう裏りを過よぎる、昨晩のバイザー副店長の何気ない一言。

　って！　だから俺っ、べつにまだ合格するって決まったワケじゃっ……！

「……はいはい、休きゆう憩けい時間にな」

「うんっ！」

　ぶっきらぼうに答えると。フィノがうれしそうに頷うなずいた。

　……と。




「──みなさん、お店、開けますよー」

　開店前の店内に、セアラ店長のやさしい声が響ひびいて。

　さっそく入り口ドアにお客さんの気配を感じ、大きく息を吸ったラウルが声をあげる。

「いらっしゃいま……っっっ!?」




「「「「「ラウル君、昨日のマジヴィ見たよーっ！」」」」」




　開店と同時になだれ込んでくるお客さんたち。

　日課のようにポーションを買ってくグリーンさんに、よく事務服で来ては用紙を箱買いしてくエルソンさん。楽らく隠いん居きよのフォックスじいさんに、近所で会計事務所を経営してるヤヨイさんに、マジヴィで気になるアイテムを見かけるたび問い合わせてくるアイリスさん……みんな、顔見知りの常連さんだ。

　思わずきょとんとするラウルをよそに、レジカウンタへ詰つめかけたお客さんたちが口々に声をあげた。

「ラウル君っ、勇者試験本戦出場おめでとうっっっ！」

「いやあ、すごかったねーっ！」

「ちょっとちょっと！　マジヴィ見ててなんだか覚えがある顔だと思ったらまあ、ラウルくんじゃないのっ!?　あたしもう、ほんと驚おどろいちゃってねえっ……」

「まさかラウルさんが勇者志望だったなんて。どーりでいい身体してると思ったら……」




「──あ、ありがとうございますっ……」

　……目を白黒させ、とりあえずお礼を言ってみる。

　そんなラウルをぐるりと囲み、常連さんたちが矢や継つぎ早ばやに問いかけた。

「朝のワイドショーでやってたけど、ラウル君、勇者予備校で首席だったんだってっ？　なんでも、勇者予備校始まって以来の天才だって……」

「普ふ通つうの店員さんだと思ってたのにそんな才能があるなんてっ……いつもここで買い物してるってのにどうしてひと言も言わなかったんだよ!?　水くさいじゃないかっ！」

「あたしなんかねえっ、生なま中ちゆう継けい見ながらすっかり興奮しちゃってっ、あたしが使ってるマジカルドライヤーはこの人に案内してもらったのよって、嫁よめに自じ慢まんしちゃったわあっ」

「予選のあの活かつ躍やくっぷりじゃこのまま合格も間ま違ちがいないなっ！　俺、いまのうちにサインもらっとこうと……」




「──って、そ、そんなんじゃないですってっっっ！」

　冷ひや汗あせをかきつつ、ラウルが謙けん遜そんするように首を振ふる。

「予選のあれはたまたまですしっ、本戦ではいったいどうなるかっ……勇者に選ばれるの、たったひとりだけですし……」

「いやいやいやいやいやっ！」

「ラウル君が最有力候補だって、ワイドショーでも言ってたわよおっ」

「ブックメーカーでもガッチガチの本命だし、俺もとーぜんラウル君に賭かけたし！　ほら、一万ゴールド買ったんだぜっ？」

「元勇者を倒たおしたあの一いち撃げきっ、あれっ、思わず声が出たなあっ……！」

「ねえねえ、うちの娘がファンなんだけど、こんど会ってやってもらえない？」

「うちの息子むすこがどうしてもラウル・スラッシュが見たいってせがむんだけど、ひとつ実演してもらえないかい？」

「あっ、俺も俺もっ！」

「頼たのむよ！　魔ま法ほうストーブ買うからさあっ！」




「──あ、あのっ！　みなさん、落ち着いてっ……」

　とつぜんちやほやされ、すっかり困ったような顔をするラウル。……けど、内心まんざらでもない。

　久しく忘れてた賞賛の言葉やまなざし。なんか、村を救ったときのことや、予備校で首席になったり、模も擬ぎ試験でＳ判定取ったときのことを思い出すっていうかっ……。

　……と。




「ねえねえ、あの人っ？」

　……ふと、聞こえてくるかわいらしい女のコの声。

　思わず視線を向ければ、人混みの後ろの方で制服姿の少女がふたり、こそこそとなにかを相談してる。

「……ほらっ、思いきって行っちゃいなさいよ」

「えっ、で、でもっ……」

「ああもうっ！　ほらあっ！」

　同行の少女にぽんと背中を押され、おっかなびっくり前に出る三つ編み少女。

　おずおずとラウルに近づくなり、頰ほおを真っ赤に染めた少女がなにかを差し出した。

「あ、あのっ、ま、マジヴィ見ましたっ！　これっ、良かったら食べてくださいっっっ！」

「へっ」

「きゃー」

　かわいらしくラッピングされた手作りクッキーをラウルに押し付けるなり、三つ編みを揺らしてばたばたと走り去っていく少女。

　ぽかんとした顔で少女を見送りつつ、やがて、ラウルは照れたように頭を搔かく。

　な、なんか、まいったなあっ……！




「よしよし、頑がん張ばったわね」

「う、うんっ」

　同行の少女のもとに駆かけ戻もどるなりおずおずと頷く三つ編みの少女。

「でも」、と言いながら、少女がなんだかがっかりしたように呟つぶやく。

「……なんか、思ったよりフツーっていうか……マジヴィで見たのと違ちがうっ……」




「──は、はは……」

　……なんだか微び妙みような苦笑いをしてしまうラウル。

「ラウル、お菓か子しもらっていいなあ……」

　クッキーの袋ふくろをうらやましそうに見やりつつ、フィノが指をくわえた。

　……と。




「──でも、ラウル君がいなくなると、寂さびしくなるなあ」

　ふと、そんなことを呟きながら、グリーンさんがなんだか懐なつかしそうに目を細めた。

「……俺もずいぶん長いことこの店を使ってるけど、ラウル君、入ったばっかりの頃ころから『いらっしゃいませ』って元気なあいさつで目立ってたっけ。いまじゃ、ラウル君の『いらっしゃいませ』が聞けないと、なんか物足りなく感じちまうんだよなー」

「あー、それ、あたしも分かるわあっ」

「俺も俺もっ。この店にはしょっちゅう来るけど、ラウル君が休みの日は、いまいち活気がない感じがしてさっ」

「フィノちゃんのあいさつも元気いっぱいでいいんだけど、ラウル君の『いらっしゃいませ』って声を聞くと、ああ、レオン王都店に来たなあって思うんだよな」

　口々にそんなことを言いながら頷きあう常連のお客さんたち。

　なんだか驚いたように、ラウルはその場に立ち尽つくしてしまう。




　……俺、店長みたいにたくさんのお客さんに信しん頼らいされてるわけでも、副店長みたいに知識や技術があるわけでも、フィノやアイリみたいに特別お客さんに慕したわれてたり、人気があるわけでもなく。この店で働いてるときの俺なんて、お客さんにとっては俺という個人じゃなく、ただ商品を案内したりレジを打ったりするだけの、誰だれだって構わない『店員さん』に過ぎないんだろうって、ずっとそう思ってたのに。

　お客さんたちはちゃんと、俺自身のことを認にん識しきしてくれてて。それどころか、俺のこと、お店に欠かせないもののひとつだと思ってくれてて……。

「ラウル君、頑張って来なよ！」

　ニコニコしながら肩かたを叩たたいてくるグリーンさん。

「は、はいっ……！」

　……って、やばっ。

　なんだか不意に泣きそうになって、ラウルは無理やり笑え顔がおを作る。

　これ……すげえ、うれしいかも。







「──ふふっ、ラウルくん、すっかり有名人ですね」

「あ、店長」

　朝からひっきりなしにラウルのところへ押しかけてきていたお客さんたちも、どうやら一段落したようで。

　ようやく落ち着いたラウルに、通りすがりのセアラ店長が声を掛かけてくる。

「店長お疲つかれさまっ！　ラウルっ、朝からすっごい人気なんだぞっ！」

　まるで自分のことみたいに自慢げなフィノ。

　ちょっぴり申し訳なさそうに、ラウルが口を開いた。

「その……なんか騒さわぎになっちゃってすみません」

「いえいえ」

　思わず頭を下げるラウルに、店長がにっこりと微笑ほほえんでみせる。

「ラウルくん目当てのお客さんがいっぱいきてくれたお陰かげで、いつもより売上もいいし……あらあら、いらっしゃいませ」




　ふと、顔を上げる店長。

　つられたように、ラウルたちも店の入り口ドアを見やった。

「いらっしゃいませ……って！」




　──見覚えのあるドレスコートと、目ま深ぶかにかぶったハンチング帽ぼう子し。

　つい言葉を吞のみ込むラウルのかたわらで、フィノがきらきらと目を輝かがやかせる。

「わああっ！　ユニィさんっっっ！」

　店に入ってきたのは常連客のユニィさんこと、エヴァレッド連合王国第一王女ユニーティア姫ひめ。

「痛っ！　だ、だからお前っ、いきなり飛び出そうとするなってっ！」

「あっ、ご、ごめんっ！」

　……例によってユニィへ駆け寄ろうとするフィノに引っ張られ、レジカウンタに腹をぶつけて涙なみだ目めになるラウル。

　少女にぴたりと付き従う護衛の少年が、ラウルに向かって気安く手を上げた。

「よっ、ラウル・チェイサーっ、お疲れさんっ！」

「あ、お前はっ……ええと」

　……言いかけて口ごもるラウルに、勇者予備校で同級生だった竜騎士が苦く笑しようする。

「……タスク・コンフリクトな？」

「た、タスクっ、元気してたかっっっ!?」

　またもや名前を忘れてたことを誤ご魔ま化かすように声をあげるラウル。

　コート姿の少女が店長に向かって丁てい寧ねいに頭を下げた。

「店長さん、どうもお世話になっています」

「あらあら、こちらこそ」

　少女に会え釈しやくを返しつつ、セアラ店長がにっこりと笑う。

「ユニィさん、この度たびは、ご即そく位いおめでとうございます」

「……ありがとうございます」

　店長の言葉に微笑みを浮うかべ、もうすぐこの国の王となる少女が話を切り出した。

「ところで、先日お願いしたアイテムの件ですが……」

「はい、ご用意できてますよー。どうぞ、こちらへおいでください」

　穏おだやかに微笑むセアラ店長と連れ立って商談コーナーへと向かうユニィさん。

「おい、聞いたぞ、ラウルっ！」

　主たる少女を見送ると同時に、竜騎士の少年タスクが笑顔でラウルの肩を叩いた。

「ウワサによれば昨日の予選、お前すごい活かつ躍やくだったみたいだな！　よっ、さっすが俺らのラウル・チェイサーだ！」

「って……お前は予選、出てなかったのか？」

　ラウルはなんだか意外な顔をしてしまう。

「『オールＡ』の話じゃ、勇者予備校の同級生もけっこういたみたいだけど……」

「ああ。俺、もう勇者は諦あきらめたから」

　あっけらかんと笑いつつ、タスクが肩をすくめてみせた。

「勇者試験の復活なんてチャンスめったにないし、せっかく学校出たんだから受けてみろ受けてみろって親にはうるさく言われたんだけど、才能ないのは分かってるし。……それに俺、いまの仕事にやりがいがあるしな」

　首に下げた紋もん章しよう……竜騎士のペンダントを自じ慢まんげに撫なでるタスク。

　……いまの仕事にやりがい、か。

　勇者予備校の元同級生の言葉に、ラウルは思わず目をすがめてしまう。俺は……。

　……と。




「──ご苦労様です、店長代行さん」

「って、ゆ、ユニィさんっっっ!?」

　……おそらくは店長が渡わたした注文品だろうか。紙かみ袋ぶくろを抱かかえて戻ってきたコート姿の少女に声を掛けられ、ラウルがあわてて姿勢を正す。

「ええと、その、俺、もう店長代行じゃ……」

「ああ、そうでしたね。失礼いたしました」

　おずおずと申し出るラウルの言葉に、エメラルドグリーンの目を瞬しばたたかせるユニィ。
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　その面おもてにやわらかな微笑みを浮かべ、ユニィが改めてラウルに会釈した。

「ラウルさん、勇者試験本選出場おめでとうございます。予選でのラウルさんのご活躍、たいへん素す晴ばらしかったです。わたくし、まるでものの本に出てくる英えい雄ゆうのようにカッコいいと思いました。その……」

　……言いながら、はにかむように付け加える。

「……主しゆ催さい者しやであるわたくしがこんなことを言うのもなんですが……わたくしを王にしてくださるのがラウルさんなら、これ以上のことは無いと思います」

「っ……」

　──もしも晴れて勇者に選ばれたとしたら、戴たい冠かん式しきで剣けんを捧ささげることになる次期国王直々のお言葉。

「あ、ありがとうございますっっっ！！！！！」

　あわてて頭を下げるラウルを見やり、ユニィが「しかし」、と口を開いた。

「……受験者であるラウルさんの前で言うのもなんですが、わたくしは正直、今回の試験にはあまり乗り気ではなかったのです」

「へっ」

　……寝ね耳みみにスライムの言葉。

　目を丸くするラウルの前で、紙袋を抱えたユニィがゆううつそうにため息をつく。

「たしかに、我がエクスレディア王家が勇者制度を擁よう立りつすることでエヴァレッド人類国家同盟の盟主となったのは事実です。しかし、魔ま王おうがいなくなったいま、勇者制度が必要だとは思いません。わたくし個人の意見としては、わたくしの即位に便乗したお祭まつり騒ぎに税金を投じるのは無む駄だなことだと思っています」

「でも、それなら、どうして……」

「……一部の重臣たちが、勇者試験の開かい催さいを王へ熱心に進言したのです」

　ラウルの問いに、ユニィが形のよい眉まゆをひそめた。

「王は伝統を大事にする方ですから、わたくしが主張した王室典てん範ぱんの改定もあっさり却きやつ下かされてしまいました。……ただ、お恥はずかしい話ですが、勇者試験開催を王に勧すすめた重臣たちの中に賄わい賂ろを受け取っている者がいるようで……おそらくは今回の勇者試験の運営を落札した民間企き業ぎようによるものでしょうが、なかなか証しよう拠こが摑つかめないのです」

「民間企業って……勇者試験って、国の魔ま人じん対策省が運営してるんじゃないんですかっ？」

　つい声をあげるラウル。ユニィが首を振ふった。

「勇者制度廃はい止しとともに省内の該がい当とう部門も廃止されたため、今回の試験は民間企業の委い託たく運営となっています。……とはいえ、実際には勇者制度が健在だったころから、ダンジョンや魔ま物ものの手配など、試験のかなりの部分が同じ企業の協力で行われていたそうで……今回の試験も、まるであらかじめ開催されることが分かっていたかのように、入札が行われる前にはありとあらゆる準備や手配が整っていたそうです」

「っ……」

　──試験開催の裏に潜ひそむ、なんだかきな臭くさい話。

　思わず目をすがめるラウルの前で、ユニィが小さく首を振った。

「……いずれにせよ、今回が最後の勇者試験になるでしょう。魔人に対たい抗こうするため生み出されたエヴァレッドの勇者は、魔人の脅きよう威いが薄うすらいだ平和な世には必要ないものです。……ですから、この国の歴史に残る最後の勇者はぜひ、信しん頼らいできるあなたに……」

　……と。




「ねえ、ユニィさんっ！」

　かたわらで話を聞いていたフィノがふと、ユニィの顔を見上げた。

「みんなが言ってたけど、ユニィさんっ、王様になるんだよねっ!?」

「って、ふ、フィノっっっ！！！」

　ぶしつけな問いにあわてるラウル。

　エメラルドの瞳ひとみをぱちくりさせていたユニィがやがて、おずおずと頷うなずく。

「はい、そうですが……」

「あのねっ！　人間の王様って、いったいどんなことをするんだっ!?」

　ユニィの顔を覗のぞき込むようにして、フィノが興味深そうに訊たずねた。

　……って！

「人間の王様っ……？」

　フィノの物言いに不思議そうな顔をするユニィ。

「あ、あのっ、ユニィさんっ！　こいつ、ときどきワケ分かんないこと言い出すんでっ、気にしないでっ……」

　あたふたと言いい募つのるラウルをよそに、ユニィが首を傾かしげた。

「そうですね。特に人間の、というワケではありませんが……王というものは、民たみを豊かにしたり、他ほかの国と仲良くするのが仕事だと思います」

「えっ、モノを壊こわしたりとか、いろんなものを好き放題に奪うばったりとか、見せしめに部下を処しよ刑けいしたりとかしないのっ!?」

「フィノっっっ！！！！！」

　驚おどろいたように身を乗り出すフィノと声を荒あらげて叫さけぶラウル。

「民を豊かにしたり、他の国と仲良くしたりっ……」

　神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやいていたフィノがやがて、ぱあっと表情を輝かがやかせる。

「ありがとうっ、ユニィさんっ！　すっごく参考になったっっっ！」

　なんだかうれしそうな顔をして、フィノがぺこりと頭を下げた。







　平日午後のアイドルタイム……お客さんが一番少ない時間帯。

　レジカウンタ番を任されたラウルとフィノが、カウンタで肩かたを並べて作業をしている。

「～っ♪」

　すぐとなりで鼻歌交じりにチラシを折るフィノ。

　今朝方まで、あんなに元気がなかったのに……なんだかひどくご機き嫌げんな様子に、ラウルが思わず話し掛かける。

「フィノ、お前、さっきからなにうきうきしてるんだ？」

「ううんっ、べつに、いつもどおりだぞっ？　……あっ、いらっしゃいませっ！」

　あっけらかんと答えたフィノが、お客さんの気配を感じて声をあげた。

「フィノちゃん、こんにちは」

「あ、おばあちゃんっ！　いつもありがとうございますっ！」

　にこにこと微笑ほほえみながらうれしそうにあいさつするフィノ。

　魔法超音波入れ歯洗浄器まほうちようおんぱいればせんじようきの箱を手に、ご年配のお客さんが口を開く。

「ねえ、フィノちゃん。今日はこれを戴いただきたいんだけど、なんせ、新しいモノは使い方がよく分からんで、やり方を教えて貰もらえるかねえ？」

「かしこまりましたっ！　オレ様に任せてくれっ！」

　自信たっぷりに言い放ち、ポケットから取り出したカッターで手早く箱を開けたフィノが、その中から本体と説明書を引っ張り出す。

「ええと……まず水を入れてっ、それからオレンジのボタン押してっ、そのあと、灰色のつまみでっ……ねえ、おばあちゃん、いつもみたく書いちゃってもいいっ？」

「ええ、ええ、お願いします」

「ありがとっ！」

　笑え顔がおで頷くお客さんの前で、フィノがペン立てから油性ペンを取りあげる。

「あのねっ、まずここに水を入れてねっ、次にここのボタンを押してっ……」

　丁てい寧ねいに説明しながら、入れ歯洗浄器の本体に『[image: ←]せんのとこまでみずをいれる』『みずをいれてから、ここをおす』『ここでじかんをえらぶ』なんて書き込んでいくフィノと、きゅきゅっとペンを走らせるフィノを信頼しきった表情で見やるお客さん。

　そんなフィノの接客風景を見守りつつ、ラウルはつい、目を細めてまう。

　……こいつ、ほんと、いい店員だよな。

　笑顔のフィノと笑顔のお客さんが織りなす、なんとも微笑ましい光景。

　自然にお客さんの心を摑むフィノの接客には天性のものを感じる。ほんと、型にはまった面接なんかより、こうして実際にフィノが働いてるとこ、社長や本部のやつらに見せてやりたいくらいだ。

　たしかに、一いつ般ぱん的な評価基準で見れば、フィノの接客はつたないかもしれない。でも、こいつの良さは、そんなんではかれるモンじゃないんだ。

　フィノを早く社員にしてやりたいと、ラウルは改めて思う。きっと、フィノはいま以上に夢中に、楽しそうに仕事して、もっともっとたくさんのお客さんを笑顔にするはずだ。




　……ていうか、ああやって説明するの、いいかもな。フィノの接客を見つつ、ラウルは密ひそかに思った。たしかに、年配のお客さんが持ち込まれる修理品なんかにはよくメモが貼はってあったり、ああして本体にいろいろ書き込まれてたりする。最近のマジックアイテムは多機能で操作が難しいモノが多いし、毎回取説を引っ張り出すのも大変だ。その点、あれなら手間も省けるし……。

　俺も今度、真似まねしてみよっと。勇者試験のことなんてすっかり忘れ、胸中で独りごちるラウル。

　俺だって、先せん輩ぱいとして負けるワケにはっ……！

　……と。

　ふと、あることに気づき、ラウルが引き出しを開けた。

　ええと、たしか、この辺にっ……。




「……っと。こんな感じだけど、大だい丈じよう夫ぶっ？　使えそう？」

「ええ、ええ。ありがとう。助かったわあ、フィノちゃん」

「っ……ど、どういたしましてっっっ！」

　お客さんにお礼を言われ、心の底からうれしそうに微笑むフィノ。




「──あの、ちょっと、いいですか？」

　そんなふたりに、ラウルが遠えん慮りよがちに声を掛けた。




「「っ？」」

　とつぜん口を挟はさんできたラウルに驚いたような顔を向けるお客さんとフィノ。

　たったいまフィノが入れ歯洗浄器に書き込んだ説明書きの上に、ラウルが透とう明めいなシートを載のせる。

「プラスチックに書き込んだ文字って、油性ペンでも案外すぐに消えちゃうんです。特に今回のアイテムは水を使うものなんで……良かったら、上から耐たい水すいフィルムを貼っておきましょうか？」

　……前に備品用のラベルを作ったときに余った耐水フィルムの切きれ端はしを手に申し出るラウル。

　なんだか驚いたような顔をしていたお客さんが、やがて大きく頷いた。

「ええ、ええ、ぜひ、お願いします！　じつはねえ、前にフィノちゃんが使い方を教えてくれた低周波治ち療りよう器、とっても便利だから毎日使ってるんだけど、せっかく書いてもらった説明がどんどん薄くなっちゃってねえ、ときどき、上からなぞり書きするんですよう」

「そ、そうなのっ!?」

　お客さんの言葉にフィノが目を丸くする。

「おばあちゃん、ごめんねっ！　オレ様っ、ゆせーペンっていうの、一度書いた文字はぜったい消えないすごい特別なペンだと思ってたっ……！」

「いえいえ、もともと消えちゃうと思って書いてもらってたから。……でも、『たいすいふぃるむ』、とか言うの？　最近は、ずいぶん便利なものがあるんだねえ」

　感心したように呟きながら、お客さんがふと、ラウルを見やった。

「お兄さん、お名前はなんて言うんですか？」

「あ、はい、俺はラウルって……」

「──ラウルさん、ご親切にどうも、ありがとうございます」

　ラウルを見上げ、笑顔でお礼を言うお客さん。

　っ……。

　……胸にこみ上げてくる、うれしさと照れが入り交じったようなあたたかい気持ち。

　さっきのフィノじゃないけど、ラウルの表情も自然と笑顔になってしまう。

「いえ……また、よろしくお願いしますっ──！」







「おばあちゃん、お待たせしましたっ！　……あっ、箱いらないならこっちで捨てとくぞっ？　この説明書は保証書になってるから、念のために保管しといてねっ！　なにかあったらまた持ってきてね！　ありがとうございましたーっ！」

「どうもありがとうございました！」

　ぶんぶん手を振ふりながらお客さんを見送るフィノと、ぺこりと頭を下げるラウル。

　不意に顔を上げたフィノが、勢いよくラウルを見上げた。

「ラウル、ありがとっ！」

「いや、俺はただ、お前の接客に便乗しただけでっ……」

「でも、お客さん喜んでくれたっ！　ラウルのお陰かげでもっと喜んでくれたぞっ!?」

　うれしそうに言いながら、フィノが目を細めた。

「やっぱり、ラウルはすごい店員だなっ……！」

「っ……」

　まっすぐなまなざしに照れながら、ラウルが思わず顔を逸そらす。

「そ、それほどでもっ……」




　……と。

　ひとりの男性客が、おもむろにレジカウンタへ近づいた。




「あ、いらっしゃいませ！」

　色の濃こいサングラスと顔の半分を隠かくすようなマスク。

　目の前に現れた中年のお客さんに、フィノが明るい笑顔を向ける。

　……って、あれ。なんだかこのお客さん、どこかで会ったことあるような……。

　首を傾かしげるラウルの前で、お客さんが困ったように口を開いた。

「フィジー・フィルム社のオリハルコンプロ印画紙、Ａ３ノビ、あります？」

「……インガ死？」

　早口で訊たずねてくるお客さんの言葉に、フィノがきょとんとする。

「それって、どんな死に方なんだ？」

「って！！！！！」

　あわてて横から飛び出し、フィノの口を塞ふさいだラウルが耳打ちした。

「印画紙っていうのは写真を印刷するための紙っ！」

「なんだ。てっきり、因果を含ふくめた死に方のことかと……」

「……ねえよ」

　半眼で言いながら、ラウルがフィノの背中を押す。

「ほら、売り場見に行くぞ」

「う、うんっ！」

「って、だから、急に走り出すなってっ！」

「あっ、ごめんっ！」

　とつぜんフィノに引っ張られて転びそうになるラウルと、あたふたと謝るフィノ。……くそっ、相変わらずやりづらいっていうか、コントみたいだよな、これっ！

　思い出したようにお客さんを振り返り、フィノが会え釈しやくした。

「お客さんっ、少々お待ちくださいっ！」







「──お待たせしましたっ！　……ゴメンなさいっ、アダマンチウムプロっていうのはあったんだけど、オリハルコンプロっていうのはなくて、取り寄せになっちゃいます」

「取り寄せか……」

「この時間なら、早ければ明日あしたには届くと思うぞ……ですっ！」

「……いや、急な仕事でいますぐ欲ほしいんだ。だから、とりあえず一番近い店に……」

「あの、いちおう、同じグレードの他社さんの紙なら、ありますけど……」

　おずおずと、かたわらから申し出るラウル。

　しかし、お客さんは小さく首を振る。

「いや、他社のものは発色が違ちがってな。フィジーのオリハルコンプロでなきゃ話にならないんだよ。……まあ、なにぶん大判の紙だし、この辺じゃなかなか在庫で置いてないから、ストックを切らさないように気をつけていたんだが……」

　言いながら、お客さんが眉まゆ根ねを寄せた。

「しかし、困ったな……」

　……と。

「あっ」

　不意になにか思いついたように、フィノがぽんと手を叩たたいた。

「もしかしたら、アマダになら置いてあるかもっ！」

「へっ」「って！」

　目を丸くするお客さんとラウル。

　なんだか得意げに、フィノが胸を張る。

「こないだアマダにラウルを捜さがしに行ったときに紙売り場の前を通ったんだけどね、なんか大きい紙がいっぱい置いてあるなあって思った記き憶おくがあるんだ」

「なるほど、それは良いことを聞いたよ……」

　フィノの言葉になんだかほっとしたように、お客さんが片手をあげた。

「助かった。じゃ、早さつ速そくアマダに行ってみることにっ……」

「あ、待ってっ！」

　去ろうとするお客さんを呼び止め、フィノがマジックフォンの受話器をを取り上げた。

「念のため、ほんとにあるか聞いてみるねっ！」

「っ……」

　フィノの申し出に、お客さんが目をぱちくりさせる。

「……その、よそのお店なのに、いいんですか？」

「だって、急いでるのに無む駄だ足あしになったらやだろっ？」

　受話器を片手にあっけらかんと答えるフィノ。

「それに、ラウルも前に、お客さんに頼たのまれた品物探すとき、他ほかのマジックショップに聞いてたしっ……」

「って、ああ、アプリアのｉタブレットの……」

　──フィノが案内ミスした受注品の納期を守るため、ラウルが王都中のマジックショップに在庫問い合わせをした先日の事件。……そういや、そんなこともあったっけ。

「ライバル店どうのこうのって、お客さんには関係ないし！　そんなのより、お客さんに欲ほしいモノを案内するのが一番だし！　……あっ、お客さん、少々お待ちくださいっ！」

　丸暗記した接客用語とともに会釈し、フィノがマジックフォンのボタンを押した。




　……ワンコールの呼び出し音も待たず、魔ま法ほう回線が繫つながって。

　受話器の向こうから、はつらつとした声が聞こえてくる。




『──はい、アマダ・マジック王都総本店のクラウド・パトリックが承うけたまわります！』




「「って……」」

　……一いつ瞬しゆん、きょとんとするラウルとフィノ。

　ややあって、フィノがあわあわと声をあげた。

「ま、まさかっ、アマダの店長っっっ!?」

『その声は……もしかして、レオン王都店のフィノ嬢じようかい!?』

　なんだかうれしそうに言い放つ、アマダ王都本店のクラウド店長。

「な、なんで店長が出るのっっっ？」

　すっかり混乱したみたいに、フィノが叫さけんだ。

「て、店長ってお店で一番えらいんだろっ!?　うちのお店はあんまり人いないから店長もマジックフォン出るけど、アマダは人もいっぱいいるのにっ……」

『そのとーり！　店長というのは、お店で一番えらいんだぞっ！』

　フィノの言葉に満足げに頷うなずくクラウド。

『……しかし、えらいにはえらいものの、いったいなにをしていいか分からなくてな！　仕方なく店の床ゆかのタイルを数えてたら、カレンにスタッフの邪じや魔まになりますと叱しかられてマジックフォン番を任されてしまったのだ！　とはいえ、商品知識はほぼ皆かい無むだから、基本的には右から左へ受話器を渡わたすだけだがな！』

　自じ慢まんにもならないことを自慢げに言いつつ、クラウドが『……で』、と訊ねた。

『ライバル店のスタッフが、我がアマダ王都本店になんの用かね？』

「……っ」

　なんだか警けい戒かいしたみたいに口ごもるフィノ。

　思わず、ラウルも目をすがめてしまう。

　……普ふ段だんあまり物もの怖おじしない魔ま人じんの少女も、お店に難題を押しつけて無理やり自分と結けつ婚こんしようとしたクラウドだけはさすがに苦手らしい。ましてや、アマダの店長──さらってきた魔人にひどいことをしていたあの男の後任者なら、なおさらだ。




「…………」

　目の前で待つお客さんを、ちらりと一いち瞥べつして。

　ごくりと喉のどを鳴らしたフィノが、意を決したように口を開いた。




「そ、その、お客さんから問い合わせがあってっ……し、商品が置いてあるかどうか、見てもらいたいんだけどっ……」

『おおっ、なんだ、そんなことか！』




　……返ってきたのは、拍ひよう子し抜ぬけするくらい明るい声。

　なんだか驚おどろいたみたいに、フィノが目を丸くする。

「えっ、い、いいのっっっ？」

『……いや、フィノ嬢は商品を探してるんだろう？』

「で、でもっ！　レオンはアマダの敵だしっ、厭いやがらせとかしたりとかっ……」

『はっはっはっ、うちの売上になるのに厭がらせなんかするものか！　それに、「お客さんに満足していただく」姿勢はアマダも同じだ！　なにもレオンだけの専売特許じゃないからな！』

「……」

　……きょとんとしたように目を瞬しばたたかせるフィノ。

　なんだか愉ゆ快かいそうに笑いつつ、アマダの店長が声をあげる。

『ただいま担当者に繫ぐから、少し待っててくれたまえ！』




　しばしの沈ちん黙もく。

　……やがて、受話器の向こうから少女の落ち着いた声が聞こえた。




『──はい、マジックフォン代わりました。用紙担当のトリカが承りま……』

「って、と、トリカっ!?」

『フィノっっっ？』

『酔すい狂きようのトリカ』──かつて四天王最強の名をほしいままにした魔人の少女が、なんだか驚いたように叫ぶ。

「ど、どーしてキミが、ライバル店のウチに問い合わせてくるのっ？』

「う、うん、ちょっと、お客さんから商品の問い合わせがあってっ……ていうか、トリカ、アルバイトなのにもう担当とか任されてるのっ!?」

『ん、まあね。他のみんなが頼たよりなくてさ。ホント、困っちゃうよ……』

　まんざらでもなさそうな口調で言いながら、トリカが訊きいてくる。

『──で、キミ、いったいなに探してるの？』




「……アマダに在庫あるってっ！」

　受話器を握にぎりしめたままうれしそうに振ふり返るフィノ。

「レジで取り置きもしてもらえたぞ！　アマダの一階の真ん中のレジで商品名言えば出してくれるって！」

「本当ですかっ？」

　なんだかほっとしたように声をあげるお客さん。

「お客さん、良かったなっ！」

　受話器を置いたフィノが、にこにこしながら口を開く。

　……と。

「あの……」

　そんなフィノのかたわらから、ラウルが遠慮がちに申し出た。

「その用紙、これからも必要になることがありそうなら、うちの店でも在庫で置くようにしますけど……」

「って、そんなことできるのっ？」

　なんだか驚いたように声をあげるフィノ。

　なんだか興味を持ったように、お客さんが聞き返してくる。

「わざわざ私のために置いてくださるということですか？」

「はい。アマダでも取とり扱あつかってるそうですけど、お客さんのところからうちが一番近いんだったら、うちで買えた方が便利だし、万が一ストックを切らしたときも安心できるし……あ、もちろん、もし良ければ、ですけど」

　……おずおずと付け加える。

　──ブレザー社のインクとか、マーク社の専門用紙とか、店頭にはあまり置いてないような消しよう耗もう品ひんを繰くり返かえし注文されるお客さんはけっこう多く、そういうとき、ラウルは一言「在庫で置くようにしましょうか？」と声掛けするようにしていた。モノによっては翌日入荷するとはいえ、消耗品はそのときに欲しいというお客さんが大部分だし、けっこう喜んでもらえたりするんだ。

「…………」

　ラウルの申し出を検討するように黙だまり込んで。

　……やがて、お客さんがふっと表情をゆるめた。

「……ありがとう。じゃあ、お願いしようかな……」




　──と。




「──あらあら、いらっしゃいませ」

　レジカウンタの近くを通りかかったセアラ店長が、お客さんの姿を認めるなり微笑ほほえみを浮うかべて会え釈しやくする。




「マネージャーさん、お疲つかれさまです。……フィノちゃんの追試、どうでしたか？」

「「追試っっっ!?」」




　揃そろって声をあげるラウルとフィノ。




「──もちろん合格だよ、セアラ店長」




　落ち着いた声で言いながら、目の前のお客さんがサングラスとマスクを外した。

　……って！

　俳優みたいに彫ほりの深い顔立ちと特とく徴ちよう的な口くち髭ひげ。思わず、ラウルはぽかんとしてしまう。

　うちの本部の販はん売ばい課チーフマネージャー。レオン王都店にもこれまでなんどか指導に来たことがあって……どうりで、なんだか見覚えがあったハズだ！




「ねえっ、追試ってっ……」

　あわてたように聞き返すフィノへ、マネージャーが「ああ」、と頷いてみせる。

「社員登用試験の接客シミュレーション、フィノくんは加点が多かったが、減点もかなり多かったから、本部で協議した結果、私が覆ふく面めんで追試することになったんだ」

「で、でもっ、さっきのってお店の売上にはならなかったけど、いいのっ？」

　なんだか心配そうな顔で訊たずねるフィノ。

　そんな少女を見やりつつ、マネージャーが穏おだやかな表情で口を開いた。

「……もちろん、会社としては、うちの店で取り寄せして買って貰もらうのが一番だが、たとえその日の売上にならなくても、来て戴いただいたお客さまに満足して帰って戴くのが一番。誠実な接客は、いずれ実を結ぶ。……この王都店はそうやって、少しずつお得意さんを増やしてきたんだよ」

　……言いながら、マネージャーがフィノへ微笑みかけた。

「フィノくんの接客、レジカウンタの近くで見ていたが、王都店に……うちの社員にふさわしいと思う。私も応おう援えんしているよ。……これからも、頑がん張ばりなさい」

「……うんっっっ！」

　とびきりうれしそうな表情で頷うなずくフィノ。

　そんなフィノを見下ろしていたマネージャーが不意に、ラウルを見やる。




「……ところでラウルくん、さっきの声掛け、自分で考えたのかい？」

「えっ……あ、は、はいっ！」

　とつぜん話を振られ、思わず声をうわずらせるラウル。

「そうか……」

　うんうんと頷きながら、マネージャーが再び、フィノへと向き直った。




「──フィノくん、君はとてもいい教育係についてもらったね」




「っ……」

　マネージャーの言葉に思わず目を瞬かせるラウル。

「ああ、もちろんだ！」

　そんなラウルのかたわらで、フィノがなんだか得意げに胸を張った。




「ラウルは、オレ様の自じ慢まんの教育係なんだぞっっっ！」




「フィノっ……」

　……胸の奥からこみ上げて、身体中に染しみ渡わたるような喜び。。

　今朝がた常連のお客さんたちに予選突とつ破ぱのお祝いを言われたときもうれしかったけど、これまで地じ道みちにやってきたことを評価されるのは、それ以上にうれしいっていうか……！

「あ、ありがとうございますっ！」

　思わず背筋を伸のばし、ラウルがマネージャーに会釈した。




　……と。

「……げっ」

　……不意に売り場から聞こえてくる、まるで天敵に出くわしたヒキガエルみたいな声。

　思わず顔を向けると、マネージャーの存在に気づいたバイザー副店長があわてたように頭を下げるのが見える。

「店ち……ま、マネージャー、お、お久しぶりですっっっ！」

「ああ、バイザーくんもお久しぶり。ちゃんと真ま面じ目めに働いてるかね？」

「は、はい、もちろんですっ！　王都店と店長はこのおれに任せてくださいっ！」

　声をうわずらせて答える副店長。

　なんだか面おも白しろそうな顔をして、セアラ店長がラウルたちに補足する。

「マネージャーさんはね、うちのお店の……王都店の、前の店長なんですよ？」

「ま、前の店長っ!?」「って、そうだったんですかっ!?」

　驚おどろいたように声をあげるフィノとラウル。

　マネージャーを見やったセアラ店長が「ええ」、と頷いた。




「──わたしとバイザーくんの教育係で、わたしがいちばん尊敬する店長さんです」




　　　　＊　＊　＊




「へへっ、店長の店長に褒ほめられたぞっっっ！」

　──マジックショップ・レオン王都店の二階休きゆう憩けい室。

　竜肉のミートボールにかぶりつきながら、フィノが得意げな顔をする。




　……スタッフの人数的な問題でラウルとフィノの平日の休憩時間がかぶることは普ふ段だんは滅めつ多たにないけれど、呪のろいによって離はなれられなくなってしまったふたりは店長の配意で同じ日に出勤し、同じ時間に休憩に入らせてもらうようになっていた。

　今日はアイリはお休みだから、休憩室はラウルとフィノの二人っきりだ。

　……ちなみに、マネージャーさんはすでに王都店を後にしたらしい。なんでも、取り置いてもらった印画紙を買うためアマダへ向かうとか。ついでにライバル店を偵てい察さつしてくるだなんて……まったく、義ぎ理り堅がたいんだか、ちゃっかりしてるんだか。

「でも、トリカって、もう担当とか任されてるんだなっ……」

　出勤前にラウルと一いつ緒しよにコンビニで買ったお弁当をもぐもぐしながら羨うらやましげに呟つぶやくフィノ。

「いいなあっ、トリカ、すごいなあっ……！」

　そんなフィノを眺ながめつつ、すでに弁当を片付けたラウルが表情をゆるめた。

「……お前だって、もうすぐ正社員になるんだろ？　追試ってのも受かったみたいだし、あとは社長面接だけだな」

「うんっ！」

　空のお弁当箱の前で「ごちそうさまっ」、と手を合わせたフィノが、わくわくした顔でラウルを見上げてくる。

「ねえラウルっ！　面接の準備してっっっ！」

「ああっ」

　待ってましたとばかりに手帳を開き、ラウルがさっそく切り出した。

「ええと、じゃあ、面接でまず聞かれる質問だな。とりあえず、自己ＰＲと志望動機、それに自分の長所と短所ってとこか」

「自己ＰＲって、前に海でコンテストに出たときの得意技わざを見せるってヤツ？　社長の前で跳とんだり跳はねたりすればいいのっ？」

「……お前、また頭ぶつけるぞ」

　思わず半眼になってしまうラウル。

　……コンテストの自己ＰＲで調子に乗ってジャンプしたフィノは、上の看板に頭をぶつけて大きなコブを作るハメになったんだ。

「……けど、うちの社長なら、口でくどくどと説明するより、それくらいインパクトあった方が、ウケがいいかもな」

「ホントっ!?」

　ラウルの言葉にうれしそうな顔をするフィノ。

「でも、オレ様どっちかっていうと、魔ま王おう四天王全軍総出しゆつ陣じんの檄げきの方が自信がっ……」

「……却きやつ下か」

　興奮したように言い募つのるフィノの言葉をあっさり切り捨て、ラウルが続けた。

「じゃ、次は志望動機な。お前、どうして社員になりたいんだ？」




「もちろん、店長になりたいからだっ！」




　ラウルの問いに思いっきりどや顔で答えるフィノ。

「店長になるには、まず社員にならなきゃいけないからなっ！」

「いや、それはそうだろうけど、そういうんじゃなくて……」

　……ふと、ラウルは聞いてみる。

「ていうか、そういやお前、店長になって、いったいなにがしたいんだ？」

「えっ」

　まるで想定外の質問を食くらったように、フィノが目をぱちくりさせた。

「え、えーと、えーと……」

「……って、まさかお前、あれだけ店長店長言ってたくせに、なんとなくなりたかっただけなのかよ」

「ち、違ちがうぞっ！」

　思わずジト目で訊ねるラウルに、フィノがぶんぶんと頭を振ふる。

「オレ様、セアラ店長みたいになりたくってっ！　それに、店長ってお店で一番えらくてカッコいいしっ……」

「……ちなみに、店長って、いったいなにをする役目なのか、分かってるのか？」

「それは、お店で一番えらい役目だっ！」

「だからその、お店で一番えらい役目っていうのは、どんな仕事なんだ？」

「えっ……ええと、みんなに指示を出したりとかっ、いろんな書類とか報告書を書いたりして、それからっ……」




「──店長になると、出来ることが増えるんですよ？」




「「っ！」」

　同時に顔を上げるラウルとフィノ。

「ラウルくん、フィノちゃん、お疲つかれさま」

　休憩室に入ってきたセアラ店長が、にこにこしながら荷物棚だなの水すい筒とうを取る。

「店長っ、出来ることが増えるって、どういうことっ？」

「そうね……」

　フィノの言葉に首を傾かしげ、やがて、店長が微笑ほほえんだ。

「たとえばフィノちゃんは、うちのお店のここをこうしてみたい、っていうこととか、あるかしら？」

「そうだなっ……」

　店長の言葉に、フィノがうれしそうな声をあげる。

「オレ様、赤い色が好きだから、店の中をぜんぶ真っ赤にしてみたいっ！　あと、アマダみたいにお菓か子しやオモチャを置いたりしてっ……それとねっ、お店の中にすべり台とか作って、いっぱい遊べるようにするんだっっっ！」
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「って……」

　思わずあきれた顔をするラウル。

　セアラ店長が、にこにこしながら口を開く。

「店長になったら、そういうことも全部出来ちゃうの」

「ほんとっっっ!?」

　きらきらと目を輝かがやかせるフィノに「ええ」、と頷うなずいて、店長が言葉を続けた。

「……でもね、代わりに、やったことは、責任を持たなくちゃいけないの。お店を真っ赤にしてお客さんが減ったり、仕入れたお菓子やオモチャが売れなかったり、すべり台でお客さんがケガしちゃったりしたら、それはぜんぶ、フィノちゃんの責任になるのよ？」

「お、オレ様のセキニンっ……？」

　オウム返しするフィノに、店長がやさしく微笑んでみせる。

「……わたしが好きな本の受け売りなんだけどね、力が増えると、責任も増えるの。アルバイトさんより社員の方が、社員より店長の方が、店長より社長の方が力が強いから、どんどん好きなことが出来るようになるけど、その分、いっぱい責任を持たなきゃいけなくなるのよ？」

「セキニンが増えるのっ!?」

　目を丸くしたフィノが、なんだか怖おじ気けづいたように呟いた。

「な、なんか、社員ってこわいかもっ……」

「……心配すんなって」

　そんなフィノを勇気づけるみたいに、ラウルがぽんと肩かたを叩たたいてやる。

「逆に言えばさ、ちゃんと責任さえ取れるんなら、これまでやれなかったことがやれるようになるんだぞ？」

「これまでやれなかったことっ……？」

「ああ。好きな商品を仕入れたり、好きなように飾かざったり、並べてみたり……自分が責任取れる範はん囲いで自由に店を作れるのって、けっこう楽しいんだぞ？」

「ふふっ、ラウルくん、いいこと言いますね」

　にっこりと笑う店長。

　……と。「そうそう」、と呟いた店長が、ふと真しん剣けんな顔でフィノを見やった。

「あのね、さっきマネージャーさんから言われたんだけど、フィノちゃんの売上成績、評価対象になる三ヶ月前からの平均だと、本部の基準ギリギリみたいなの。このままじゃ、今回の試験は不合格になっちゃうかもって……」

「って!?」「～っっっ!?」

　ウソだろっ、せっかくここまで来たのにっ……！

　店長の言葉にあんぐりと口を開けるラウルたち。

　ショックを受けたように固まるふたりの前で、店長がいたずらっぽく笑った。




「それでね、そろそろ、フィノちゃんに売り場をひとつ任せようと思うんだけど……」

「売り場を任せるっ……？」

「ええ」

　目を丸くするフィノに、店長がやさしく頷いてみせる。

「入り口のすぐ前にある平台をひとつ、フィノちゃんに任せるから、フィノちゃんが好きなように売り場を作ってみてください。オススメの商品を並べたり、ＰＯＰポツプを付けたり……そこに並べた商品が売れたら、フィノちゃんの売上としてカウントしてもいいって」

「ほんとっっっ!?」

　店長の提案にわくわくしたような顔をするフィノ。

　かたわらで見ていたラウルもつい、ほっと胸をなで下ろす。……って、なんだ、そういうことかよ。

「良かったな、フィノ」

　ぽんとフィノの背中を叩きながら、ラウルが笑え顔がおを向ける。

「入り口の平台はいちばんお客さんの目に留まるとこだから責任重大だぞ？」

「ふふっ、フィノちゃんの腕うでが問われますね？」

「うんっ！」




　ラウルと店長の言葉に頷き、フィノが拳こぶしを振り上げた。




「オレ様っ、頑がん張ばって売り場作るぞっっっ！」







　第三章　「魔王の娘むすめさんが売り場作りを任されたようです」







「わあっ、これなんかよさそうっっっ！　あっ、これもっっっ！」




　──閉店後のマジックショップ・レオン王都店。

　平台に並べる商材を探して売り場をきょろきょろしながら、フィノが楽しそうな声をあげる。

「うちのお店って、こんなアイテムも置いてあったんだっ……こうやって歩いてると、いろいろ発見があって楽しいなっ！　なんか、宝物庫を探検してるみたいだっ！」

「……って」

　相変わらず側そばを離はなれられない後こう輩はいに付き合いつつ、フィノセレクションの商材が詰つまれた台車を眺ながめたラウルは言葉を濁にごしてしまう。

　……魔ま法ほう靴くつ乾かん燥そう機きにマジックホームプラネタリウム、お子様向けの魔法光学顕けん微び鏡きように魔法わたがしメーカー──フィノが売り場から集めてきた商材はどれもこれも年季の入った不ふ稼か働どう在庫。……ぶっちゃけて言えば、年単位で売れずにホコリをかぶってたような商品ばかり。

　ま、たしかに、目立つ位置に移動することで売れることもあるかもしれないけど、その可能性は限りなく低いっていうか、そもそもチョイスが壊かい滅めつ的っていうか……。

「……フィノ」

　思わず、横から口を挟はさむ。

「どーせなら、もっとフツーに売れてる商品選べばいいだろ？　お前の平台に並べて売った分だけお前の成績になるんだから、副店長とかに相談して、店の一番売れ筋商品を分けてもらえばすぐに……」

「でも、売れてるモノはもう売れてるんだから、それでいいじゃないか！」

　ラウルの忠告に、フィノがえへんと胸を張る。

「オレ様はそんなラクはしない！　あえて、あんまり売れてないモノを売るんだっ！」

「いや、でも、売れてるモノをもっと売れるように工く夫ふうするのも大事なことだぞ？」

「それはそうかもだけどっ……でもっ、売れるのが分かってるのばっかり売るのは手て抜ぬきみたいでやなのっ！　売れてないモノを売ってみんなをあっと言わせたいのっ！　オレ様の平台だから、オレ様が置きたいモノ置くんだっ！　ラウルは手出し無用だからなっ！」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて強きよう硬こうに主張するフィノ。思わず、ラウルは嘆たん息そくしてしまう。……こいつ、基本的には素す直なおで物分かりもいいんだけど、たまに変なとこで頑がん固こだったりするんだよな。

「大だい丈じよう夫ぶっ、この台車に積み込んだのはすべてこのオレ様が見み込こんだ商品だっ！　たとえいまはぜんぜん売れてなくて箱とか黄色くなっててもっ、オレ様の平台でたちまち売りつくして見せるぞっ！　……わあっ、ラウル見てっ！　プール遊びや庭木の水やりにぴったりな魔ま導どう水みず鉄でつ砲ぽうだってっ！　すごいカッコいいっ！」

　すっかり興奮したように騒さわぎながら、「これも売るっ！」なんて宣言するフィノ。

　少女が台車に追加したホコリだらけの箱を見やりつつ、ラウルはもう一度、ため息をついた。







「──……フィノ、念のため聞くけど、その鳩はとはいったいなんだ？」

「えっ……平台に捧ささげる生いけ贄にえだけどっ……」

「逃にがしてこいっっっ！　ああもうっ、ちょっと目を離した隙すきにまたこんなとこに祭さい壇だん作りやがってっ……お前ぜんぜん懲こりてないだろっ!?　店内で儀ぎ式しきすんなってこないだ言ったばっかなのにっ！」

「ぎ、儀式じゃないもんっ！　ただの飾りだもんっ！　副店長だってマジヴィ売り場にジュースのオマケの人形とか飾ってるだろっ!?　アレと同じでっ……」

「一いつ緒しよにすんなっっっ！」

「むーっ……仕方ないな。じゃあ、このかがり火でお客さんにインパクトを与あたえ……」

「店内でかがり火を焚たくなっ！　……ああもう、ちょっと俺にやらせてみろよ。お手本見せてやるからっ……」

「だ、だめっ！　これはオレ様が自分で考えてやってみたいのっ！　だから、ラウルは手を出しちゃダメえっっっ！」




　……と、そんな感じで。

　隙を見ては売り場を魔ま界かいナイズしようとするフィノを見張りつつ、メーカーや種類がごちゃごちゃになってたマジックペンや用紙の棚たなをせっせと直し。ラウルが時計を見やると、針はすでに十二時をまわっている。

「……って、フィノ、いくらなんでもそろそろ帰ろうぜ。日付も変わったし、明日あしたの仕事に差し支つかえるぞ」

「うん……もうちょっと……」

　生返事をしつつ、いっこうに手を止める気配のないフィノ。

　……こりゃ、まだまだ掛かかりそうだな。

　大きなあくびをひとつして、ラウルが床ゆかに座り込んだ。

「悪い、俺、ちょっと寝ねかせてもらうわ……」

「……あっ……ラウル、こんな時間までゴメンなっ」

「いや、ま、俺も気になってた仕事できたし……」

　申し訳なさそうに声を掛けてくるフィノへ答えつつ、棚にもたれたラウルが目を閉じる。

「お前も、夢中になるのはいいけど、適当なとこで切り上げろよ……」

　……どうやら、自分で思っていたのよりもずいぶんと疲つかれてたらしく。すぐに、睡すい魔まがラウルの意識を襲おそって……。







「……ラウル君、ラウル君」

　……ふと、何者かに肩を揺ゆすられて。熟じゆく睡すいしていたラウルがしぶしぶ目を開ける。

「って、副店長……？」

　ラウルの顔を覗のぞき込み、バイザー副店長が意外そうに呟つぶやいた。

「めずらしいなー。お前ら、まだ残ってたのかー」

「はい、フィノの棚作りにつきあわされちゃって……って、フィノはっ？」

「……ん」

　……顎あごでくいっと隣となりを指す副店長。

　そこには、平台の上に突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てるフィノの姿がある。

　おそらくは商品ＰＯＰポツプを書いてる途と中ちゆうだったのだろう。マジカルペンを握にぎりしめたまま気持ちよさそうに眠ねむるフィノを見やり、ラウルは思わず嘆息した。

「……って、けっきょく寝ちまったのかよ」

「フィノ君、ずいぶん張り切ってるなー」

　作っている途中の平台を感心したように見下ろしつつ。やがて、副店長がなんだか面おも白しろそうな顔でラウルを見やった。

「……なんか、ラウル君が初めて売り場を任されたときのこと思い出すなー。ラウル君もすげえ張り切ってさ、ちょうどこんくらいの時間まで居残りまでして、徹てつ底てい的に作り込んで……」

「ああ、そういや、そんなこともありましたね……」

「ラウル君ってば、『本部が仕入れる商品は面白くない！　俺がもっと売れる商品見つけてきますっ！』なんて息巻いていちばん最初に仕入れたあれ、魔法全自動剣けん研とぎ機だっけ？　『専門の職人でなければ難しかった剣のお手入れがご家庭でも簡単に！』とかいうやつ、ぜんっぜん売れなかったよなー。けっきょく、最後はラウル君が自分で買って……」

「わ、忘れてくださいっっっ！！！！！」

　黒歴史をつきつけられ、焦あせったように声を荒あらげるラウル。

「まー、でも、次にラウル君が仕入れた安全魔法たいまつはまさかの馬ば鹿か売れで、本部の商品課が目をつけて、ついにレオン全店で売るようになったんだよなー」

「……俺としてはダンジョン探たん索さくするとき便利かなーって思って入れたんですけど、なんでか女子学生の間でケータイストラップにつけるのがブームになったんですよね……」

「いまだにけっこう売れてるみたいだし、ほんと、ラウル君のお手て柄がらだよなー」

　言いながら、副店長がふと、目を細めた。




「しっかし、ラウル君も、ずいぶん変わったよなー……」

「へっ」




　思わず聞き返すラウルの前で、副店長が肩かたをすくめてみせる。

「いやさ、正直、ラウル君が入ったばっかのときさ、おれ、すぐ辞やめるだろうなーって思ってたんだわ。なんつーか、雰ふん囲い気きからしていかにも人見知りですって感じでさー、自信なさげだし、人とロクに目も合わせねーし、いろいろ一いつ生しよう懸けん命めいなのは分かるけど、いつもいっぱいいっぱいで、余よ裕ゆうがねー感じで……」

「……ま、俺、勇者ひとすじでやってきて、あんま社交的な方じゃなかったし……」

「ほんと、人に慣れてない感じだったよなー。初めてクレーム受けたときの動どう揺ようっぷりなんか、すげー見み物ものだったぜ？」

「初めてのクレーム、ですか……」

　……思わず、ラウルは遠い目をしてしまう。

「……たしか、人間不信になりそうなくらいの理り不ふ尽じんなクレームで、俺が終業後までずーっとへこんでたら、見かねた副店長が帰りにラーメンおごってくれたんですよね」

「おー、ちゃんと覚えてたかー」

　ラウルの言葉に、副店長がなんだか得意げな顔をする。

「どーだい、おれもたまには良い先せん輩ぱいしてるだろー？」

「……お陰かげで俺、あのラーメン屋行くたびにクレームのこと思い出すんですけど」

「ははっ……」

　赤毛頭を搔かきつつ、気まずげに苦く笑しようする副店長。

「この辺じゃ一番うまい店なのに、そりゃあ悪いことしたなー」

「……って、冗じよう談だんですよ」

　ふっと表情をゆるめ、ラウルが副店長に頭を下げた。

「あのとき食わせてもらったラーメン、ほんと美味おいしかったです。……副店長、ご馳ち走そうさまでした」

「……ほんと、ラウル君、変わったわー」

　そんな部下を見やり、副店長が目を細めた。

「雰囲気も明るくなったし、よく笑うようになったし、そーゆー冗談も言えるようになったし。なんか丸くなったっつーか……やっぱ、フィノ君の教育係になったのが大きいのかねえ」

「そう……ですかね……？」

　意外そうに聞き返すラウルに、副店長が「ああ」、と頷うなずく。

「フィノ君の成長も目覚ましいけど、おれとしては、ラウル君もずいぶん成長したもんだと思うよ。勇者試験はラウル君の夢だし、おれも応おう援えんしてっけど、やっといー感じになってきたとこなのに、正直、惜おしいって気も……」

「副店長……」

「……って、これはあくまで、これまでラウル君を見てきたおれ個人の感想なー」

　目を瞬しばたたかせるラウルの肩を、副店長がぽんと叩たたいた。

「まー、うちでの経験は、勇者になっても無む駄だにはならねーよ。人間、ちーっとでも接客経験あると外そと面づらよくなるし……それに、忍にん耐たい力もついたろー？」

　いたずらっぽく言いながら、副店長が笑ってみせる。




「ラウル君なら大丈夫。おれが保証するよ。ラウル君はもう、どこに出しても恥はずかしくない、立派な社会人だ」




　初めて聞く、上司の飾かざらない評価。

「っ……」

　……やがて、ラウルがおずおずと、口を開いた。

「なんつーか、俺、ほんと職場に恵めぐまれたなって思います。店長や副店長がいたからこそ、ここで頑がん張ばれたっていうか……この会社に入って、王都店に配属されて、良かったって思ってます」

「……そーか、そーか」

　まんざらでもなさそうな顔をしつつ、副店長が片目をつぶった。

「月並みだけど、ラウル君が上司になったとき、部下にそー思わせてやってくれよなー」

「はいっ！」

　副店長の言葉に大きく頷いて。

　ふとラウルは、訊たずねてみる。




「──……ところで、副店長って、店長にプロポーズとかしないんですか？」

「はあっ？」




　ラウルが聞いたとたん、あわてたような声をあげる副店長。

「ま、まったく、大人をからかうもんじゃねーぞ……？」

　……赤毛頭をくしゃりと搔きつつ、副店長がぶっきらぼうな口調で呟いた。
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「っ……」

　そわそわ、そわそわ。

　──開店間近のマジックショップ・レオン王都店。

　さっきからひどく時計を気にしてる様子のフィノを見やり、ラウルは思わずあきれた顔をしてしまう。

「フィノ、お前、そわそわしすぎ……」

「だって、ついにオレ様が作った売り場をお客さんに見てもらえるんだぞっっっ!?」

　ラウルの言葉を遮さえぎって、フィノが興奮した声をあげる。

「オレ様が徹てつ夜やで作った売り場とオススメの商品の数々っ……ねえラウルっ！　オレ様の並べた商品、お客さんにすっごい評判よくって、すっごい売れちゃったらどうしようっ！　本部とかで王都店にフィノ・ブラッドストーンっていうすっごいカッコいい新人がいるってウワサになって、勲くん章しようとか貰もらっちゃったりしてっ……」

「……って、うちの会社に勲章とかないから」

「でもでもっ、オレ様が前例を作っちゃうことになるかもっ……」

　ふるふると拳こぶしを震ふるわせつつ、フィノは真顔で呟いて──。

　──と。




「みんな、お店開けますよー」

「っ!?」




　入り口から店長の声が聞こえてきたとたんにぴょこんと顔を上げ、エプロンに包まれた胸をぎゅっと押さえるフィノ。

「い、いよいよだっ……」

　わくわくした表情でお客さんを待ち構え。

　入り口に人の気配を感じたとたん、フィノがうれしそうな声をあげた。




「──いらっしゃいませっっっ！」




　とびきりの笑え顔がおで挨あい拶さつするフィノ。

　目を皿のようにして動向を注目するフィノの前で、入ってきたばかりのお客さんはまっすぐ、フィノが作った平台へと向かっていく。

「っ……！」

　……けれども。

　一いち瞥べつもせず、平台の前を通り過ぎてしまうお客さん。

　なんだかがっかりしたような顔をしつつ。けれども、ぶんぶんと頭かぶりを振ふったフィノが前向きな声で呟つぶやいた。

「……ま、まあ、そういうこともあるよねっ！　きっと、なんか目当てのモノを買いに来たお客さんで、他ほかのモノには興味ないだけでっ……あっ！　いらっしゃいませっ！　いらっしゃいませっっっ！」

　次々に入ってくるお客さん。

　……けれども、お客さんたちはフィノが作った平台に目もくれず、どんどんその横をすり抜ぬけていく。

「っ……」

　……休きゆう憩けい時間に入る頃ころには、あれほど高かったフィノのテンションはすっかり低くなっていた。







「な、なんで売れないんだっ……!?」

　休憩室のテーブルに突つっ伏ぷし、ショックを受けたように呟くフィノ。

「そりゃあ、お前がぜんぜん売れない商品ばっか選ぶから当たり前で……」

「で、でもっ、あそこ、入り口入ってすぐですごい目立つとこだろっ!?　なのに、手にも取ってもらえないなんてっ……」

　悔くやしげに呟いていたフィノがやがて、なにか思いついたみたいに顔を上げる。

「そうだっ！　あそこのとこだけ床ゆかの色を変えとけば、怪あやしいと思った人が足あし下もとを調べようと立ち止まってっ……」

「……ねえよ」

　……店員と言うよりむしろラストダンジョンを設計するラスボスに近い思考の少女を半眼で見下ろし、ラウルが呟いた。

「アイテムのチョイスも問題だけど、お前の売り場、イマイチなんだよな。いかにも売れなそうな商品が並べてあるだけで訴そ求きゆう力がないっていうか、『さあ、これを買うがいい！』って押しつける感じでさ。だいたい、商品ＰＯＰポツプの内容が『すごくカッコいい魔ま導どう水みず鉄でつ砲ぽう！　すごくすごいから買って！』とか、売る気なさすぎだろ……」

「ど、どうすればいいんだっ……？」

「だから、ちょっと俺に任せてくれれば直してやるって……」

「や、やだっ！」

　ラウルの申し出に、フィノがぶんぶんと首を振る。

「オレ様が自分で考えるからヒントだけっ！　ヒントだけちょうだいっっっ！」

「……ったく」

　相変わらず頑がん固こな少女にあきれつつ、ラウルがため息まじりに口を開いた。

「……とりあえず、お客さんになったつもりで売り場を見てみろよ。ちゃんと買いたくなるような、親切な売り場になってるかどうかさ」

「親切な売り場っ……？」

「ああ。アイテムの性能とか価格みたいなお客さんが一番知りたい情報が分かりやすかったり、これを買うとどう便利になるかが想像出来るような使い方が提案されてたり、もっと単純に、ぱっと見て気持ちよくきれいに商品が並んでたり……売り場作りだって接客と同じで、独りよがりじゃダメなんだ。店員の都合で考えるんじゃなく、お客さんの都合で考えるのが大事っていうか……」

「オレ様の都合じゃなく、お客さんの都合で考える……」

　ラウルの言葉に目を丸くするフィノ。

「……お前、それ得意だろ？」

　そんなフィノの肩かたを元気づけるように叩きつつ、「そういえば」、とラウルが呟いた。

「こないだアマダでバイトしたとき思ったんだけど、あそこの売り場も完成度高いんだよな。さすが大手、ノウハウがきちんとあるみたいで……」

「オレ様、こないだアマダに行ったとき、そういうのぜんぜん見てなかったっ……」

　ぴょこんと顔をあげたフィノがふと、ラウルの腕うでをぎゅっと摑つかむ。

「ねえ、オレ様もアマダの売り場見に行きたいっ！　今度あしたのお休み、一いつ緒しよに行こうっ!?」

「って……」

　フィノの申し出に戸と惑まどいつつ、ラウルが頭を搔かく。

「……ま、いいか。なんかのヒントにはなるかもしれないしな」







　──と、そんなことがあって……。




「わああ、なんど来てもおっきいなっ……！」

　さらりと揺ゆれる銀ぎん髪ぱつに、ひらひら躍おどるリボン。

　ワンピースにニーハイソックスと、めずらしく女の子らしい格好をしたフィノに、ラウルはなんだかどぎまぎしてしまう。

　ていうかこいつ、いつの間にこんな服っ……。

「ラウルっ、このそふとくりいむっていうの、すっごく美味おいしいぞ……っ！」

　入り口辺りでたまたまやってたソフトクリームメーカーの実演販はん売ばい。初めて食べるソフトクリームに感動しながら、フィノがぐるりと店内を見み渡わたした。

「……って、フィノ、あんまりべたべたにすんなよ」

「うんっ！　……あっ、ラウルっ、あれ見てっ！」

「おいっ！」

　……はしゃぎ声をあげて駆かけ出だそうとしたとたん、呪のろいの力で引き戻もどされて。

　ソフトクリームを持ったまま、フィノが勢いよくぶつかってくる。

「きゃっ」

「って……！」

　……ラウルの顎あごから首にべったりとぶちまけられるソフトクリーム。

「フィノっっっ！」

　思わず抗こう議ぎするラウルの前で、フィノが悲痛な声をあげた。

「お、オレ様のそふとくりいむっ……」

「ああもうっ、だから言わんこっちゃな……っ!?」




　──とつぜん首筋に押し当てられる、あたたかくてやわらかな感かん触しよく。

　息を吞のむラウルの頰ほおを、フィノの前まえ髪がみがくすぐって。

　背筋を走るぞくぞく感に、ラウルが声をうわずらせる。

「ふ、フィノっっっ！！！！？」

「だって、せっかくのそふとくりいむっ、もったいないしっ……！」

　ラウルの胸に手を置き、べったりと付着した白いかたまりを美味しそうに舐なめるフィノ。

　かわいらしい舌を動かしつつ、フィノが目を細める。

「……オレ様が全部、キレイに舐めとってあげるね？」




「っ、や、やめろって！！！！！」

　たまらずフィノを押しのけるラウル。

　どきどきする心臓を押さえながら懐ふところから取り出したハンカチでクリームを拭ふき取るラウルを名残なごり惜おしそうに見やり、フィノがなんだか恨うらみがましげに指をくわえた。

「ううっ、オレ様のそふとくりいむっ……」

「……って、お前な、意い地じ汚きたなすぎっ……」

「だ、だってまだ、いっぱいあったのにっ……」

「……ああもうっ、帰りに買ってやるからっ！」

「ホントっ!?」

　とたんにすっかり機き嫌げんを直したみたいに表情を輝かがやかせるフィノ。

　ハンカチを手に、ラウルは思わず嘆たん息そくした。

　……ったく、現金なヤツだ。







「わあっ、角がぴっちりそろって並んでてすごいっ！　なんか積み木みたいだなっ！」

「ひとつ一万ゴールドのアイテムが山積みっ……この山だけでざっと二百万ゴールドとは、さすが大手の物量ハンパねえっ……！」

「あれっ、この棚たな、商品の絵とメーカーさんの名前が描かいてあるっ……これってこの商品専用の棚なのっ？」

「ああ、それはメーカーさんがくれる販はん促そくツールのひとつだよ。こういう大きいヤツはうちみたいな小さな店じゃ滅めつ多たにもらえないから、ロゴんとこ隠かくして別の商品陳ちん列れつするのに使い回したりしてるんだよな。フィノがいま使ってる平台も、上に掛かけてる布の下に他のメーカーのロゴが……」

「へえっ、ちっちゃいモノはカゴに入れて並べてるのかっ……同じ大きさのカゴがいっぱいあるときれいだなっ。うちのお店はバラバラなのにっ……」

「うっ……ま、まあ、うちの場合、カゴが必要になるたび１００ゴールドショップで適当に買い足ししてるから……」

「わああっ！　ねえねえラウル見てっ！　このドラゴン、スイッチを入れるとドラゴンダンスを踊るんだぞっ！」

「って、お前が買ってどうするんだよっっっ!?」

　あきれた顔をするラウル。

　……と、不意に、フィノが足を止めた。

「ラウル、これ、なんで別の商品が袋ふくろに入ってるんだ？」

　静せい魔ま力りよくでホコリを集める小さなモップとエアダスター、ウェットティッシュが入った手て提さげ袋が並んだアマダのワゴン。上に掲かかげられた商品ＰＯＰポツプには、『アマダ特選！　マジックアイテムおそうじセット　９８０Ｇ』なんて書かれてる。

「ああ、これはセット商品っていうんだよ」

「セット商品っ？」

「ああ。うちの店レオンでもやってるけど、たとえば一本９８Ｇのポーションを三本セットで２４８Ｇ、とか、７９８０Ｇのマジカメに４８０Ｇのマジックメモリをセットでお値段据すえ置おき７９８０Ｇみたいな感じで、商品を組み合わせて値段を出すんだ。お買い得感が出るし、このアイテムとこのアイテムが意外な組み合わせでもっと便利に使えます！　みたいな提案もできるだろ？」

　……ま、売れ残り商品を在庫処分するための抱だき合あわせってこともあるけど。

「なるほどっ、すっごい勉強になるぞっ……！」

　神しん妙みような面おも持もちで頷うなずきながら、お気に入りのマオーくんリュックサックから取り出したお仕事ノートになにやら書きつけ始めるフィノ。

　……ライバル店で写真やメモ取るのって、ほんとはマナー違い反はんなんだけど、ま、今日のは価格調査じゃないから勘かん弁べんしてもらおう。

「って……」

　真剣な表情かおでフィノがにらめっこするノート。

　その裏側に貼はられたシールに、ラウルは目を丸くしてしまう。

　──若い女の子たちの間で人気らしい、マジカルプリントと呼ばれる写真シール。

　かわいらしくデフォルメされたスライム柄がらの枠わくの中に写ってるのは、満面の笑えみでポーズを決めるフィノと……って、『オールＡ』っっっ!?

「ふ、フィノ、そのマジプリっ……」

「ああっ、ちょっと前にねっ、アイリと撮とったんだっ！」

　ラウルが声を掛けたとたん、うれしそうに顔を上げるフィノ。

　得意げに言い放ったあと、フィノがハッとしたようにノートのマジプリシールを隠した。

「って、な、なんでもないっ！　オレ様、アイリと遊びに行ったりとかしてないぞっっっ!?　一緒にお店に行ってこの服選んでもらったり、一緒にくれえぷ食べたり、一緒にマジプリ撮ったりとか、そういうの全然してないしっっっ！」

「ていうか『オールＡ』のやつ、マジプリなんて撮るのかよ……あいつ、金の無む駄だとか言いそうなのに、意外っていうか……」

「アイリも初めてだって言ってたぞっ！」

　思わず独りごちるラウルの前で、フィノがぱあっと表情を輝かせる。

「買い物の途と中ちゆうでたまたま通りかかってねっ、オレ様がやりた言っていったら、仕方ないわね、って言ってつきあってくれたんだっ！」

　まるで、楽しかった出来事を大人に報告したくてしたくてしょうがない子どもみたいな顔をして。ラウルを見上げたフィノがうれしそうに言いい募つのる。

「アイリは勇者のフレームがいいって言ったけど、オレ様がジャンケンで勝ったから魔ま物もののフレームにしたのっ！　ドラゴンとかケルベロスとか、他にもいろんなのがあったんだぞっ！　マジプリって一回だけじゃなくて、何回もカシャカシャってなるんだっ！　最初は緊きん張ちようしてたけど、だんだん慣れてきて、最後はふたりで一緒にカッコいいポーズしてっ、そのあと写真にラクガキしてっ、出てきたシールをハサミで半分こしてっ、すっごく楽しかったっ！　ラウルも今度いっしょにっ……って！」

　得意げに喋しやべっていたフィノがまた、ハッとしたように首を振ふった。

「だ、だからっ、ら、ラウルの見み間ま違ちがいだからっっっ！　このマジプリに写ってるのはアイリに似てるけどぜんぜん違ちがうヤツだしっ！　むしろ知らない人だしっ！　アイリとマジプリなんて撮ってないって言ってるだろっっっ!?」

「……いや、もう手て遅おくれだからな？」

「そ、そんなっ……」
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　がーん、とショックを受けたような顔をして、フィノがおろおろしながらラウルにすがりつく。

「ね、ねえラウルっ！　オレ様が喋っちゃったの、アイリにはナイショにしてっ！　みんなにナイショにしとかないと、もう一いつ緒しよに遊んであげないって言われたのっっっ！」

「ああ、分かった、分かったってっ──」

　真しん剣けんな面持ちで言い募るフィノをなだめつつ、ラウルは思わず独りごちた。

「……ったく、お前ら、いつの間にそんなに仲良くなったんだよ」




「──アイリ、魔ま人じんのこと嫌きらいなハズなのに、すっごくいいヤツだよなっ……」




　ノートに貼られたマジプリを撫なでながら、うれしそうに呟くフィノ。

「……フィノ」

　そんな魔人の少女を見下ろしつつ、ラウルも表情をゆるめてしまう。

「……たしかに、アイリはいいヤツだけどさ。あいつがお前に心開いたのはフィノがいいヤツだからだよ。お前がいいヤツだから、あいつはお前のことが好きになったんだ」

「ラウル……」

「アイリだけじゃなくて、店長も、副店長も、お客さんも、俺も……みんな、お前がいいヤツだから、お前のことが好きなんだよ」

「っ……」

　ラウルの言葉に蒼あおい目を瞬しばたたかせるフィノ。

　なにかを考え込んでいたフィノがふと、ラウルの袖そでをぎゅっと摑つかんだ。

「ねえラウルっ！　オレ様っ、人間と魔人を仲良くさせたいんだっ！」

「へっ？」

　とつぜんの言葉に目を丸くするラウル。

　なんだか真剣な面持ちで、フィノが言い募る。

「人間も魔人もいろいろあったから難しいかもしれないけどっ……でも、ラウルたちはオレ様を……オレ様が魔ま王おうの娘むすめなのに仲良くしてくれただろっ？　だからねっ、オレ様、他ほかの人間と魔人も、もっと仲良くできると思うんだっ！」

「フィノ……」

「ねえっ、ラウルはどう思うっ？」

　言いながら、フィノがラウルの瞳ひとみをまっすぐ覗のぞき込んでくる。




『人間と魔人、もっと仲良くなれるといいな』──それは、いつかラウル自身がフィノに掛けた言葉。




　その頃ころのアイリはまだ、ひどく魔人を憎にくんでて、魔人という魔人はひとり残らず滅ほろぼしてやるだなんて息巻いてて。……そんなアイツを、フィノが変えたんだよな。




「……フィノ。お前なら、出来ると思うよ」

「っ……！」




　ラウルの言葉を聞いたとたん、ぱあっと表情を輝かせるフィノ。

　なんだか勇気づけられたみたいに、フィノが勢いよく口を開いた。

「だからねっ、オレ様、レイドにっ……」




「──いらっしゃいませっ！」




　不意に背後から聞こえてくる覚えのある声。

　反射的に顔を向けると、アマダの制服を着た男がうれしそうに両腕を広げる。

「おおっ、やっぱり、フィノ嬢じようにレオン王都店の少年じゃないかっ！」

「っ!?」「あ、アマダの店長っ……」

　……今日といい、こないだのマジックフォンといい、仮にも店長のくせに、まるで街から一歩外に出たとたん襲おそいかかってくる雑魚ざこスライムみたいなエンカウント率。

　アマダの馬ば鹿かボン店長ことクラウドの出現に動どう揺ようするラウルのかたわらで、硬かたい顔をしていたフィノがぺこりと頭を下げた。

「え、ええとっ……こ、このあいだは、ありがとうございましたっ！」

「はっはっはっ、べつにぜんぜん気にすることはないぞっ！」

　フィノの言葉に、豪ごう快かいに笑ってみせるクラウド。

「なんせ、俺はほとんどやることがないからなっ！　いまもこうして店内をうろついてお客さんにチラシを配っていたところだ！　このチラシを全部配り終わったらおやつを食べても良いってカレンに言われたんだぞ！」

「……って、それ、千枚くらいありますよね」

「はっはっはっ、見くびるな少年！　店長というのはこの店で一番偉えらいんだぞ！　一番偉い俺がこれくらいのチラシも配りきれなかったら部下にがっかりされちゃうだろう！　部下にがっかりされるのは店長としては避さけたいところなので頑がん張ばっているのだ！」

「は、はあ……」

「というわけでキミたち、百枚ずつ受け取っていきたまえ！」

「って、いりませんよっっっ！」

「そ、そうか……」

　なんだかショックを受けたみたいに、クラウド店長が首を捻ひねる。

「おかしいな……俺の計算では、ひとりに百枚ずつ配ればすぐに終わっていまごろおやつにありつけてるハズなんだが、なぜか、みんな一枚ずつしか貰もらってくれないのだ。百枚あったら紙飛行機を作って店内中に飛ばしたり、紙かみ鉄でつ砲ぽうを作って部下を驚おどろかしたりしてたくさん遊べるのに……」

「……ライバル店の店長に言うのもなんですけど、自分とこのチラシをそんな風に扱あつかって良いんですか」

　すっかりあきれたように呟くラウル。

　……と。




「──おや、ここにいたんですか、クラウド店長」

　クールな女性の声。

　ハイヒールをかつかつと鳴らして現れたスーツ姿の美女が、バインダーを抱かかえたまま淡たん々たんと口を開いた。

「……クラウド店長、例の件について、ご報告があります」

「おおっ！」

　その言葉を聞いたとたん、クラウドが歓声をあげる。

「さすがカレン、待っていたぞっ！　さっそく聞かせてくれたまえっ！」

「了りよう解かいいたしました」

　慇いん懃ぎんに答えつつ、アマダ王都本店副店長カレン女史がラウルたちを見やった。

「いらっしゃいませ。ラウルさんたちもどうぞ、ごゆっくりしていってください」

「そうそう、せっかくだからこれをあげよう！」

「「っ？」」

　クラウドにぽんと渡わたされたキャンディに目を丸くするフィノとラウル。

「あ、どうも……」「あ、ありがとうっ！」

　おずおずとお礼を口にするラウルたちの前で、カレンがクラウドをうながした。

「行きますよ、クラウド店長」

「はっはっはっ、また会おう、少年っ、フィノ嬢っ！」

　連れ立って売り場の奥へ消えていくアマダ王都本店の最高責任者コンビを見送りつつ。キャンディを手にしたラウルたちは、ぽかんとした表情でその場に立ち尽つくした。







「うわあ、このアメ、すっごく美味おいしいなっ……！」

　クラウドにもらったキャンディを口の中で転がし、幸せそうな顔をするフィノ。

　アマダの売り場を歩きつつ、フィノがふと、ラウルを見上げた。

「ねえラウルっ！　うちのお店のお願い聞いてくれたり、美味しいアメくれたり、アマダの店長っていいヤツだったんだなっ……！　アマダって魔人を捕つかまえてひどいことしてたし、レオンを潰つぶそうとしたし、そこのいちばんえらい人だからオレ様、てっきり悪いヤツかと思ってたのに……」

「……ま、その辺は、前の店長がやったことみたいだしな」

　フィノの言葉に相づちを打ち、ラウルが嘆たん息そくする。

「そういや俺も、最初はアマダの店長ってことで警けい戒かいしてたけど、王都が魔ま物ものに襲われたときも率そつ先せんしてみんなを守ってたし、裏がないっていうか……アマダの店長だからって、悪いヤツとは限らないのかも」

「えっ……」

　ラウルの言葉に、ハッとしたように足を止めるフィノ。

「ほら、こないだ店長が言ってただろ？」

　そんなフィノを見下ろし、ラウルがなにげなく続けた。

「店長っていうのはいろんなことが出来る力があるってさ。これだけ大きな店の店長なんだから、クラウドさんはうちの店長よりもっと大きな力があるんだろうけど、それを使っていいことをするのも、悪いことをするのも、そいつ次し第だいってことで……」

「いいことするのも悪いことするのも、そいつ次第っ……」

「……って」

　神しん妙みような顔でオウム返しするフィノの前で、ラウルが自じ嘲ちようまじりに笑う。

「……考えてみたら、勇者も同じだよな。勇者だって、いろんなことが出来る力があったのに、その力でいいことするヤツだけじゃなく、悪いことするヤツがいたんだから……」

「アマダの店長だからって、悪いヤツとは限らないっ……」

　まるで目からウロコが落ちたみたいに、フィノが呟いた。




「もしかして、魔王だからって、悪いヤツとは限らないのかなっ……」




「……フィノ？」

　ラウルが訊たずねたとたん、ぱっと顔を上げるフィノ。

「な、なんでもないっっっ！」

　ぶんぶんと首を振ふったフィノが「それよりっ！」と声をあげる。

「早くレジ行こっ！　オレ様っ、すぐに店に帰って売り場大改造計画を練りたいんだっ！」

「……って、フィノ、ほんとにそれ、買うのかよ」

「うんっ！」

　……さっき売り場で見つけたダンシングドラゴンフィギュアを抱えて頷うなずくフィノ。

　と、きょろきょろしていたフィノがやがてうれしそうに叫さけんだ。

「あっ、トリカだっ！」

「って」

　──酔すい狂きようのトリカ。かつては魔ま界かい四天王最強と恐おそれられ、いまはアマダ・マジック王都本店のアルバイトとしてフルタイムで働いてる、ボーイッシュな美少女。

　さっそくトリカのレジへ駆かけ寄よろうとし……フィノがふと、ラウルを振り返った。

「ラウルっ！　オレ様、ちょっとトリカと話したいことがあるんだけどっ……」

「……って、話せばいいだろ？」

「そ、そうなんだけどっ……」

　なんだか気まずげに口ごもりつつ、フィノがおずおずと申し出る。

「……その、ラウルにはナイショのお話だからっ、ちょっと離はなれててほしいんだっ」

「ナイショの話？」

「お、オレ様にだってプライベシーくらいあるんだぞっ！」

　聞き返すラウルへ、自信たっぷりに言い返すフィノ。

「……プライベートとプライバシー、どっちのことか分かんないけど」

　思わず嘆息しつつ、ラウルが足を止めた。

「……できるだけ離れて耳塞ふさいでるから、とっとと話してこいよ」

「ありがとっっっ！」

　ほっとしたようにラウルに礼を言うなり、フィノがとてとてとレジカウンタに向かう。

「っ！」

　こちらに気づいたように、ぱっと顔を上げるトリカ。

　華きや奢しやな身体からだにアマダの制服が似合ってて、なんだかとても魔界四天王とは思えない。……ま、それを言うならフィノだって、とても魔ま王おうの娘むすめには見えないんだけど。

　けど、俺にナイショの話か……。

　すぐそこで顔をつきあわせてひそひそと話し出す二人を見やり、ラウルは胸中で独りごちる。……まさか、恋こい話ばなしだったりして……。

　いやいやいやいや、ないないないない。ラウルは即そく座ざにそれを打ち消した。こうして見てればとびきりかわいい女の子が和わ気き藹あい々あいとしてるみたいだけど、その正体は魔界四天王と魔王の娘だもんな。どうせ、好きな内臓の部位とか、好きな死に方みたいな話で盛り上がってるに違いない。

　……と。

　不意にレジカウンタに近づくお客さんの影かげ。

　とたんに会話を中断し、トリカがぱっと顔を上げた。

「はい、ただいまうかがいますっ！」

　とても四天王とは思えないほど爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべ、お客さんへ向かうトリカ。

　会計済みの袋ふくろを手に戻もどってきたフィノの肩かたを、ラウルがぽんと叩たたく。

「フィノ、話、終わったか？」

「うんっ……！」

　ラウルの言葉に、フィノがこくんと頷いた。




　　　　＊　＊　＊




「ラウル見てっ！　さっそくオレ様もセット商品を作ってみたぞ！　『フィノおすすめ！　マジカルチェーンソーと魔ま法ほう血液シミ抜ぬき剤の安心セット』だっ！」

「……念のため聞くけど、それはいったいどういう組み合わせなんだ？」

「もちろんっ、チェーンソーを使ったあとで服についた返り血をキレイにっ……」

「……分かったからそれ以上は言わんでいい」

「あとね、この『フィノおすすめ！　ポーションの空あき瓶びんとマジカルガソリンとぼろ布をあわせた革命闘とう争そうセット！』も自信作でっ……」

「お前はどこを襲しゆう撃げきするつもりだっっっ！　もっと平和なセット商品を作れっっっ！　ほら、ＰＯＰポツプももっと分かりやすく書き直してっ……」

「うんっ！」







　──と、そんなことがあって……。




「っ……」

　そわそわ、そわそわ。

　──開店間近のマジックショップ・レオン王都店。

　例によってひどく時計を気にしてる様子のフィノを見やり、ラウルは思わずあきれた顔をしてしまう。

「フィノ、お前、そわそわしすぎ……」

「だ、だって、ついにオレ様が作った売り場アルティメットエディションをお客さんに見てもらえるんだぞっっっ!?」

　ラウルの言葉を遮さえぎって、フィノが興奮した声をあげる。

「アマダで仕入れた情報を元に、オレ様が昨日休日出勤してキレイに直した売り場と新たに書き直した分かりやすいＰＯＰポツプ、そして、オススメセット商品の数々っ……」

「……お前が休日出勤すると、自動的に俺も休日出勤になるんだけど」

「ねえラウルっ！　オレ様の並べた商品、お客さんにすっごい評判よくって、すっごい売れちゃったらどうしようっ！　本部とかで王都店にフィノ・ブラッドストーンっていうすっごいカッコいい新人がいるってウワサになって、勲くん章しようとか貰もらっちゃったりしてっ……」

「……だから、うちの会社に勲章とかないから」

「でもでもっ、オレ様が前例を作っちゃうことになるかもっ……」

　ふるふると拳こぶしを震ふるわせつつ、フィノは相変わらず真顔で呟つぶやいて──。

　──と。




「みんな、お店開けますよー」

「っ!?」




　入り口から店長の声が聞こえてきたとたんにぴょこんと顔を上げ、エプロンに包まれた胸をぎゅっと押さえるフィノ。

「い、いよいよだっ……」

　わくわくした表情でお客さんを待ち構え。

　入り口に人の気配を感じたとたん、フィノがうれしそうな声をあげた。




「いらっしゃいませっっっ！」




　とびきりの笑顔で挨あい拶さつするフィノ。

　目を皿のようにして動向を注目するフィノの前で、入ってきたばかりのお客さんはまっすぐ、フィノが作った平台へと向かっていく。

「っ……！」

　……けれども。

　一いち瞥べつもせずに平台の前を通り過ぎてしまうお客さん。

　なんだかがっかりしたような顔をしつつ。しかし、ぶんぶんと頭かぶりを振ったフィノが明るい声で呟いた。

「……ま、まあ、そういうこともあるよねっ！　きっと、なんか目当てのモノを買いに来たお客さんで、他のモノに目をくれないだけでっ……っ!?」

　まるでなにかに気づいたみたいに、お客さんが平台の前へと戻ってくる。

「っ……」

　ラウルのかたわらで、ごくりと喉のどを鳴らすフィノ。

　少女の視線の先で、お客さんが平台の上に掲かかげられた商品ＰＯＰポツプを見やった。

「……っ！」

『びっくりするほど水が出る！　子どもも大人もオレ様も大好き激アツ水みず鉄でつ砲ぽう！　プール遊びはもちろん、庭木の水やりにもぴったり！　市し販はんのペットボトルがそのまま使えるから補ほ充じゆうもラクラク！　この威い力りよくを体感せよ……！　１９８０Ｇ』

　フィノの力作ＰＯＰポツプにくすりと笑うお客さん。その瞬しゆん間かん、フィノがうれしそうな顔をする。




　……けっきょく、そのお客さんはなにも買わずに平台から離れてしまったけれど。

　ラウルと目が合った瞬間、なんだか手て応ごたえを感じたみたいに、フィノが小さくガッツポーズしてみせた。




　それからも、平台の前で足を止めるお客さんはちょくちょく現れて。

　……そして、ついに、そのときが来た。




「──いらっしゃいま……っ!?」

　平日夕方のピークタイム。

　レジカウンタにぽんと置かれた魔ま導どう水鉄砲の箱に、フィノが一いつ瞬しゆん動きを止める。

　やがて、がばっと顔を上げたフィノが平台の方を見やると、手書きのＰＯＰポツプの前に並べられた箱がひとつ減っていて。

　ぱあっと表情を輝かがやかせたフィノが、とびきりうれしそうに声をあげた。

「ありがとうございますっ！　メンバーズカードはお持ちですかっっっ!?」







「ラウルっっっ！」

　会計待ちの列が途と切ぎれるなりラウルに飛びついてくるフィノ。

　ラウルのエプロンを握にぎりしめ、フィノが興奮したようにまくし立てる。

「売れたっっっ！　オレ様が並べたアイテム、売れたっっっ！　ずっと売り場の目立たないとこで眠ねむってた売れないアイテムっ、オレ様が売ったんだっっっ！」

「ああ、そうだな」

「ラウルが言った通りだっ！」

　思わず頰ほおをゆるめるラウルの前で、フィノがなんだか感動したように呟く。

「自分が責任取れる範はん囲いで自由にやってみるのって、すっごく楽しいんだなっ……オレ様っ、もっと偉えらくなって、もっといっぱい、いろんなことやれるようになりたいっ！」

「……良かったな、フィノ」

　頰を紅潮させて言いい募つのるフィノの頭を撫なでてやりつつ、ラウルは胸中で独りごちた。

　……最近ちょっとサボってたけど、俺も久々に、なんか商材探してくるか。




　　　　＊　＊　＊




「──って、まさか、全店分の不ふ稼か働どう在庫がまわってくるとは……」




　……バックヤードに山積みされた、いかにも売れ残りっぽさあふれる年季が入ったアイテムの箱たち。

　さすがにバカ売れとまではいかないけど、フィノの平台のアイテムは魔導水鉄砲以外もコンスタントに売れ始めて、しばらくして、フィノが売った商品の補充がレオン王都店にどんどん送られてくるようになった。

　──レオスタッド商会の各店てん舗ぽの売り上げはＭエムＩアイＴテイーネットワークを介かいしたＰＯＳシステムで管理されてて、売れる商品は売れる店へとまわされる。

　つまり、他の店でほとんど売れてない商品を売ってしまうと、他の店の在庫が全部来たりして……そういや俺も前、起き上がりドラゴンくんとかいうヘンなオモチャをうっかり売っちまって、全店から送られてきた在庫の山にうなされたっけ。

「ふははははっ！　いいだろうっ！　このオレ様がすべて売り尽つくしてくれるわっ！」

　げんなりするラウルとは対照的に、自信たっぷりに言い放つフィノ。

　ふとラウルを見上げ、フィノが明るい声をあげた。

「ねえラウルっ！　オレ様、社員になったらやりたいこと分かったぞっ!?　オレ様、社員になったらもっといっぱい売り場任せてもらってっ、いろんなオススメのアイテム売って、お客さんの生活を便利にして、あと、このお店をおっきくしたりするんだっ！」

「っ……」

　夢中で語るフィノを見下ろし、思わず、ラウルは目を細めてしまう。

「……ま、お前らしくていいんじゃないか」

「へへっ」

　ラウルに褒ほめられ、フィノがうれしそうに笑う。

　……と。




「──そういえば、ラウルは勇者になったら、なにをやりたいんだ？」




「えっ……」

　思いがけない言葉。

　とつぜんの問いに戸と惑まどいつつ、ラウルはやがて、おずおずと口を開く。

「そりゃあ、みんなを守るために戦ってっ……」

「でも、ラウル、勇者じゃなくたって、みんなのために戦ってるじゃないか」

　なんだかきょとんとした顔で、フィノ。

「オレ様だって、これまで何度もラウルに助けてもらったぞっ？」

「そ、それはっ……」

　無む邪じや気きなフィノの問いに、ラウルはすっかり言葉を失った。




　　　　＊　＊　＊




　──『ラウルは勇者になったら、なにをやりたいんだ？』




「っ……」

　──深夜のアパート。勇者試験本戦を翌日に控ひかえたラウルはなかなか寝ね付つけずにいた。

　仰あお向むけにベッドに横たわり、天てん井じようを見つめて目をすがめる。

　……さっきフィノから掛かけられた無邪気な問いが頭から離はなれない。




　ラウルの中に甦よみがえる、いつか見た悪夢。

　魔ま王おうが倒たおされることなく、予定通り勇者試験が行われて、望みどおりに俺とアイリが勇者になってた世界。

　なんの理想も目的もなく、ただ勇者になることだけを目指してた俺は、念願叶かなって勇者になったとたんになにをしていいか分からなくなって。ヘタしたら、魔王と手を結んでた悪い勇者たちの仲間になるとこでっ……。




「……で、でも、なってみなけりゃ分からないじゃないかっ！」




　自分に言い聞かせるみたいに、ラウルは独りごちる。

　そうだ、なってみなきゃ、やってみなきゃ分からない。しぶしぶ就職したこの店でだって、働くうちにやりがいみたいなものが見えてきたんだ。あれほど夢見た勇者ならきっと、やってみれば目標なんてすぐ見つかるはずでっ……。




　……とにかく、いまは勇者になることだけ考えるんだっ！




　──『ラウルくん。迷ってるようなら、とりあえず受けてみたら？』




　ふと甦るセアラ店長の言葉。

　複雑な面おも持もちで、ラウルは拳こぶしを握りしめた。







　断章　「フィノの決意」







「──魔ま界かいがいま、どんな風になってるかってっ？」




　ナイショの話だと説明し、ラウルに耳をふさいでもらって。

　フィノの耳打ちに、トリカが目を丸くした。

「まあ、ひとことで言えば混乱してるかな。魔王が倒されたとたん、それまで魔王が怖こわくてじっとしてたちょっと強い魔人たちがみーんな暴れ出してさ、いわゆる内戦状態ってゆーやつ」

「つまり、魔人同士で戦ったりしてるってことっ……？」

「まあ、そんなトコ」

　あっけらかんと答え、トリカがひょいと肩かたをすくめてみせる。

「レイドのヤツは、魔人同士で戦ってないで団結しないと人間にやられちゃうとか言って頑がん張ばってたみたいだけど、アイツ、力自体は大したことないし、言うこと聞く魔人なんてほとんどいなくてさ。まあ、ボクも無視して好き勝手やってたしね」

「そうなんだっ……」

「なんでも、最近そのドサクサに紛まぎれて人間がウロウロしては、魔ま人じんをさらってくってウワサもあるし……」

「人間がまた魔人をさらってるのっ!?」

「……ウワサだけどね。でも、けっこうな数の魔人が消えてるってのは事実らしいよ」

「っ……」

　なんだか真しん剣けんな顔でくちびるを嚙かむフィノ。

　そんなフィノの心中を察したみたいに、トリカが口を開いた。




「……もしかして、フィノ、魔王になる気なの？」

「っ……！」




　蒼あおい目を瞬しばたたかせるフィノの前で、トリカがあっけらかんと言い放つ。

「フィノが魔王になるっていうなら、ボクも手伝うよ？　ボクはもう、魔王になる必要なくなっちゃったしね。邪じや魔まなヤツらはみーんな、ボクが倒して……あっ」

　言いかけた言葉を中断し、トリカがさっと顔を上げた。

「はい、ただいまうかがいますっ！」

　とびきりの笑えみを浮うかべ、次に来たお客さんへ向かうトリカ。

　楽しそうに働く魔人の少女を眺ながめつつ、フィノはなんだか微笑ほほえましげに目を細めた。




『──フィノ様、どうか、魔人を導いてください』

　──あの日の夜、ラウルの部屋でレイドに言われた言葉。

『──魔界では内乱が続き、その隙すきを衝つくように、魔人たちがさらわれています。努力はしましたが、やはり、私の力ではどうにもなりません。フィノ様でなければ、魔人を救うことはできないのです……』




　……レイドが言ってたの、やっぱりホントのことだったんだ。




　──魔王は……オレ様の親父おやじはすっごく悪いヤツだった。

　親父はすっごく強い力を持ってたけど、その力を自分のためにしか使わなかった。いつだって自分が楽しいことが優先で、好き勝手に生きてて。欲ほしいモノがあれば奪うばうし、気にくわないモノがあれば壊こわす。機き嫌げん良さそうに笑ってたかと思うと、とつぜん怒おこり出して部下を手に掛けたりする。乱暴で、気まぐれで、ワガママで、いったい次になにをするか分からなくて。オレ様には手を上げたりしなかったけど、母さんには……。

　……オレ様は、そんな親父がすっごく怖かった。

　ずっとそんな親父を見てたから、魔王っていうのはそういうものだって思ってた。

　親父は怖かったけど、カッコいいとこもいっぱいあったし、たぶん、そんなに嫌きらいじゃなかった。でも、ああいう風にはなりたくなかった。だから、魔王になるのを拒こばんで逃にげ出した。

　……でも、それって、ただの思い込みだったのかもしれない。




　──『王様というのは民たみを豊かにして、他の国と仲良くする』

　もうすぐ人間の王様になるユニィさんは、それが王様のほんとの仕事だって言ってた。

　悪いヤツだったのはあくまで親父で、魔王っていう肩かた書がきじゃなくって、大事なのは、魔王の力でなにをするかってことで。

　魔王はすごい力を持ってるから、きっと、すごい責任を負うことになるんだろうけど。

　人間がオレ様やトリカを受け入れてくれたり、オレ様やトリカが人間のこと好きになったみたいに、他の魔人や人間も、もっと仲良くさせたい。

　だから……。




　──『……フィノ。お前なら、出来ると思うよ』




　……それは、大好きなラウルの言葉。

「っ……」

　なんだか、不意に胸がぎゅっとして。

　フィノは思わず、父の形見の《支配の血星石ブラツドストーン》を握にぎりしめた。







　第四章　「勇者になれるかもしれない俺がダンジョン試験に挑いどむようです」







『──大陸歴１２１０年、エヴァレッド王国に住んでいた三人の賢けん者じや《アーティファクト・オブ・アーキテクト》たちは、《魔ま法ほう領域》とそこに書かれた《構文プログラム》を発見し、最初のマジックアイテム──対魔人用の剣けんと鎧よろいを作ることに成功しました！　これを装備した第一の勇者バイオスは見事に魔人を打ち倒し、それまで無残に虐しいたげられるだけだった人類はついに、魔人に対たい抗こうしうる手段を手に入れたのです……ッ！』




　──イオニア大森林地帯。

　パナソニア大陸の実に五分の一を占しめ、大陸を人間領と魔人領に分ける広大な樹海。

　フジゼロック山の麓ふもとに広がる森の外れに組まれた特設ステージの中央で、元勇者の司会者が熱弁を振ふるう。

　周囲に集まる大勢の人々と、何台ものマジヴィカメラ。

　灰色の岸がん壁ぺきにぽっかり開いた無数の洞ほら穴あなを前に、ラウルたち十数名の受験者たちが緊きん張ちようした面持ちで並んでいた。

『──その後、エヴァレッド王の呼びかけで大陸中の人類国家が同盟を結び、我らがエヴァレッド連合王国が誕生しましたッ！　同盟の目的はただひとつ、大陸中の国家の力を結集して魔人の脅きよう威いに対抗すること──すなわち、現状で唯ゆい一いつ、魔人を倒たおしうる存在である勇者を育成し、支し援えんすること！　連合王国の歴史はまさに、勇者とともにあったと言っても過言ではありませんッ！　そんな歴史を持ちながら、やむを得ぬ事情で廃はい止しされてしまった勇者制度がいま、ここに復活を果たしますッ──これより、第１３２回勇者選せん抜ばつ選考会、本選の始まりですッッッ！』

　歓かん声せいをあげる受験者たち。

　満足げに頷うなずいた司会者が、目の前に並ぶ洞どう窟くつ群を指した。

『さあッ、勇者試験と言えばやはりこれ、ダンジョン試験ッッッ！　みごと本選に残った十六名の方々には、こちらのダンジョンに挑いどんでいただきますッ！　なお、入った洞窟によってそれぞれ課題が変わってきますのでご注意くださいッ！　ルールは単純明快！　ダンジョンの奥底に潜ひそむボスドラゴンを最初に倒したたったひとりの受験者が、勇者の栄光を摑つかむことが出来ますッ！　受験者同士で協力するのももちろん結構ですが、合格者はあくまでひとりだけなのでお忘れなくッ！』

「おおおおおーっっっ！！！！！」

『なお、試験中アクシデントに見み舞まわれたり、なんらかの事情でやむを得ず棄き権けんする場合は、先ほど配布した魔法呼び出し機のスイッチを入れてくれれば最も寄よりの試験官がすぐに駆かけつけますッ！　試験官はみな、私と同じ元勇者のベテランばかり！　みなさんの先せん輩ぱいですので、安心してお臨のぞみくださいッッッ！』




「──ベテランの勇者がサポートしてくれるなんて、ずいぶん親切なのね」

　ラウルのかたわらで感心したように呟つぶやくアーマー姿のアイリ。

「これなら、勇者予備校の卒業試験の方がずっと危険なんじゃない？」

「……ま、今回の試験はユニィさんの即そく位いイベントの一いつ環かんだし、事故を起こすわけにはいかないんだろ」

「ていうか……」

　アイリがふと、ラウルの隣となりを見やった。




「──へえっ、これ、試験官を呼び出すアイテムなんだっ……！」

「……って、フィノ、うっかり押すんじゃないぞ」

　なんだかわくわくした顔で魔法呼び出し機をいじくりまわすフィノと、ひやひやしながらそれを見守るラウル。ちなみに、フィノが装備してるのはファッションセンター・シヴァムラで投げ売りされてた３９８０Ｇのアーマーセットだ。

「……まさか、まだ呪のろいが解けてないなんて。ねえ、大だい丈じよう夫ぶなの、ラウル・チェイサー？　これ、本選なのよ？」

「……ま、これくらい、ハンデみたいなモンだよ」

　ため息をつくアイリに、ラウルが肩かたをすくめてみせた。

「なんたって、俺、最有力候補みたいだしな？」

「……って、ちょっと予選で活かつ躍やくしたからって、調子に乗らないでよね？」

　ラウルの言葉に鼻を鳴らすアイリ。

「っ……オレ様、足手まといじゃないもんっっっ！」

　なんだかすねたように、フィノがぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。

　……と。




　閑かん静せいな森に響ひびき渡わたるファンファーレ。

　ステージの司会者が、大きく腕うでを振り上げた。




『さあッ、いよいよ本選開始の時間ですッ!?　３ッ、２ッ、１ッ……スタートッッッ！！！！！』

「おおおおおおおおおおっっっ！！！！！！！！！」




　ゼロカウントに駆け出す十数人の受験者たち。

　目の前に開いた無数の洞穴へ、受験者たちが我先にと飛び込んでいく。




「……さて、と」

　そんな彼らを見送りつつ、ラウルがかたわらのアイリへ声を掛かけた。

「『オールＡ』、お前なら、どこに入る？」

「そうね。セオリーでいくと、いちばん確率が高いのは……」

　慌あわてず、急がず、あくまで冷静に検討する元勇者予備校の首席コンビ。

　……と、不意に、フィノが顔を上げた。

「ラウルっ、アイリっ、こっちっ！　この洞窟がいちばん安全な匂においがするっ！」

「……って、それ、どんな匂いよ」

「ま、いいじゃねえか。どの穴を選んだってどうせ数パーセントの違ちがいしかないんだし、俺はフィノのカンを信じるよ」

　あきれたような顔をするアイリの前で、フィノの選んだ洞窟へ飛び込むラウル。

「ちょっ、ま、待ってよっ！」

　あわてたように、アイリがあとに続いた。







「っ……さすがに中は暗いわね……」

　ほとんど手て探さぐりで洞窟の中を進みながら独りごちるアイリ。

「こういうときこそ、俺の一押しアイテム魔法たいまつの出番なんだけど、今回の試験じゃ自分の剣と鎧以外のアイテム持ちこみは禁止されてるからなっ……《起動ブート》っ！」

　抜ぬき放はなった剣にラウルが指を走らせたとたん、淡あわい光が洞窟内の闇やみを照らす。

「……って、分かれ道か……」




　……目の前にぱっくりと口を開けるふたつの道。

　くんくんと鼻を鳴らしたフィノが、片方の道を指した。

「こっちの道、危険な匂いがするっ……」

「サンキュ、フィノ」

「……って、ホントに大丈夫なのっ？」

「うんっ」

　洞窟の奥から吹ふき上がってくる風に髪かみをなびかせつつ、フィノが頷いた。

「こっちの道は魔ま物ものの匂いがいっぱいするし、選ばない方が……っ!?」




　──不意に、ばたばたと大きな音を立てて背後から飛びかかってくる影かげ。




「～っ!?」「きゃあっ！」「くそっ、魔物かっっっ!?」

　騒さわがしい羽音とともにラウルたちの頭にぶつかってくる無数のかたまり。尖とがった感かん触しよくがラウルたちの腕や頭をつつきまわす。

　とっさにフィノとアイリの手を摑んで。ラウルが前へ逃にげたとたん、群がっていた生き物たちがばらばらと離はなれていった。

「ふええっ……」「もうっ、な、なんなのっ!?」

　泣きそうな声をあげるフィノと、ぐちゃぐちゃに乱れた髪を搔かきあげるアイリ。

　明かり代わりの剣を掲かかげ、ラウルがほっとしたように呟く。

「なんだよ、ただのコウモリか……って」

　……ラウルたちがとっさに駆け込んだのは、フィノが先ほど危険だと判定した方の道。

　なんだかイヤな予感を覚え、ラウルがくるりと振り返った。

「おいっ、お前ら、いったん戻もどるぞ……てっ!?」

「「なっ!?」」

　剣の明かりをかざしたとたん、目を丸くするラウルたち。

　たったいま来たはずの道が、いつの間にかただの壁かべになってて……！

「……なるほど。いちど選んだ道は戻れないってワケね」

　……退路を塞ふさぐ壁を撫なでつつ、アイリが嘆たん息そくした。







　魔物の匂いがいっぱいするとフィノが評した道を警けい戒かいしながら進むラウルたち。

　ラウルの背後で、フィノがふと声をあげた。

「ねえっ、奥の方に明かりが見えるぞっ！」

　狭せまい通路の終点に、少しだけ広くなった薄うす明あかるい部屋。

　剣を構えたままのラウルが、油断なくじりじりと歩み入る。

「なんだか、いかにも、なにかありそうな部屋ね……」

　ラウルと背中合わせで剣けんを握にぎりしめ、緊張したように喉のどを鳴らすアイリ。

　……と。

「ラウルっ、またっ……！」

　びっくりしたように叫さけぶフィノの指す先で、たったいま入ってきた通路がみるみるうちに塞がれて。

　……ややあって、部屋の奥からけたたましい咆ほう哮こうが聞こえてくる。




「ら、ラウルっっっ!?」

　びくっと身を強こわばらせ、警戒したように身構えるフィノ。

　まるでなにかに気づいたみたいに、アイリがおずおずと呟いた。

「ねえ、ラウル・チェイサー。この啼なき声ってっ……」

「ああっ……」

　ニヤリと笑いつつ、剣を握り直すラウル。

　彼らの目の前に、一体のドラゴンが地じ響ひびきを立てて姿を現し……なんだか面おも白しろそうな顔で、ラウルが口を開いた。

「《四大竜フオースドラゴン》の変異種……卒業試験を思い出すなっ、『オールＡ』っ！」




　──青、緑、赤、黄……四つの頭にそれぞれ四色の石を抱だく《四大竜》。

　ラウルの言葉に、アイリも不敵な表情を浮うかべてみせる。

「なるほどね、上等じゃないっ……！」

　……誤った順番で首を落とせば、その分だけ増ぞう殖しよくしてしまうというやっかいな魔物。

　かつて苦戦した四つ頭がしらの竜を睨にらみつけ、アイリが剣を構えた。

「今度こそ失敗しないわよっ！　再生を司つかさどる首を最短手順で見み極きわめて、スマートに倒たおしてやるんだからっ……！」

「……まあ待てよ、『オールＡ』」

　……と。

　いまにも飛び出そうとするアイリを引き留め、ラウルが剣に指を載のせた。

「教科書には載ってなかったけど、こいつの倒しかた、もうひとつあるんだぜ？　──《起動ブート》っ！」

　ラウルの剣を覆おおう《魔法回路サーキツト》。

　一いつ瞬しゆんで注ぎ込まれた高出力魔ま力りよくに輝かがやく刀身を握りしめ、ラウルが地面を蹴ける。

「──っ!?」

　きらめく白はく刃じん。

　竜の肩に飛び乗り、見み惚とれるほど優ゆう雅がな動きで剣を振ふるう少年。

　やがて軽かろやかに地面へ降り立つラウルの背後で、《四大竜》の身体からだが地面に沈しずんだ。

「ウソっ……再生……しないっ!?」

　まるで信じられないものでも目まの当たりにしたかのように洩もらすアイリ。

　剣についた血を振るい落としつつ、ラウルが笑ってみせる。

「──全部の首を同時に切り落とせば、順番なんて関係ないのさ」

「わあっ、ラウルすごいっっっ！！！！！」

　きらきらと目を輝かせてラウルに飛びつくフィノ。

「……って、そんなこと、フツーはできないっていうのよっ」

　実技では敵わぬライバルを半眼で睨みつけ、アイリがなんだか少し恨うらみがましげに独りごちた。







「外っ……!?」

　《四大竜》の小部屋を抜けたとたんに周囲にあふれる光。

　最初の洞どう窟くつを抜けたラウルたちがまぶしそうに目を細めた。

「なんだっ、ダンジョン、もう終わりなのっ？」

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけしたみたいに呟くフィノ。

　四方を覆う高い壁を見やり、ラウルが楽しそうに呟いた。

「いや……むしろ、ここからが本番みたいだぜ──？」




　──樹海の中に現れる、野外の迷路。

　辺りを見み渡わたすラウルたちの前で、たったいま出てきた洞窟の出口が閉とざされる。

「ら、ラウルっ！　また閉じ込められたっっっ！」

「って、落ち着けよ、フィノ」

「……とりあえず、部屋の中を調べましょう？」

　あわてるフィノとは対照的に、ラウルとアイリはすっかり落おち着つき払はらった様子で、周囲をぐるりと見渡した。




「ま、念のため……」

　すたすたと壁へ歩み寄るなり、ラウルが腰こしの剣に手を伸のばす。

「《起動ブート》──っ、５０００Ａアンペイルっ！」

　すらりと剣を抜き放ち、最大出力の魔ま法ほう剣けんで壁へ切りかかるラウル。

　しかし、目の前の白い壁にはヒビひとつ入らない。

「ラウルの魔法でも壊こわせないのっ……？」

「ああ」、と頷うなずくラウル。

「この壁、なにかで保護されてるみたいだ。たぶん、古代の遺い跡せきダンジョンを試験に流用してて……」




　……と。

「ラウル・チェイサー、こっちに扉とびらと石せき盤ばんがあるわ」

「っ！」




　アイリの声に顔を上げ、ラウルたちがぱたぱたと走り寄った。

「扉には鍵かぎが掛かかってるみたい。で、この石盤なんだけど……」

「っ？」

　石盤をのぞき込み、フィノが不思議そうな顔をする。

「ラウル、アイリっ……これっ、いったいどういうことっ？」

「へえ、なるほどな……」

　首をひねるフィノを尻しり目めに、ラウルがにやりと笑えみを浮かべて……。







「──……よしっ、これで六つ目……っと」




　ラウルの手の中できらきらと光る金色のメダル。

　木のうろの奥に隠かくされていたメダルを見つけたとたん、側そばで待っていたフィノがうれしそうに手を伸ばした。

「ラウル貸してっ！　こんどはオレ様にやらせてっっっ！」

「ああ」

「わーいっ！」

　ラウルからメダルを受け取るなり、うれしそうに扉へ駆かけ寄よるフィノ。

　扉の脇わきにある台座にフィノがメダルをはめ込んだとたん、どこかで、なにかが動くような重い音がする。

「メダルの穴、あとひとつかっ……あともう一枚メダルがあれば扉が開くんだなっ！」

　なんだかワクワクしたように言いながら、フィノがふと、ラウルを見やった。

「でもラウル、石盤に書いてあったよく分かんない文章の意味、なんで分かったの？」

「ああ、『闇やみが音楽を奏かなでしとき、風が空を呼びしとき、女め神がみの髪かみに光の雫しずくが落ちしとき……』──ダンジョンの石盤にありがちなそれっぽい謎なぞかけなら、勇者予備校時代にさんざん解かされたしな」

「専門のドリルもあるのよね。知識より直感重視なとこがあるから、とにかく数こなして慣れなきゃいけないの」

「ちなみに、一回しか動かせない石像を押して道を作ったり、仕し掛かけ床ゆかの法則性を見み抜ぬいて向こう側に渡わたったり、複数のスイッチを切きり替かえて進んだりするような仕掛けをクリアするのなんかも割と得意なんだぜ？」

「さすがラウルだなっ……」

　すっかり尊敬したように目を輝かすフィノ。

「……ま、例によって、社会人にはなんの役にも立たないんだけどな」

　自じ嘲ちようするように呟きながら、ラウルは目の前の高い壁を見上げた。




「さ、あとは、アレだけだ──」




　高い壁かべの上の方。

　地上からおよそ数メートルの位置に描えがかれた壁へき画がを見やり、ラウルが嘆たん息そくする。

「石盤のヒントによれば、あの壁画の真ん中のところにパスワードを打ち込まなきゃいけないみたいなんだけど……どう考えても届かないよな」

「しかもこの壁、ほとんど手がかりはないし、剣の刃はだって立たないし。プロのクライマーでもなきゃ、登るのは難しいわよね……」

「あれくらい、オレ様のジャンプならラクショーだぞっ？」

　困り顔で呟くラウルとアイリを見やり、あっけらかんと言い出すフィノ。

「ていうか、オレ様ならたぶん壁の上にも乗れるしっ……」

「って、フィノ……？」「フィノさんっ!?」

「ちょっと待ってて、いま、やってみるからっ……！」

　言いながら、ぐっと身体を沈ませたフィノが思い切り跳ちよう躍やくした。

　……と。




「──へっ？」




　少し遅おくれてぐいと引っ張られるラウルの身体。

　ラウルの足の下から、ふっと地面の感かん触しよくが消え……って!?




「ふははははっ、どうだラウルっ!?」

　軽く五メートル以上はありそうな壁の上に着地し、自じ慢まんげに振り返るフィノ。

　その瞬しゆん間かん、フィノの目が丸くなった。

「って、ら、ラウルっっっ!?」

　……ラウルとフィノ、ふたりを結ぶ見えない『呪のろい』のロープ。

　フィノのジャンプに持ち上げられたラウルが、地上数メートルの位置に宙づりの状態で目をすがめる。

「……お前な、呪いのこと忘れて勝手に動くなって、何度もっ……!?」

　言いかけた言葉をふと、吞のみ込んで。

　……思わず、ラウルが苦く笑しようした。

「……ま、でも、結果オーライか」

　──壁の前に浮うかぶラウルの、ちょうど目の前に。

　そのままではどうやっても届くはずのなかった、あの壁画があった。







「わあっ、開いたぞっ!?」

　すべてのメダルがはめ込まれたとたん、重い音を立てて開く次の部屋への扉。

　歓かん声せいをあげるフィノの隣となりで、アイリがやれやれといったように肩かたをすくめた。

「ようやく一部屋目クリアね、ラウル・チェイサー」

「ああ。ここのダンジョン、部屋ごとに課題をこなして進んでくタイプみたいで……」

　アイリの言葉に頷きながら、ラウルが次の部屋に足を踏ふみ入れる。

　──と。




「っ!?」




　──頰ほおをかすめる光の刃やいば。

　とっさに後ずさったラウルが不敵な笑みを浮かべ、なんだか面おも白しろそうに独りごちた。

「──とはいえ、そうやすやすとは、いかないみたいだな」




　──高い壁に覆おおわれた小部屋の中央。

　スイッチが設置された台座の前に、透すけるような翼つばさを持つ純白の竜りゆうがうずくまっている。

「……め、メイデンドラゴンっ!?」

　信じられない、とでも言わんばかりの表情で呟つぶやくアイリ。

　フィノがラウルを不思議そうに見上げた。

「ラウル、そいつ倒たおさないのっ？」

「いや……倒せないんだ」

　神しん妙みような面持ちで答えるラウル。

「メイデンドラゴンは、ランクＳＳＳの《聖せい獣じゆう》……物理攻こう撃げきも、魔ま法ほう攻撃も、ありとあらゆるダメージを受けつけない生物で、人間の力では傷ひとつ負わせられないんだよ。……ま、《聖獣》って言っても、べつに女神様の使いってわけでもないし、普ふ通つうに人間に危害をくわえてくるんだけどな」

　言いながら、ラウルは頰の傷に滲にじむ血をぬぐった。

「まさか、これも試験だっていうのっ……」

　アイリがごくりと喉のどを鳴らす。

「でも、人が《聖獣》を従わせるなんてこと、出来るはずがっ……」

「……ああ、きっと、あいつ目当てに住み着いたんだよ──」

　アイリの疑問に答えるように、ラウルが竜の背後を指した。

　──小さな木に鈴すずなりになった、きらきらと輝かがやく果くだ物もの。

　大陸のごく限られた場所でしか育たない、希少な《黄金の林りん檎ご》だ。

「黄金の林檎はメイデンドラゴンの大好物だからな。……ったく、試験官がわざわざ見つけてきて植えたんだとしたら、性格悪すぎるぜ」

「ねえ、あいつの側に寄らなきゃスイッチ押せないけど、近づいたらまた、さっきみたいに光の輪っかみたいなの吐はいてくるんだよねっ？　倒せないなら、いったいどうすればいいんだっ？」

「……ま、いちおう、攻撃されずにあいつに近づく方法、ないワケじゃないんだけど……」

　言いながら、なんだか気まずげに視線を泳がせるラウル。

「方法って、なにっ!?」

「だから、その……」

　言いにくそうに口ごもる。

「……メイデンドラゴンは、清らかな乙女おとめには攻撃してこないんだ」

「きよらかなおとめ？」

「だから、つまり、そのっ……」

　フィノの問いに言葉を濁にごしつつ、ラウルがふと、アイリを見やった。

「……『オールＡ』、お前、行って来いよっ」

「えっ……」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとして。

　ややあって、アイリがあわてたように声を荒あらげる。

「って、な、なに言ってるのよラウル・チェイサーっっっ!?」

「だ、だってお前、そうなんだろっっっ！！！！？　ほらっ、なんか前に、結けつ婚こん前にそういうことするのはよくないって言ってたしっ……」

「そそそ、それはそれよっっっ！　わ、私だってモテないわけじゃないしっっっ！　よくお客さんから告白されたりとかもするしっ……」

「って、ま、まさか違ちがうのかっっっ!?」

「だ、だからっ、女の子にそういうプライベートなことを聞くもんじゃないって言ってるのっっっ！　見み損そこなったわラウル・チェイサーっっっ！！！！！」

「……ええと」

　あたふたと言い争うラウルたちを眺ながめつつ、フィノが一歩前に出た。

「なんかよくわからないけど、『おとめ』って若い女のことだろっ？　とりあえず、オレ様が試ためしてみるねっ！」

　言いながら、無防備にドラゴンの前へ飛び出すフィノ。

「って、おいっ！　だからお前っ、呪いのことっ……！」

　あわてて叫さけぶラウルの制止もむなしく、フィノに引っ張られたラウルがドラゴンの鼻先に転がり出た。




「──って、危ないっっっ！！！！！」




　アイリが叫ぶと同時にきらりと光るドラゴンの眼まなこ。

　ぱっくり開いたドラゴンの喉の奥、《竜りゆう器き官かん》にブレスの粒りゆう子しが集まって……くそっ、このままじゃ、フィノが巻まき添ぞえになるっ！

　とっさに腕うでを伸のばし、かばうようにフィノを抱だきしめるラウル。

　光の輪みたいに見えるメイデンドラゴンのブレスは破壊力抜群だけど、俺が盾たてになればフィノは無事にっ……って。




　とつぜん、メイデンドラゴンの喉から消えるブレスの粒子。

　なぜかブレスを収めたドラゴンに、ラウルはぽかんとしてしまう。

　き、清らかな乙女じゃない俺が近づいてるのに、どうして攻撃してこないんだ!?




『──あら、やだ』




　──不意に頭の中に響ひびく中年女性の声。

　なんだかあきれたように、声が独りごちる。

『──なんだか清らかじゃない匂においがすると思ったら、あなたたち、単に呪のろわれてるだけじゃないの。あたしったらついうっかり勘かん違ちがいして攻撃しちゃうとこだったわ。もー、紛まぎらわしいわねー』

「「「って……」」」

　……次の、瞬間。

　ラウルたち三人が、まったくおんなじ表情で弾はじかれたように顔を上げた。




「「「ど、ドラゴンが喋しやべったーっっっ!?」」」

『──あら、喋っちゃおかしい？』




　水すい晶しようみたいな眼を細め、メイデンドラゴンが前まえ脚あしにとすんとあごを乗せる。

『──テレパシーで千年以上もあなたたちの言葉を聞いてりゃ、イヤでも覚えるわよー。ドラゴンの学習能力甘く見ちゃいけないわよー。ほら、あれ、なんていうの？　そうそう、リスニングとかいうやつ』

「は、はあ……」

『──ていうか、あなたたち、いま勇者試験とかいうのやってるんでしょ？　まー、若いのにほんと大変ねー』

「あ、ありがとうございます……」

　……なんだか近所のおばちゃんみたいなノリで話し掛かけてくる《聖獣》。

　純白の尻尾しつぽを振ふりながら、メイデンドラゴンがふーっと息を吹ふいた。

『──驚おどろかせちゃってごめんなさいねー。あたしたち、清らかじゃない人間が近づくと反射的に攻撃しちゃうんだけど、あなたたちは全員大だい丈じよう夫ぶな子たちだったわー』







[image: ]







「って、大丈夫って俺っ、男なんですけどっっっ!?」

「あなたたちって、清らかな乙女以外が近づくのを嫌きらうんじゃ……」

『──清らかな乙女？』

　あわてたように言い募つのるラウルとアイリの前で、ドラゴンが長い首を傾かしげた。

『──あたしたち、べつにわざわざ人間を男女で区別なんてしないわよー。清らかな人間は清らかな人間だし、男も女も関係ないわ』

「って……」

　意外な事実にあんぐりと口を開けるラウル。

　……そんな少年を、アイリがおずおずと見やった。

「ラウル・チェイサー、あなたって、まだ……」

　……なんだか意味深なアイリの視線。

「って、な、なにが言いたいんだよっっっ!?」

　思い切り赤面しながらラウルが声を荒げた。

「そ、そういうお前だってそのっ、や、やっぱりそうなんじゃねえかっ!?」

「そ、それはっ……だ、だいたいっ、男と女じゃいろいろと意味が違うでしょっ!?」

　顔を真っ赤にして反論しつつ、ふとうつむいたアイリがぽつりと呟く。

「そうじゃなくって、そのっ……あ、あなたが真ま面じ目めな人で良かったわ、ラウル・チェイサー」

「っ……」

　アイリの言葉に動どう揺ようしつつ、ラウルも思わず目を逸そらす。

「べ、べつに、俺だって、そんなに真面目ってわけじゃっ……」




『──あらあら、青春ねえ』




　なんだか面おも白しろそうに呟きながら、メイデンドラゴンが尻尾の先でスイッチを指した。

『──というわけで、そこのスイッチ押したければ勝手に押していいわよー。ああ、せっかくだし、記念に背中にでも乗ってみるー？』

「えっ、いいのっ!?」

「って、こら、フィノっっっ！」

　きらきら瞳ひとみを輝かせるフィノを、ラウルがあわてて制止した。










「よしっ、これで、この部屋はクリアだっ！」

　石盤に刻まれた図形を合わせ、その後現れた魔ま物ものを倒たおす──この部屋で与あたえられた課題をなんなくやり遂とげ、ラウルが意い気き揚よう々ようと声をあげた。

　すでに二十を超こえる部屋を突とつ破ぱして、とっくの昔に日が落ちた樹海は濃のう密みつな夜の闇やみに吞のみ込まれている。

　……と。

　目の前に現れた次の部屋へのスイッチを押そうとしていたラウルがふと、口を開いた。

「──フィノ、眠ねむいのか？」

「えっ……？」

　さっきから眠そうに目をこすっていたフィノが、ラウルの問いにぶんぶん首を振る。

「う、ううんっ！　オレ様、ぜんぜん疲つかれてないしっ、まだ平気だぞっ！」

「スタートから十二時間か……そろそろ休きゆう憩けいしようか」

　ちらりと腕時計を見やるなり、スイッチを押そうとしていた手を下ろして。

　ラウルの提案に、フィノが驚いたように目を丸くした。

「えっ、で、でもっ！　休憩してる間に他ほかのヤツらに先を越こされちゃうんじゃっ……」

「あら、休憩をしっかり取るのも勇者の仕事よ？」

　フィノの言葉に答えるアイリ。

　かたわらで、ラウルも「ああ」、と同意する。

「『オールＡ』の言うとおり。魔ま人じん領への遠えん征せいで大事なのはまず生き残ること。無茶したって偉えらいことなんてないんだ。寝ね不ぶ足そくで戦ってやられちまうなんて勇者失格だって、予備校の先生にさんざん言われたからな」

「べつに、ボスまで早くたどり着くことが試験じゃないわ。ボスを倒すには、きちんと休息しないとね」

「……うんっ！」

　ふたりの言葉に、フィノがなんだかほっとしたように頷うなずいた。







「──……で」




「ぐう……」

　部屋の隅すみに生えていた大木の根を枕まくらに寝ね息いきを立てるフィノ。

　なんだかとっても幸せそうな寝ね顔がおを見やり、ラウルは思わずあきれた顔をしてしまう。

「……こいつ、ぜんぜん疲れてないって言ってたくせに、五秒で寝やがって」

「まあ、勇者試験は大変だもの」

　気持ちよさそうに眠るフィノを微笑ほほえましげに見やるアイリ。

「いくら魔人だって、しょうがないわよ」

「……そういや『オールＡ』、最近フィノと仲よさそうだな」

「え……って、な、なに言ってるのよっ!?　わ、私が魔人なんかと仲良くするハズないでしょっ!?」

　顔を赤くして反論するアイリにくすりと笑いつつ、ラウルが口を開いた。

「『オールＡ』、先に寝ろよ。俺が見張りしてるからさ」

「……あ、ありがと、ラウル・チェイサー」

　おずおずと礼を言うなり膝ひざを抱かかえるアイリ。

　ぱちぱちとたき火のはぜる音。

　やがて、アイリがぽつりと呟つぶやいた。




「──ねえ、ラウル・チェイサー。私たち、いま、勇者試験を受けてるのよね」

「……ああ」




　──二年前のあの日、とつぜん中止されてしまった勇者試験。

　俺たちのために用意されたダンジョンをクリアし、行く手をさえぎる魔物たちと戦っていくのはやっぱり血がたぎる。

　まるで物語の主人公にでもなったような気分。

　店で働いてるときとはぜんぜん違ちがって……。

「……って」

　ふと、ラウルが目を瞬しばたたいた。

「そういや、今日入荷予定の受注品、ちゃんと店に届いたかな……」

　……ラウルが先週受けた注文の品。

　あれ、たしか入荷連れん絡らくの時間指定が18：00～18：10とかなりシビアだったけど、今日のシフトって勇者試験で俺たち三人抜ぬけてて店長と副店長だけだし、ちゃんとマジックフォン掛けられたのか心配で……って。

　……おいおい。思わず、ラウルはくすりと笑ってしまう。

　せっかく念願の勇者試験受けてるってのに、こんなとこでまで仕事のこと考えてるだなんて。俺もすっかりマジックショップの店員になっちまったんだな。

　……と。




　──不意に、ラウルたちが部屋に入った直後に閉とざされた通路が開いて。

　部屋の中に、誰だれかが入ってくる気配がした。

「いらっしゃいま……って！」

　反射的に顔を向けて声を張り上げ……言いかけた言葉を吞のみ込んだラウルは思い切り赤面してしまう。……って、おいっ、いくら店のこと考えてたからって、ダンジョンの真ん中でそれはねえだろ俺っっっ!?




「…………」

　部屋に入ってきたのは三人の若者たち。

　年ねん齢れいはラウルよりもいくつか歳とし上うえだろうか。胸に輝かがやく受験票代わりのバッジを見るに、同じ勇者試験の受験者のようだ。……もっとも、こんなところに一いつ般ぱん人がいるハズはないけど。

「お、お疲れ様です」

　無言で歩み寄ってくる若者たちに、ラウルがおずおずと声を掛かける。

「あの、あなたたちも、試験の……」




「──やっと見つけたぜ、ラウル・チェイサー」




　月明かりにきらりと光る白はく刃じん。

　喉のど元もとに剣けんを突つきつけられ、ラウルが息を吞んだ。

「っ……！」

「勇者予備校始まって以来の天才で、今回の試験の最有力優勝候補……」

　抜き身の剣を握にぎりしめ、中央の若者が面白そうに笑う。




「──あんたさえ潰つぶしちまえば、優勝は俺のモンだ」




「なっ……」

　ラウルの喉のどから漏もれる声。

　……と。

「……おい、暴れるな」「へへっ、大人しくしろっ！」

「～っっっ!?」「ちょっ、は、離はなしてっっっ！」

「フィノっ！　アイリっっっ！！！！！」

　ほんの少し注意を逸らしてた隙すきに、少女たちが男の仲間に羽は交がい締じめにされてて。

　剣を突きつけられたまま、ラウルが眼前の若者を睨ねめつけた。

「おいっ！　勇者志望がこんなことして恥はずかしくないのかっ!?」

「──勇者になれば、金と力が手に入るんだぜ？」

　ラウルの言葉に、若者がニヤニヤする。

「そのために、これまでずっと努力してきたんだ。勇者になるためなら、どんな手段だって使ってやるさ！」

「っ……！」

「あなたたちっ……！」

　ぎゅっとくちびるを嚙かむフィノと、自分と同じ勇者志望の若者を怒いかりに燃えた目で睨みつけるアイリ。

「くそっ！」

　ぎりぎりと歯ぎしりしつつ、ラウルは密ひそかに懐ふところへ手を伸のばした。




　──試験開始前に配られた魔ま法ほう呼び出し機。

　手て探さぐりで、ラウルはそのスイッチを押す。




　──と。




「──おい、お前らっ、なにやってるんだっ!?」




　司会者の話に偽いつわりなく、すぐさま駆かけつけてくる試験官。

　助かった……ラウルは思わず胸をなで下ろした。

　──《回転切りの勇者》スピンドル氏。勇者カードの星はそこそこだったけど、功績も多い実直な人物だ……。

「やれやれ、まったく、情けない……」

　ラウルに剣をつきつける若者を見やり、試験官があきれたように嘆たん息そくする。







「……モタモタしてないで、腕うでの一本でも折ればいいのに」

「へっ……」




　信じられない言葉に目を見開くラウル。

　試験官の横に並び立ち、勇者志望の若者が勝かち誇ほこったように笑った。

「──だからさ、この試験は、最初から出来レースなんだよ。運営も、試験官も、優勝して勇者になるのも、全部俺たちってワケさ」

「っ……！」




　──『今回の試験は民間企き業ぎようの委い託たく運営です』

　ラウルの中に、先日のユニィの話がよみがえる。

　──『とはいえ、実際には勇者制度が健在だったころから、ダンジョンや魔ま物ものの手配など、試験のかなりの部分が民間企業の協力で行われていたそうで……不思議なことに、まるであらかじめ試験が行われることが分かっていたかのように、入札の前にあらゆる手配が済んでいたそうです』

　……黒幕として思い当たる企業は、ただひとつ。

　引退した元勇者たちの主な天下り先で、勇者利権を守るために魔ま人じんと取引をしたり、様々な手段を用いてこれまで何度も魔ま王おうを、そして、廃はい止しされた勇者制度を復活させようとしてきた例の会社。

　アマダ・マジックの親会社にして、老舗しにせ武器メーカーのっ……。




「お前ら、インペリアル社のっ……！」




「──……もう、シナリオは出来上がってんだよ」




　ラウルの言葉を肯こう定ていするように、勇者志望の若者がにやりと笑った。

「ユニーティア王女の即そく位い式しきを口実に各所に圧力を掛けて勇者試験を復活させ、インペリアル社の息が掛かった勇者を立てる。……そして、勇者が立ち会うユニーティア王女の即位式を、洗脳した魔人どもに襲おそわせるんだ」

「洗脳した魔人っ……!?」

　はっとしたように声をあげるフィノ。

「そう言えば、最近また魔界で魔人がさらわれてるって……」

「インペリアル社おれたちは魔物をコントロールする技術を持ってる。魔人領から集めてきた魔人どもにも、そいつは応用できるのさ」

　面おも白しろそうに笑いつつ、若者が腕を広げた。

「大陸中の注目が集まる王の即位式が魔人に襲しゆう撃げきされたとなったら、人々は不安に陥おちいるだろ？　しかも、魔人どもの襲撃はそれからも続く。もちろん、毎回都合よく勇者が居合わせるわけじゃない。なんせ、現状じゃ勇者はこの俺っきり、たったひとりしかいないんだからな。とうぜん、犠ぎ牲せい者しやも出るだろうさ」

「──たとえ魔王が倒たおされても、魔人が残っている限り勇者は必要なのだと、愚おろかな一般人どもに徹てつ底てい的に分からせる」

　若者の言葉を継つぐように、試験官が口を開く。




「──そうして、俺たちは再び勇者の称しよう号ごうを手に入れられる、というわけだ」




　どこかうっとりとした口調で言い放つ元勇者の試験官。

　「っ……！」

　腹の底からこみ上げてくる怒いかりに、ラウルが叫さけんだ。

「お前ら、いったいどこまで汚きたないんだよっ……!?」

「許さないっ……！」

　若者のひとりに羽は交がい締じめにされたまま、アイリが低い声で唸うなる。

「絶対に許さないっ……あなたたちみたいなのが、勇者になっていいハズがないわっ！」




「──じゃあ、あとのことは任せたぞ」

「はい、先せん輩ぱいっ！」

　立ち去る試験官を会え釈しやくで見送り、勇者志望の若者がラウルに向き直った。

「さて、と……」

　……ラウルを見下ろし、若者が面白そうに目をすがめる。

「なあ、どうする？　試験官の先輩勇者さんが言ってたとおり、腕や足を折って棄き権けんさせるのもいいけどさ、あとでバレたら面めん倒どうだし、俺もいちおう勇者志望だし。もうすぐ勇者になる身としては、手て荒あらな真似まねはできるだけ避さけたいよなあ？」

「っ……なにが勇者志望だよっっっ!?」

「おおっと、落ち着けよ、ラウル・チェイサー」

　くすくすと笑いながら、ふと、若者がフィノとアイリを見やった。

「そっちの金きん髪ぱつもたしか、勇者予備校でそこそこの成績とってたんだっけ？　……じゃあ、連れて行くのは銀ぎん髪ぱつの方にするか。ちょうどサイズも手て頃ごろだしな」

「連れてくっ……!?」

「ああ」

　ラウルの言葉に、若者が目を細める。

「俺らはこのまま先に進むけど、あんたらはこのまま、この部屋にとどまるんだ。……安心しろよ。あんたらが大人しくしてりゃあ、試験が終わったあと、無事に返してやるからさ」




「っっっ!?」「きゃっ！」




　アイリを羽交い締めにしていた男が、アイリの身体からだを地面に突き飛ばすと同時に。

　フィノを羽交い締めにしていた男が、フィノの首にナイフの刃を押し当てる。




「……おっと、こいつの命が惜おしければ、動くなよ？」

　剣を下ろした若者が、ラウルとアイリを牽けん制せいしながら扉とびらのスイッチを押した。

　──低い音とともに開く扉。

　フィノを人ひと質じちにしたまま、若者たちが次の部屋へ向かおうとする。

「ら、ラウルうっっっ！」

「フィノさんっ！」「フィノっっっ！！！！！」

　……くそっ！　ラウルが苦々しげに歯ぎしりする。

　フィノさえ人質に取られてなきゃ、あんなヤツらっ……っ!?




「っ!?」




　……不意に、ぐいと前に引っ張られるラウルの身体。

　その瞬しゆん間かん、ラウルはハッと息を吞のむ。

　そういや俺、呪のろいのせいで、フィノと離れられなくて……っ！

「フィノっ、ちょっと我が慢まんしろっ！」

　とっさに腕を伸ばし、すぐ近くに生えていた木の枝を摑つかむラウル。

　身体に掛かかる力に抗あらがうように、全身の力を込こめたラウルが一気に身体を木へと引き寄せた！




「っ!?」「なっ!?」




　ラウルと繫つながる見えない『呪い』のロープがフィノの身体をぐんと引き。

　とつぜん人質に掛かった力に、フィノを捕とらえていた男の腕がゆるむ。




「アイリっっっ！」「ええっ！」

　隙すきを見せた男に飛びかかるなり、手刀でナイフをたたき落とすアイリ。

「アイリっっっ！！！！！」

　男から引ひき離はなされたフィノが、アイリに抱だき留とめられてうれしそうに叫んだ。




「……さて、と」

　無事救い出されたフィノを確かく認にんするなり、木の枝から手を離して。

　それぞれ剣けんを抜ぬき放はなったラウルとアイリが、若者たちを睨にらみつける。




「──お前ら、覚かく悟ごはできてるだろうな……？」




　　　　＊　＊　＊




　──長い夜が明け、ふたたびダンジョン攻こう略りやくに乗り出したラウルたち。

　床ゆか石いしに落ちる朝の木こ漏もれ日びの中を、三人の少年少女たちが連れ立って歩いていく。

「……『オールＡ』、お前、少しは手加減してやれよ」

「だって……」

　あきれ顔で呟くラウルの前で、アイリが口をとがらせる。

「あいつら許せなかったしっ……二度と勇者になろうなんて気を起こさないようにしてやっただけ。だいたい、あなただって相当キレてたじゃない、ラウル・チェイサー」

「いや、さすがにお前ほどじゃねえし……ま、でも、あいつらの剣も全部折ってやったから、さすがに棄権するしかないよな」

「あんなやつらに、素す手ででドラゴンと戦うような根こん性じようがあるワケないわ」

　せいせいしたとでもいったように、アイリが肩かたをすくめてみせる。

　……と。




　先頭を歩いていたフィノが、不意に足を止めた。

「ねえ、ラウルっ、アイリっ、これっ……」




　ラウルたちの目の前に現れたのは、これまでとは明らかに趣おもむきの違ちがう扉。

　扉というより、むしろ門とでもいった方がいいだろうか。

　壁かべの向こう側から聞こえてくる咆ほう哮こうに、アイリが緊きん張ちようした面持ちで呟いた。

「──どうやら、この奥が、ラスボスの部屋みたいね」

「っ……！」




　ばくばくと高鳴る心臓。

　耐たえがたい興奮に、身体が小さく震ふるえて。

「……いよいよね、ラウル・チェイサー」

「ああ……」

　アイリの言葉に頷うなずきつつ、ラウルは改めて、目の前の扉を見上げた。

　あともう少しだ。

　この奥に、ラスボスが待っている。

　そいつさえ倒せば、俺は、念願の勇者にっ……。




　身体の中の緊張を追い出すように、深く息を吐はいて。

　ラウルがやがて、おずおずと扉へ手を伸のばした。




「──待ちたまえ」




　……と。

　とつぜん背後から現れた男に、ラウルたちが息を吞む。




「っ!?」「な、なんなのっ!?」

「お前はっ……」




　男の胸に輝かがやく試験官バッジ。







　──『幻げん惑わくの勇者』ヒューパード氏。功績はもちろん、公私ともに質しつ実じつ剛ごう健けんを絵に描かいたような勇者で……って、そんなの、いまさら信じられるかよっ！

　身構えるラウルの前で、男が張り付けたような笑えみを浮うかべて申し出る。

「悪いが、君たち、ここで引き取ってくれないか？　……正直なところ、君たちに合格されては困るんだよ」

「っ……」

　あまりにも直球な元勇者の言葉に目をすがめるラウル。

　かたわらでアイリが声を荒あらげた。

「って、そんなこと言われて引き下がるワケないでしょっ!?」

「……まあ、それも、そうか」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に、アイリの言葉を肯こう定ていする男。

　なんだか毒気を抜かれたように目を瞬しばたたかせるアイリの前で、男がくすっと笑った。




「──いったい、いくら欲ほしいんだ？」




「えっ」

　予想外の言葉にかすれた声をあげるアイリ。

「結局、君たちも金と権力が目的なんだろう？」

　温和な微笑ほほえみを浮かべ、男が言葉を続ける。

「棄き権けんしてくれるというなら、本物の勇者と変わらぬ待たい遇ぐうを保証しよう。……なんたって、計画通りにことが運べば、また、我々勇者の時代がやってくるんだからな」

「ふざけないでっっっ！」

　男の提案を遮さえぎって、アイリが激げき昂こうしたように叫さけんだ。




「私たちは、そんなくだらないモノのために勇者を目指してきたんじゃないっ！」

「っ……」




　……その言葉に、ラウルの心臓が強く締しめ付つけられる。




　田舎いなか生まれのラウルが勇者を目指した理由は、いかにも少年らしい功こう名みよう心しん。

　有名になりたい。お金持ちになりたい。自分の力を人々に見せつけたい。自分が他人とは違う特別な存在だと、周囲に知らしめたい。

　もちろん、みんなを守りたい気持ちはあったけど、それだってきっと、みんなに称たたえられたいから、褒ほめられたいから、感謝されたいからで……。




　──……俺は、この元勇者に反論できない。




「…………」

　逃にげるように目を逸そらし、黙だまり込んでしまうラウル。

　そんなラウルの前で、アイリがぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「あなたたちの思い通りになんかさせない……っ！」

「……仕方ないな」

　なんだか、困ったようにため息をついて。

　男が、懐ふところから取り出したマジックフォンのボタンを押す。




「──もしもし。……ああ、そうだ。始めろ」




　──その瞬間、ぞくりと背筋に走る悪お寒かん。

　どうしようもなくイヤな予感に、ラウルがおずおずと口を開いた。

「お前っ、なにをっ……」

「……君たちのせいだぞ、ラウルくん」

　マジックフォンを切った男が、わざとらしく肩をすくめてみせる。

「本来なら、ユニーティア王女の即そく位い式しきでお披ひ露ろ目めの予定だったんだが……まあ、リハーサルも必要だからな」

「って、まさかっ……」




「──マジックショップ・レオン王都店を、魔ま人じんどもに襲おそわせる」




　相変わらず、柔にゆう和わな笑え顔がおで。

　マジックフォンを懐に戻もどしつつ、男がきびすを返した。

「急げば、まだ、間に合うかもしれんぞ？」




「ちょっ」「待てっ！」

　あわてて追いかけようとするラウルたち。

　……けれども。

　ふわりと風が吹ふいた瞬しゆん間かん、男の姿はまるでかき消されたように見えなくなって。

　ラスボスの部屋の前に、ただ、ラウルたち三人だけが残された。







「レオンを襲う、って……」

　不安に満ちた表情で声を震わすフィノ。

　白くなるほどくちびるを嚙かみ、アイリが目の前の扉とびらを見やる。




　つられたように、ラウルも扉を見上げて。

　……その瞬間、息が詰つまるほどに、胸が締めつけられた。




　幼い頃ころから、ずっとずっと目指してきたもの。

　この扉の向こうに、俺が失った夢がある。

　この扉を開けば、俺はあのとき奪うばわれた夢をようやく摑つかむことができる。

　でも……。

「……くそっ！」

　思わず、舌打ちをして。

　うつむいたラウルの視界にふと、腰こしの剣けんが映った。




　──『親愛なるラウル君へ』




　セアラ店長の兄、勇者エルトから託たくされた剣。

　穏おだやかに微笑む勇者の言葉が、ラウルの脳のう裏りによみがえる。




　──『僕の剣で、あの子を……セアラを、みんなを、守ってください』




「……っ」




　……やがて。

　ラウルが、静かに口を開いた。

「──店に戻ろう」




「ラウルっ!?」「なっ……」

　驚おどろいたような声をあげるフィノと、あっけにとられたように目を瞬かせるアイリ。

「で、でもっ、ラウルは勇者にっ……」

「そ、そうよ！」

　フィノの言葉に同意するように。アイリがあわてた声で叫んだ。

「あなただって、これまでずっと、勇者を目指してっ……」




「──『オールＡ』、お前は残れよ」




「えっ……」

　息を吞のむアイリ。

　そんな少女を横目で見やり、ラウルが申し訳なさそうに目をすがめた。




「……ごめんな、『オールＡ』。俺が勇者を目指してたのは、お前みたいに、みんなを守るためじゃなくて。有名になりたいとか、金持ちになりたいとか、認められたいとか……そういう、『くだらないモノ』のためだったんだよ」

「ラウル・チェイサー……」

「だから──俺なんかより、お前の方がずっと、勇者にふさわしいんだ」




　自じ嘲ちようするように、力なく笑って。

　ラウルがふと、かたわらのフィノを見下ろした。

「俺は、店に戻るよ。うちの店がなくなったら、フィノが帰る場所がなくなっちまう。……せっかく社員になれるっていうのに、そんなこと、ぜったいにさせやしない！」

「ラウルっ……」

「……それに、まだ入荷してないお客さんからの注文品もたくさん残ってるしな」

　ふっと表情をゆるめ、フィノの肩かたにぽんと手を置くラウル。

「──『お客さんとの約束は必ず守ること』。俺たちの店と仲間とお客さんの信しん頼らいは、俺たちで守らないと」

「っ……」

　じっとラウルを見上げていたフィノが、やがて、力強く頷うなずいた。

「うんっっっ！！！！！」




　……と。




「……私も行くわよ」

「へっ？」

　……思わず、マヌケな声をあげて。目を丸くしたラウルが、まじまじとアイリを見やる。

「でも、お前はっ……」

「……忘れないで、ラウル・チェイサー。私だって王都店の一員だし、お店がなくなっちゃったら困るわ。それに……」

　なんだかあきれたように、アイリが肩をすくめてみせた。




「みんなを守るために勇者を目指そうって人間が、勇者になるために守ることを放ほう棄きしていいと思ってるの？」




「『オールＡ』っ……」

　……なんだか、目から鱗うろこが落ちたみたいな気持ちで。

　ラウルがやがて、ためらいがちに口を開いた。

「……その、『オールＡ』、お前は怒おこってないのか？」

「怒る？」

　きょとんとした顔で聞き返してくるアイリ。

「だから、その……」

　つい、口ごもりつつ、ラウルがやがて、おずおずと呟つぶやく。

「……俺、ぜったい『見み損そこなった』って言われるかと思ったのに」

「もちろん見損なったわよ、ラウル・チェイサー」

　当然のことを聞くなとでも言わんばかりの口調で答えて。

　アイリがふっと、くちびるの端はしを持ち上げた。

「……でも、それ以上に見直したわ、ラウル・チェイサー」

　まるでライバルの健けん闘とうを称たたえるように微笑ほほえむ少女。

　思わず、ラウルも表情をゆるめてしまう。

「……ありがとな、アイリ」

「っ……」

　ラウルに名前で呼ばれたとたん、ぽっと頰ほおを染めるアイリ。

　ラウルから目を逸そらすように顔を背そむけ、アイリがあわてて口を開いた。

「さっ、急がなきゃ！　私たちが戻ったときにはもうお店がありませんでしたって言うんじゃ、棄き権けんした意味がないものっ！」

「ああ」「うんっ！」

　アイリの言葉に頷き、ラウルたちがきびすを返す。……と。




　不意に陰かげる周囲の景色。

　反射的に顔を上げたラウルたちが思わず、目を丸くする。




　純白の翼つばさを広げ、ダンジョンの上を旋せん回かいするドラゴン。

　長い首をもたげ、《聖せい獣じゆう》と称しようされるドラゴンがこちらを見下ろす。




『──あらあら、また逢あったわね？』




　ラウルたちの頭の中に、メイデンドラゴンの穏おだやかな声が響ひびいた。







　第五章　「勇者になれなかった俺がみんなを守るようです」







「いらっしゃいま……って、ラウル君っっっ!?」




「間に合った……」

　レジカウンタで目を丸くするバイザー副店長。

　いつもと変わらぬ店の様子に、ラウルたちはほっと胸をなでおろす。

「って、ラウル君たち、いま勇者試験受けてるトコだったんじゃ……」

「うんっ、白いドラゴンのおばさんに送ってもらったのっ！」

「い、色白のドラゴンおばさんっ!?」

　なんだか戸と惑まどったように聞き返す副店長。

　店内を見み渡わたし、ラウルが声を荒あらげた。

「店長はどこですかっ!?」

「えっ……あー、じつは朝がたちょっとクレームがあって、お客さんとこ行っててなー……今日のシフト、おれと店長だけだろー？　いまんとこお客さん少ないからなんとかなってるけど、さすがにレジ空けるわけにもいかねーから、おれ、まだ休きゆう憩けい入れてな……」

「──店長は不在か……」

　副店長の言葉を遮さえぎり、ラウルが独りごちる。

「……副店長ひとりじゃ、危ないとこだったな」

「まったくだわ」

「急いで戻もどってきて正解だったな、ラウルっ！」

　神しん妙みような面おも持もちでうなずき合う三人。

「──あの、だからね？　ラウル君たち、なにを……っ!?」

　きょとんとした顔で呟く副店長に詰つめ寄よるなり、ラウルたちが口々に叫さけんだ。

「副店長っ、いますぐ逃にげてくださいっ！」

「もうすぐ、ここに魔ま人じんが攻せめてくるんですっ！」

「副店長は安全なとこに隠かくれててっ！」

「……はあ？」

　……けれども。

「……ラウル君たち、マジヴィの見過ぎかなんかなの？　おれが言えた義理じゃねーけど、休みの日もたまには外で遊んだ方がいいぞー？」

　……なんだか冷めた面持ちで頰ほおを搔かく副店長。

「って、本当なんですってっ！」

「なー……」

　必死に訴うつたえるラウルたちの前で、副店長が情けない顔をする。

「……さっきも言ったけど、おれ、まだ昼飯食ってねーんだよ……すぐ戻ってくるからさー、ラウル君たち、ちょっとレジ見ててくんない？」

「ですからっっっ！」

　思わず叫ぶラウル。

「っと、いらっしゃいませー！」




　店に入ってきた黒ずくめのお客さんにあいさつし、副店長がやれやれと肩をすくめた。

「ほーら、このとーり。なんの変へん哲てつもないフツーの日だって……っ!?」




「「「副店長っ!?」」」




　──とつぜん副店長につかみかかる黒ずくめの客。

　反射的に間に割り込み、ラウルが男の腕うでを摑つかんだ。




「な、なんなのっ!?　く、クレームっっっ!?」

「っ……」

　あわてふためく副店長を尻しり目めに、ラウルの手を振ふり払はらって背後へ逃のがれる男。

　その拍ひよう子しに、顔に掛かかっていたフードがはらりと落ちる。

　……って！

　あらわになったその顔に、ラウルたちが息を吞のんだ。




「く、クアン店長っ!?」「アマダの前の店長っっっ！」

「お前はっ……！」

「──お久しぶりです」




　──からす色の長ちよう髪はつに、糸のように細い目。

　フィノが持つすさまじい魔ま力りよく量に目をつけ、兵器に利用するため何度も彼女を狙ねらってきたアマダ王都本店の前店長クアン・セグメントこと元《鋼こう索さくの勇者》クアッドが、慇いん懃ぎんな口調で挨あい拶さつする。

　でも、こいつ、先日の不ふ祥しよう事じを理由に絶海の孤こ島とうへ左さ遷せんされたハズでっ……！

「お前、地じ獄ごく島店とかいうとこに島流しになったんじゃっ……！」

「……アマダ・マジックグループの店間移送便に紛まぎれて脱だつ出しゆつしたんです」

　ラウルの問いに、細い目をすがめるクアン。

「マジックヴィジョンの段ボール箱に隠れ、カゴ車ごと船底に積み込まれて一週間……あれは屈くつ辱じよくでした」

「……って、そんなことしたら受け入れ先の店でマジックヴィジョンの在庫数がズレて大変なことになるじゃねーか……！」

「いや、副店長、そういう問題じゃ……」




「──あれからずっと、わたくしは復ふく讐しゆうの機会をうかがっていたのです」




　ラウルたちを前に、クアンがにやりと笑った。




「そんな矢先に、上からこんな話をもらえるとは……わたくしはとても運がいい」

「っ……！」

　視界の端できらり、となにかが光って。

　反射的に、ラウルが剣けんを抜ぬき放はなった。




「──《起動ブート》っ！」

「っ!?」




　……間かん一いつ髪ぱつ。

　クアンが腕を引くのとほぼ同時に、ラウルの剣の先でちぎれる鋼索。

　自分の首からはらりと落ちた鉄の糸に、フィノが蒼あおい目を丸くする。

「っ!?　い、いつの間にっ……」

「……やっぱりな」

　……フィノの首に幾いく重えにも巻き付いていたクアンの導魔力性鋼索ワイヤー。

　改めて、ラウルはゾッとしてしまう。気づくのがあと一いつ瞬しゆん遅おくれてたら、完全にフィノの命を人ひと質じちに取られてたところで……さすが、不意打ちや奇き襲しゆうに定評がある人物だ。




「……ほう、よく気づきましたね？」

「そう何度も、同じ手食うかよっ……！」

　にやりと笑うクアンを睨にらみ、ラウルが剣の柄つかをぐっと握にぎりしめる。

　──前回の戦いで、いつの間にかクアンに巻き付けられた鋼索によって剣を奪うばわれた苦い記き憶おく。

　ぜったいに、油断しちゃいけないっ……！




　……と。

　不意に、店の入り口ドアが開いた。




「バイザーくん、ただいま……あらっ？」




　剣を手にしたラウルを見やるなり、驚おどろいたように足を止めるセアラ店長。

　不意に口元をゆがめ、クアンが宙に指を走らせた。




「っ！」

「店長、危ないっっっ！」

　とっさに叫んだバイザー副店長とラウルが、全身の力を込こめて床ゆかを蹴ける。




「っっっ!?」

　かばうようにセアラを抱だき留とめる副店長。

　すかさずその前に滑すべり込んだラウルが、エルトの剣で鋼索を薙なぎ払った。




「っ……どうして、試験中のハズのラウルくんたちがっ……」

　副店長にかばわれたまま、戸惑うように訊たずねるセアラ店長。

「あー……」と言葉を濁にごし、副店長が頭を搔かく。

「いや、おれもよくわかんねーんだけど、なんか、魔人が攻めてくるとかなんとか……」

「魔人？」

　副店長から身体からだを離はなし、セアラが硬かたい声こわ音ねで呟つぶやいた。

「なんだか、大変なことになってるみたいですね……」

　……と。




「ラウルっ、外っっっ！！！！！」

「えっ」

　フィノの声に、振り返って。

　窓まど越ごしに外を見たとたん、ラウルたちは息を吞む。




　──輝かがやくような銀の髪かみと、らんらんと光る紅あかい瞳ひとみ。

　マジックショップ・レオン王都店の前に、十人を越こえる魔人たちが立っていて。

「──これで、役者は揃そろったみたいですね」

　面白そうに口の端はしをつり上げ、クアンが低い笑い声を響ひびかせた。

「さあ、お楽しみを始めましょうか──！」




　次の瞬間、

　魔人たちの手のひらでまばゆく輝いてた高圧魔力の光球が、王都店めがけていっせいに放たれる！




「「「っ!?」」」

　強く目を閉じ、爆ばく発はつ音と衝しよう撃げきに備えるラウルたち。

　……一いつ瞬しゆん後、まるで、店の前をちょっと大型の竜りゆうトラックが通ったくらいの、とてもささやかな振しん動どうがあって。

　……って。




「……あ、あれっ？」




　……おずおずと顔を上げるラウルたち。

　そんな部下たちを見やりつつ、副店長が口を開いた。




「あー……魔ま人じんの魔ま法ほう攻こう撃げきなら、大だい丈じよう夫ぶだぞー」

「うちのお店の建物、対魔人用の構文が書き込んであるんです」

「「「へっ？」」」




　セアラ店長がさらりと口にした言葉に目を丸くするラウルたち。

　にっこりと微笑ほほえみながら、店長が人差し指を立てる。

「魔人さんが放った高圧魔力を吸収して剣に流し込む、勇者の鎧よろいの魔法構文マジツクプログラムです。……まあ、今回は剣じゃなく、地面に逃にがしてるんだけど」

「……フィノ君の出自のこともあるし、いったいなにがあるか分からないだろー？　フィノ君がここに来たばっかの頃ころ、店長の案で書き込んだんだよー」

　……言いながら、疲つかれたように嘆たん息そくする副店長。

「……もちろん、営業時間外に、サービス残業でなー」

「わたし、この構文は得意なんです」

　にこにこしながら、セアラ店長が言い放つ。……そういや、エルトさんの鎧に魔法構文マジツクプログラム書き込んだのって、店長だったんだっけ。




「っ……！」

　さすがに、苦々しげな顔で舌打ちし、クアンが襟えり元もとへ顔を寄せた。

「──アルファ、中だ、中から攻撃しなさい！」

　クアンの襟元に留められたインカムマイクの指示に、駐ちゆう竜りゆう場の魔人たちがいっせいに入り口ドアへ突とつ進しんする。




「……どうやら、あなたが指示を出してるようですね？」

　そんなクアンを見やりつつ、セアラ店長がエプロンのポケットから橙だいだい色いろの魔法卓上計算機マジツクカルクを取り出した。

「──ラウルくんたちは、魔人さんたちをお願い」

「「「はいっっっ！」」」

　ラウルたちが頷うなずくのと、ほぼ同時に。

　店の入り口ドアが開き、魔人たちが勢いよくなだれ込んだ。




　一人、二人、三人……全部で十三人の魔人。さすがに、「いらっしゃいませ」と声を掛かけるスタッフは誰だれもいない。

　指先に光をまとわせた魔人たちが、高圧魔ま力りよくの塊かたまりを手当たり次し第だいに投げつけ始める。




「っ!?」「ひぃぃっ！！！！！」

「こっちですっっっ！！！！！」




　店内を飛び交かうまばゆい光球。鼓こ膜まくを震わす爆発音と衝撃。

　うろたえる副店長とフィノの腕うでを摑つかみ、ラウルはすかさずレジ前の平台の陰かげへ滑り込んで。蜂はち蜜みつ色の髪をなびかせ、アイリが後に続いた。

「ああああああっ、十五万のマジヴィがああああっ……！」

　視界の端でくすぶるマジヴィに絶望の表情を浮うかべる副店長。

　一方、ラウルはほんの少しだけ安心する。

　ちょっと強い魔人なら一発で消しズミにできるハズなのに、売り場のマジヴィは表面が少しえぐれただけ。どうやら、ヤツらの魔力はそこまで強い方じゃなさそうだ。……もちろん、生身で食くらったら大ケガどころじゃ済まないだろうけど、この平台程度でも十分な盾たてになるっ……！

「ラウルっ、アイリっ、あんまり魔人を傷つけないでっ！」

　ラウルたちを見上げて訴うつたえるフィノ。

「あいつら、悪いやつに操あやつられてるだけなんだろっ!?　だからっ……」

「それは分かってるけど、でもっ……」

「いったいどうしろっていうのよっ!?」

　平台の向こうから間断なく聞こえてくる破は壊かい音に、アイリがいらだったように叫さけぶ。

「こっちには手加減する余よ裕ゆうなんて……っ!?」

　言いかけたアイリがふと、眼前の棚たなに目を留めた。




　──『消費期限間近！　ペットボトル入り聖水　まとめ買い大特価セール』




「～っ！！！」

　アイリと同時にそれに気づき、びくっと身体を強こわばらせるフィノ。

　魔人のフィノは聖水がやたらと苦手で、全身にかぶっちまうと、動けなくなって……そうかっ！




「ラウル・チェイサーっ！」「『オールＡ』っ！」

　互たがいに視線を交かわすラウルとアイリ。

　目の前の棚から聖水ペットボトルを取り上げるなり、ふたりの元勇者志望者が平台の陰かげから身を乗り出そうとする。

　……と。




「──あー、ふたりとも、ちょっと待ってくれ」

「「副店長っ？」」

　怪け訝げんな顔で振り返るラウルたち。

　ふたりを呼び止めた副店長が、親指でちょいちょいと背後の平台を指した。

　……って！

　思わず、ラウルが目を丸くする。

「それ、フィノが売り場から見つけてきたっ……」







『びっくりするほど水が出る！　子どもも大人もオレ様も大好き激アツ水みず鉄でつ砲ぽう！　プール遊びはもちろん、庭木の水やりにもぴったり！　市し販はんのペットボトルがそのまま使えるから補ほ充じゆうもラクラク！　この威い力りよくを体感せよ……！　１９８０Ｇ』

　フィノお手製のＰＯＰポツプの下に、全店から送られてきた魔導水鉄砲の箱が並んでて。

「──ほれっ、完成っ」

　目を丸くするラウルに、先ほどからいじくりまわしていた水鉄砲をひとつ放ほうってよこす副店長。

「構文書かき換かえてちーっと出力上げてみたから、使ってみてくれ。ペットボトルから直接ぶっかけるよりゃあカッコもつくだろ？」

「副店長っ……」

「待ってなー、いま、フィノ君とアイリ君の分も用意するから……《展開オープン》っ」

　言いながら、副店長は次の魔導水鉄砲の構文を手早く書き換えていく。……さすが、元ＭＥマジツクエンジニアだ！




「……ありがとうございますっっっ！」

　上司の厚意に礼を言いつつ、水鉄砲を手にしたラウルが平台から顔を出した。

　……と。




「っっっ!?」

　いきなり視界に飛び込んでくる紅あかい瞳。

　初っぱなから魔人と鉢はち合あわせ、ラウルは思わず息を吞のむ。




　ラウルたちが隠かくれていた平台に近づき、いままさにその陰へ光球を打ち込まんとしていたひとりの魔人。

　──クアンに操あやつられているからだろうか、ぼんやりとして焦しよう点てんの合わない紅の瞳。

　白い指先に光をまとわせ、うなり声をあげた魔人がラウルに襲おそいかかった！

「くそっっっ！！！！！」

　とっさに、手にした魔導水鉄砲の引き金を引くラウル。

　耳をつんざくような破は裂れつ音とともに、ペットボトル内の聖水が一瞬で射出される。




「──～っっっ！！！！！！」

　霧きり状じようになった聖水を全身に浴び、声にならない声をあげて床ゆかに転がる魔人。

　副店長が改造した水鉄砲の威力に、ラウルが思わず目を瞠みはった。

「って、すげっ……」

　……と。




「へえ、なかなか使えるわね、これっ……！」

　同じ水鉄砲を装備し、いつの間にかラウルと背中合わせで立つアイリ。

「ふ、ふええっ……ペットボトルはめるとき、ちょっと手についたよおおおっ……」

　……聖水入りの水鉄砲をおっかなびっくり抱かかえたフィノが、なんだかちょっぴりイヤそうな顔して呟つぶやいた。







「──『オールＡ』っ、そっちの魔ま人じんを頼たのむっ！」

「で、でもっ、高額商品に掛かっちゃうっっっ！」

「って、いまはそんなこと言ってる場合じゃないだろっ!?　もうどんだけいろいろ壊こわされてると思ってんだよっっっ!?」

「そうは言っても罪悪感がっ……ああもうっ、ゴメンナサイっっっ！」

「あっ、ラウルっ、上っ！」

「っ、サンキュっ、フィノっ！　……って」

「や、やああっ、顔に聖水掛かかったあああっ～！！！！！」

「じ、十三万の冷蔵庫があっ、二十万のエアコンがあああああっ……！」




　──わいわいと騒さわぎながら、店内で暴れまわる魔人たちを次々と行動不能にしていくラウルたち。

　クアンの手からしつこく繰くり出だされる鋼索をマジックカルクで焼やき払はらいつつ、セアラがにっこりと微笑ほほえんでみせる。
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「──どうやら、こちらの方が優勢みたいですね？」

「……くくっ」

　そんなセアラの言葉に、面おも白しろそうに笑いつつ。

　不意に間合いを詰つめたクアンが、セアラに耳打ちした。




「──よろしければ、あなたの兄がどのように殺されたか、教えて差し上げましょうか？」

「っ」




　──ハッと見開かれるセアラの瞳ひとみ。




　ほんの一いつ瞬しゆん、彼女が怯ひるんだその瞬しゆん間かん。

　クアンの鋼索が、セアラの胸むな元もとにしゅるんと絡からみついた。




「～っ!?」

　制服の上からぎりぎりと食い込む鋼鉄の糸。

　とっさにマジックカルクを発動させようとするものの、いままさにキーを押さんとした瞬間、クアンの鋼索がセアラの指先を搦からめ捕とる。

「っ……！」

　頭のてっぺんからつま先まで、全身の動きを封ふうじられてクアンを睨にらみつけるセアラ。

　鋼索の端を握にぎりしめ、クアンが面白そうに笑った。

「くくっ……いい格好ですね？」




「「「「「店長っっっ！！！！！」」」」」




　ちょうど最後の魔人を倒たおし終え。セアラ店長の危機に気づいたラウルたちが声を揃そろえて叫んだ。




「──おっと、動かないでください」

　ラウルたちを見み据すえ、クアンが笑う。

「ヘンな真似まねをすれば、セアラさんの命はありませんよ？」

「くっ……」

　悔くやしげに奥歯を嚙かむラウル。

　細い目をさらに細め、クアンが面白そうに口を開いた。

「しかし、わたくしの魔人たちがまさか、聖水ごときでこんなにも容易に無力化されてしまうとは……今後のいい参考になりました、感謝しますよ、みなさん」




　──なんだか、勝かち誇ほこったような笑えみを浮うかべて。

　クアンが「《起動ブート》」、と口にしたとたん、ラウルたちの視界に無数の光が走る。




「えっ」「な、なにっ!?」「おいっ、なんだよこれっ!?」

　まるで空間に描えがかれたアートみたいな細い光の乱舞に戸と惑まどうスタッフたち。

　周囲に躍おどる淡あわい光は、彼らの身体からだにもまんべんなく絡みついてて。

　自分の手首にも幾いく重えにも巻きつく光に気づき、ラウルがぎりぎりと歯ぎしりした。

　くそっ、あいつめっ……！




　──おそらくは、邪じや魔ま者ものであるセアラ店長の動きを封じたあと、クアンが店中に張はり巡めぐらせた鋼索。

　複雑に張り巡らされた糸は注ぎ込まれたクアンの魔ま力りよくでさらにまばゆく輝かがやき、ラウルのすぐ隣となりに置かれた金属製の棚たなが、音もなく八やつ裂ざきになった。




「「「「～っっっ！！！！？」」」」

　上に載のってた商品ごと、まるで糸を入れたチーズのような断面を見せて解体される棚。

　啞あ然ぜんとするラウルたちの前で、クアンが不気味に微笑んでみせる。

「──少しでも動けば、あなた方もこの通りです。あなた方の大事な店が解体されるところを、指をくわえてご覧ください」

「……ああ、そうそう」と、思い出したように付け加えるクアン。

「フィノさん、すべてが終わりましたら今度こそ、あなたをわたくしの研究室に連れて帰りますよ。……魔ま王おうの血を引く魔人の魔力、１バイルも残さず有効に使わせて戴いただきますから、よろしくお願いいたしますね」

「っ……！」

　ラウルのかたわらで蒼そう白はくになるフィノ。

　怒いかりに目の奥が熱くなるのを感じつつ、ラウルは胸中で悪態をついた。

　くそっ！　いったい、どうすりゃいいんだっ!?

　クアンの鋼索はすでに店長だけじゃなく、店内のスタッフ全員を人ひと質じちに取ってる。ラウルだけなら剣けんを振ふるえば逃のがれられるだろうけど、他のスタッフたちはそうはいかない。

　下手すれば、さっきの棚みたいにっ……いや。

　──ラウルの脳のう裏りに、インペリアル社の差し向けた元勇者と戦った記き憶おくが蘇よみがええる。

　剣を重ねた瞬間、相手の剣の《魔法回路サーキツト》を、俺の《魔法回路サーキツト》で相そう殺さいして……。

　自分の手首に巻き付く鋼索を見やり、ラウルはごくりと唾つばを吞んだ。




「……フィノ」

　……小さな声で、かたわらに立つ少女の名前を呼ぶ。

「っ……」

　とたんぴくりと耳を動かしたフィノの右手に、そっと左の手のひらを重ねたとたん。

　ラウルを見上げたフィノが、分かったとでも言わんばかりに頷うなずいた。

「ラウルっ、頑がん張ばってっ……！」

　ぎゅっと握られるラウルの手。

　次の瞬間。マジックアイテム化されたラウルの身体に、燃えるように熱い魔力が流れ込んでくる！




　くらくらするほど情熱的なフィノの力。

　フィノと手を繫つないだまま、ラウルが深く息を吸った。

　──よし、集中しろっ！

　目を閉じ、息を止めた……そのとたん、、まるで世界が遠のいてくような感覚。

　極限まで集中力を研とぎ澄すませたラウルが、自分の手首に巻き付いた鋼索へと《意識の腕うで》を伸のばした！




　クアンの鋼索の上に、あり得ない速度で《魔法回路サーキツト》を上書きしていくラウル。

　店中に張り巡らされた鋼索が、あっという間に光を失っていく。




「なっ……!?」

　思わぬ反はん撃げきに怯み、あわてて《回路》を強化するクアン。

　まばゆく輝くクアンの《回路》が、ラウルの《回路》をじりじりと押おし戻もどす。

「……させるかっ！」

　フィノが叫さけんだとたん、燃えるように熱くなるラウルの身体。

　身体中を走り回るエネルギーを吐はき出すように、ラウルが叫んだ！




「──《起動ブート》っ！」




　──ありったけの魔力を注ぎ込んだとたん、フィラメントのように輝く鋼鉄の糸。

　レオン王都店の店内を、魔法の光が包み込み……そして。




　店中に張り巡らされていたクアンの鋼索が、スタッフたちに触ふれていた部分を残して跡あと形かたもなく蒸発した。




「……っ」

　拘こう束そくを解かれて力なく床ゆかに倒れ込むセアラ店長。

　副店長とアイリがあわてて側そばへと走り寄る。

「店長っ！」「セアラちゃんっ！」

「くっ……！」

　文字通りの頼みの綱つなを焼き切られ、忌いま々いましげにきびすを返すクアン。

　その退路をふさぐように、ラウルとフィノが入り口ドアの前に立ちはだかった。

「逃にがさないぞっ……！」

　フィノと手を繫いだまま、横に並んで。

　勇者エルトの剣を手にしたラウルが、クアンにその切っ先をつきつけた。




　　　　＊　＊　＊




「やれやれ、いい格好だな──」

　──クアンの鋼こう索さくや魔ま人じんたちの魔法でめちゃめちゃにされた店内。

　ロープでぐるぐる巻きにされたクアンを、レオンのスタッフたちがぐるりと囲む。

「くくっ……」

　……縛しばられてなお、余よ裕ゆうの笑みを浮かべ。

　ラウルたちを見上げたクアンが、悠々と口を開いた。

「……わたくしは負けましたが、あなたがたを勇者試験から排はい除じよした時点で、我がインペリアル社の勝利です。魔人領で捕とらえてきた魔人のストックは、まだまだたくさんあります。インペリアル社は必ず勇者制度を復活させ、新しい時代を築くことでしょう」

「そんなこと、させるかよっ！」

　クアンの言葉にきっぱりと返すラウル。

　そのかたわらで、フィノもぎゅっと小さな拳こぶしを握る。

「オレ様も、ぜったいにゆるさないぞっ！」

「……単なるマジックショップの店員に、そんなことができるとでも？」

「ああ、当然だっ！」




　小こ馬ば鹿かにしたように笑うクアンを強いまなざしで見下ろして。

　細い腰こしに両手を当てたフィノが、自信たっぷりに言い放った。




「──だって、オレ様は魔王になるんだからなっっっ！！！！！」




「へっ？」




　その瞬しゆん間かん、糸のように細い目を見開くクアン。

　レオン王都店のスタッフたちも、あっけにとられたように固まってしまう。




「フィノさんっ!?」「ふ、フィノ君っ!?」「あらあら……」

「フィノっっっ！！！！！」

　あんぐりと口を開けていたラウルが、我に返ったようにフィノへ詰つめ寄よった。

「お、お前なに言ってんだよっ!?　お前っ、これまであんなに魔王になりたくないってっ……魔王になるの、イヤだったんだろっっっ!?」

「ああ」

　ラウルの言葉にあっさり頷くフィノ。

「オレ様、ずっと魔王になりたくなかった！　魔王になるくらいならスライムのエサになった方がマシだってくらいに思ってたぞっ!?」

「それなら、どうしてっ！」

　ちりちりと胸を焼くような不安。こいつ、また、自分を犠ぎ牲せいにしようとしてるんじゃっ……！

　なんだか焦あせりつつ、ラウルが声を荒あらげた。

「まさかっ、また誰だれかに脅おどされたとかっ、ヘンな取引持ちかけられたとかっ……なりたくないのに、無理やりやらされるのかっ!?」




「……ラウルっ」




　心配そうに言いい募つのるラウルを見上げて。フィノが、明るい表情で言い放った。

「だって、ラウルが言ったんだぞっ？」

「へっ……お、俺がっ!?」

　ど、どういうことだよっ!?

　思わず目を丸くするラウルの前で、フィノがへへっと笑う。

「『いいことするのも悪いことするのも、そいつ次し第だい』だってっ……オレ様ね、ずっと、勘かん違ちがいしてたんだ」

「勘違いっ？」

　オウム返しするラウルの前で、フィノが「ああ」と頷いてみせた。

「オレ様、魔ま王おうって、親父おやじみたいにただ悪いだけのものかと思ってたけど、違ってたんだっ！　魔王ってすごくすごい力があるから、すごくすごい悪いこともできるけど、やろうと思ったら、すごくすごい良いことだってできるハズなんだよっ！」

「すごくすごい、良いことっ……」

　……その言葉にふと、ラウルは先日のフィノの言葉を思い出す。

「人間と魔人を、仲良くさせること……」

「そう、それっっっ！」

　なんだかうれしそうな顔で頷いて。

　ラウルたちの顔を見み回まわし、フィノが得意げに言い放った。




「オレ様は、良い魔王になるんだっっっ！」

「「「「「い、良い魔王っ!?」」」」」」




　……聞いたこともない単語にぽかんとする一同。

「ああ！」

　自信たっぷりに頷くなり、フィノがえへんと胸を張る。

「うちの親父は……悪い魔王は魔人にも人間にも悪いことしてたからっ、良い魔王は魔人にも人間にも良いことをするんだっ！　だからっ……」

　ひとしきり演説したあと、ふと、不安げな顔をして、

「……そういう『良い魔王』なら、勇者に……ラウルに倒たおされたり、しないよね？」

　……なんだか心配そうにおずおずと聞いてくるフィノ。




　そんな少女を、あっけにとられたような表情で見やりつつ……やがて。

「……っ、ははっ」

　なんだか堪こらえきれなくなったみたいに、ラウルが笑った。

「当たり前だろっ……そんな魔王だったら、きっと、みんな大だい歓かん迎げいだよ」

「ホントっっっ!?」

　ラウルの言葉に、ぴょこんと顔を上げるフィノ。

「ああ」、と頷うなずきながら、ラウルがぽんとフィノの頭を撫なでてやる。

「……悪い勇者がいるんだから、良い魔王がいたって、べつに問題ないよな」

「～っ！」

　フィノの顔いっぱいに広がる、とびきりうれしそうな笑えみ。

「ねえっ！」

　不意に振ふり返かえったフィノが、他ほかのスタッフたちの顔を見回した。

「みんなも、良い魔王なら、応おう援えんしてくれるっっっ!?」

「ええ、もちろんよ」

「まー、おれにできることならなー」

　口々に肯こう定ていするセアラ店長とバイザー副店長。

「ねえっ、アイリはっっっ!?」

「わ、私はっ……」

　なんだか困ったように口ごもりつつ、アイリが目を逸そらす。

「お、応援するかどうかはともかくとしてっ……そんな魔王、倒せないわよっ！」

「アイリっ、ありがとっ！」

「だ、だからっ、べつに応援するわけじゃっ……！」

　にこにこしながらお礼を言うフィノに声を荒げるアイリを見やり、ラウルは思わず頰ほおをゆるめてしまう。

　ったく、この魔王の娘むすめときたら、さんざん俺たちを振り回した挙げ句、勝手に結論出しちまいやがって。

　……応援するに、決まってんだろ。胸中で、ラウルが呟つぶやく。

　だって、お前はホント、いいヤツなんだからさ。




「ふははっ、どうだっ！」

　クアンを見下ろし、自信たっぷりに言い放つフィノ。

「このオレ様が魔王になるからには、もう、貴様らの好きにはさせないぞっ!?」




「……あなたがたは、インペリアル社の本当の恐おそろしさを知りません」




　ロープで縛られたまま、クアンが不敵な笑みを浮うかべた。

「我がインペリアル社は、ありとあらゆる分野に力を持っています。アマダですら、わたくしどものいち子会社に過ぎません。もとより絶ぜつ滅めつ寸前で我々勇者の協定に保護されていた魔人たちごときが、インペリアル社に対たい抗こうできるハズが……」




　……と。




『──たったいま入ってきたニュースでスー！』

　つけっぱなしになっていた展示マジヴィから、興奮したようなアナウンサーの声が聞こえてくる。




『大手老舗しにせ武器メーカーのインペリアル社が、子会社のアマダ・マジックに買収されましたーっ！』




「買収っっっ！！！！？」

　思わず目を丸くするラウルたち。

「なっ……」

　インペリアル社の幹部である元勇者がぽかんと口を開けた。

『なお、新体制アマダ・マジックの社長には、インペリアル社会長の次男にして現アマダ・マジック王都総本店店長、クラウド・パトリック氏が就任されるそうでスー！』




『──もう、武器の開発とかそーいうのは古いぞ！』




　不意にマジヴィの映像が切きり替かわり、大写しになったアマダの馬ば鹿か店長ことクラウドが自信たっぷりに言い放つ。

『強い武器もカッコいいが、平和な世の中に必要以上に強い武器がいっぱいあってもしょうがない！　その点、フツーの暮らしを便利にする生活用品アイテムはどれだけ便利になってもちっとも困らない！　だから、武器を作って売るよりも生活用品アイテムを作って売る方が良いのだ！』

『──幸い、大陸内陸部には、まだまだマジックアイテム需じゆ要ようがあります』

　クラウド店長の言葉を継つぐように、バインダーを抱かかえたカレン副店長が説明する。

『今後、積極的な出店でこちらを掘ほり起おこすことによって、インペリアル社の技術を手に入れた新生アマダ・マジックはますますの発展を……』

『さすがはカレン！　なにを言っているのかまったく分からないぞ！』

『……まったく。あなたは本当にバカボンですね』

　空気を読まない新社長の発言に、カレン副店長が冷ややかなまなざしを向け……。




「……どうやら、帰るところ、なくなったみたいだな？」

　ぼうぜんとするクアンを面おも白しろそうに茶化すラウル。

　その場にたたずんでいたクアンが、やがて、ショックを受けたようにうなだれた。







「──やれやれ、これでようやく終わったなー」

　すっかり荒あれ果はてた店内を見渡して、頭を搔かく副店長。

　つられたように、ラウルも顔を上げる。

　……と。

　なにげなく振り返った瞬しゆん間かん、ラウルが息を吞のむ。




　いったい、いつの間に現れたのだろう。

　壊れたアイテムが散らばる床の上に、銀色の髪かみをした魔ま人じんの男が立っていて。

「フィノ様……」

　フィノの前にうやうやしく膝ひざをつき、レイドが深々と頭を下げた。




「レイドっ、どうしてお前がここにっ……！」

「……魔ま界かいで相次ぐ魔人の誘ゆう拐かい事件について調べておりまして。ようやく黒幕を突つき止とめたと思ったのですが、どうやら、出で遅おくれてしまったようですね」

　驚おどろいたように声をあげるフィノの前で、レイドが口を開く。







「──ところで、フィノ様、例の件、考えて戴いただけたでしょうか？」

「ああ」

　ひざまずくレイドの前で胸を張り、フィノが再び宣言した。




「レイド、オレ様、魔王になるぞっっっ！！！！！」




「……フィノ様。お気持ちは分かりますが、いま一度お考え直しくださ……って!?」




　次の瞬間、まるでスライムが水みず鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔をするレイド。

　そんな元教育係を見下ろし、フィノがもう一度繰くり返す。

「レイド、オレ様、魔王になるぞっっっ！」

「ふ、フィノ様っ……」

　普ふ段だんの無感情さはどこへやら、とても信じられないといった表情で目を瞬しばたたかせるレイド。

　そんなレイドを見下ろし、フィノが胸を張った。

「オレ様、人間と魔人を仲良くさせたいっ……魔王になって、それをやるんだっ！」

「人間と魔人を、仲良く……」

「ああっ！」

　自信満々に言い放つフィノ。

「だから、レイドも協力してくれっ……それがっ、オレ様が魔王になる条件だっっっ！」

「っ……」




　……やがて。

「……分かりました」と呟いたレイドが、なんだか根負けしたように頭を下げた。







「……ところで、レイドって、いままで魔界でなにしてたんだっ？」

「はい。……野菜を作っていたんです」

「「「「「野菜っっっ!?」」」」」

　意外すぎる返答に思わず声をあげるラウルたち。

　いや、たしかにこいつ、フィノによく野菜を送りつけてたけどっ……！

「《支配の血星石ブラツドストーン》──この世に存在するありとあらゆる構文プログラムが書き込まれた《神の石》。インペリアル社との契けい約やくで人間界の魔法構文マジツクプログラム技術を知った私わたくしは、長年この石の解かい析せきに取り組んでまいりました。《血星石》から土ど壌じよう改良や温度管理の技術を手に入れることで、寒冷な魔界の地でも作物の収しゆう穫かくを可能にしたのです」

「けど、どうして《神の石》で農業をっ……」

　ラウルの呟きに、レイドが嘆息した。

「そもそも、魔人が人間界に攻せめ込まざるを得なかったのは、その食しよく糧りよう事情の悪さのためなのです。冷たく瘦やせた魔界の土地ではどんな作物も育たず、結果として、我々の社会は狩しゆ猟りよう採集と略りやく奪だつを基本として発展してきました」

「し、しゅりょうさいしゅう？」

　聞き慣れぬ単語にハテナを浮かべるフィノ。

「魔人はいつも飢うえており、ついには食料を求めてたびたびイオニア森林地帯を越こえるようになりました。農業改革によって食糧事情を改善、安定供給することができれば、魔人は魔界で自給自足し、人間と関かかわらず暮らしていくことができます。私は、それがいちばんいい形だと考えたのです」

　淡たん々たんと説明しつつ、レイドが目をすがめた。

「……しかし、とある事情で試験的に人間界に作物を流してみたところ、栄養価も高いうえ、なにより味が良いと大評判になりまして。最近では、特にトマトが人気なようです」

　言いながら、レイドがさっと、野菜のパッケージを取り出した。

「あ、これ、マジヴィで見たことあるっ！」「って……」




『完全魔法有機農法栽さい培ばい　私が作りました！』──パッケージにプリントされているのは、トマトを手に満面の笑みを浮かべるレイドさん（人間バージョン）の写真。

　こほんと咳せき払ばらいするなり、レイドがなんだか言い訳がましく口を開いた。

「今後、もう少し人手と規模を増やしていくつもりです。……私は人間やお金にはあまりいい印象を持ってはいませんが、魔人の未来のため、人間の技術や物資を入手する際には、人間のルールに従わなければなりませんから──」







「──ま、なんにせよ、これで、全部終わったってことか……」

　なんだかほっとしたように独りごちるラウル。

　そんな少年の袖そでを、フィノが不意に引っ張った。

「ラウルっ……まだ、大事なことが残ってるぞっ!?」

「大事なことっ……？」

　ラウルを見上げ、大きく頷うなずくフィノ。

　先ほどやってきたイオニア大森林地帯の方角を指し、フィノが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ラウルたちの勇者試験だっ！」

「勇者試験っ!?」

「ああっ！　途と中ちゆうで抜ぬけてきちゃったけど、タイムリミットまでまだあるし、急げばきっと間に合うぞっ！」

「って……」




　思いがけない単語に、思わず目を瞬かせるラウル。

　その肩かたを、誰だれかがぽんと叩たたいた。




「……ラウルくん、行ってきたら？」




　思わず顔を上げると、にっこり微笑ほほえむセアラ店長。

「このままじゃ、中ちゆう途と半はん端ぱじゃない。ラウルくんの力、存分に発揮してきてください」

「そうだぞー。せっかくなんだから、悔くいのないようになー」

「私たちが目指してた勇者の座、あんなくだらないヤツらにこのまま渡わたしちゃっていいっていうの、ラウル・チェイサー？」




「店長っ、副店長っ、『オールＡ』っ……」

「ほらっ、ラウルっ、アイリっ、行くぞっ!?」




　──目の前に差し出される、フィノの手。

　ラウルがそれを握にぎりしめたとたん、フィノがにかっと笑ってみせた。




「レイドっ！　オレ様の魔ま王おうとしての最初の命令だっ……オレ様たちを試験会場まで送ってくれっっっ！」




　　　　＊　＊　＊




「──マジックショップ・レオン王都店所属、フィノ・ブラッドストーンですっ！」

　ドアの向こうから聞こえてくる、はきはきしたフィノの声。

「今日は、よろしくお願いしますっっっ！！！！！」

「ああ、よろしく！」




　……よしっ、練習の成果、ばっちりだ！

　部屋の外で聞き耳を立てつつ、ラウルは思わずガッツポーズをしてしまう。




　──『ああ、その程度の呪のろいでしたら、《血星石ブラツドストーン》を使えば一発ですよ』

　……レイドのアドバイスで《血星石》を使ったとたん、ラウルをあれほど苦しめていた呪いはあっさり解けて。

　ようやく別行動できるようになったラウルだったけど、今日はフィノの最終面接の付つき添そいのため、ここ、ダイナ公国にあるレオスタッド商会本部に来ていた。




「──じゃあ、まずは志望動機を聞かせてもらおうか」

「はいっ！　オレ様っ、もっと売り場をいっぱい任せてもらってっ、もっともっとお客さんにいろんなオススメのアイテムを買ってもらってっ……」

　……和わ気き藹あい々あいと進んでいくフィノと社長の面接。

　なんだか良い感じの雰ふん囲い気きに、ラウルはほっと胸をなで下ろす。

　これならきっと、大だい丈じよう夫ぶ……！




「──よし、合格だっ！」

「～っ！」




　やがて社長が口にした瞬しゆん間かん、フィノが息を吞のむ気配。

　ドア越ごしに伝わってくる喜びの空気に、ラウルも思わず頰ほおをゆるませてしまう。

　……いまのフィノ、きっと、最高の笑え顔がおをしてるハズだ。




　──と。




「あ、あのっ……」




　──不意に、口を開くフィノ。

　なんだかためらいがちに、少女が言葉を続ける。

「……オレ様、ひとつ、言わなきゃいけないことがあるんだ」

「ん、なんだね？」

「そのっ……」




　って、あいつ、まさか、またっ……！

　つい、ドアの向こうで立ち上がるラウル。

　……けれども、すでに遅おそい。




「──オレ様ねっ、ほんとは、魔王なんだっっっ！」




　社長の前で、はっきりと宣言するフィノ。

　思わず、ラウルは頭を抱かかえ込んだ。

　ああ、あいつ、どうしてっ……！




「……魔王？」

　なんだか怪け訝げんそうな声で聞き返す社長。

「ああっ」と頷き、フィノが説明する。

「細かい仕事はレイド……部下に任せてるけど、魔ま界かいの王様でっ、魔ま人じんを豊かにしたり、人間の国と仲良くできるように、いろんなこと考えたりしててっ……その」

　おずおずと、フィノが社長に聞いた。

「うちの会社は副業禁止だからっ……や、やっぱダメっ……だよねっ……？」

「…………」




　──ドアの向こうから聞こえてくる、長い長い沈ちん黙もく。

　やがて、社長がふっと息を吸った。




「なるほど……魔王とは、タフそうで結構じゃないか」

「えっ？」




「──へっ!?」

　フィノと同時に、ドアの外で間ま抜ぬけな声をあげるラウル。

　思いもよらない言葉にぽかんとするラウルの耳に、社長の声が聞こえてくる。




「よろしい、特別に副業を認めよう！……ただし、本業はあくまでこちらだ。副業である魔王業の方は、うちの会社の業務に支障がない程度にしてくれたまえよ？」

「……はいっっっ！」




　──心の底から、うれしそうな声で。

　フィノがはきはきと返事した。







「──ラウルっっっ！！！！！」

　部屋から出てきたとたん、身体中で抱だきついてくるフィノ。

　そんなフィノを受け止めつつ、ラウルがぽんとフィノの頭に手を置いた。

「良かったな、フィノ」

「へへっ」

　ラウルに褒ほめられ、うれしそうに目を細めるフィノ。

　……と。




「──ラウル・チェイサーさん、ですか？」

「へっ？」




　思わず顔を向けたラウルの前。

　金糸の縫ぬい取とりがされた服をまとった男が、うやうやしく頭を下げた。




「──ラウルさんに、勇者試験の合格通知をお持ちしました」




「「えっ!?」」

　男の言葉に声をあげるラウルとフィノ。

　すっかり戸と惑まどったように、ラウルが口を開く。

「で、でも俺っ、試験中に会場抜ぬけ出して失格になったんじゃっ……」




　──たしかに、フィノやアイリと一いつ緒しよに試験会場へ戻もどった俺はもう一度ダンジョンに挑いどみ直し、他ほかの受験者たちを追い抜いてラスボスのドラゴンを倒たおしてやった。

　戦いのあとに現れた試験官たちは、一度会場を離はなれた俺はすでに失格してて、こんな戦績は無効だと口々に言ってきたけど、俺はひとこと「分かってます」と答えたんだ。

　だってあれは、俺にとって、なんだかひどく中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わってしまった俺の夢に対する、ケジメみたいなものだったから──なのに。




「『一番最初にドラゴンを倒した受験者が勇者に選ばれる』──今回の試験のルールはそれだけであると、ユニーティア王女が主張されたのです。……本物の勇者も、準備不足がわかればいったん本ほん拠きよ地ちに戻って出直してくる。最終的に目的を果たすことができれば、その課程でどんな回り道をしようが問題はないでしょう、と」

「っ……」

　呆ぼう然ぜんとするラウルの前に、男が封ふう筒とうを差し出してくる。




「さあ、受け取ってください。……あなたが、新しい勇者です」

「俺が、勇者っ……」




　おずおずと、独りごちた瞬間。

　ラウルの中に、これまでのすべてのことが浮うかび上がった。




　勇者を目指し、ひたすら修しゆ行ぎように打ち込んだ少年時代。

　周囲に馬ば鹿かにされ、一度は夢を諦あきらめそうになって、そんな矢先、盗とう賊ぞくに襲おそわれた村と妹のミュリを救ったこと。

　英えい雄ゆうとして村のみんなにたたえられ、彼らに見送られて上京した日の胸の高鳴り。

　憧あこがれの勇者予備校の前に立ったとき、感動のあまり呆然としてしまったこと。

　周囲の期待に応こたえるために、必死で勉強し、模試でＳ判定を叩たたきだしたときの誇ほこらしさ。

　首席としてスピーチした勇者予備校の卒業式。




　そして──。




　勇者制度が廃はい止しされ、ショックのあまり引きこもってたこと。

　毎日毎日、なにもせず時間を食いつぶしていたときの恐きよう怖ふ感かん。

　耐たえきれずに必死に就職活動をはじめて、どうにかレオスタッド商会に就職したこと。

　セアラ店長やバイザー副店長に迎えられ、王都店で働き始めてからのめまぐるしい日々。




　そして、なにより──フィノと出で逢あったこと。




「っ……」




　いつの間にかひどく浅くなっている呼吸。

　手のひらが、汗あせばんでいるのがわかる。

　俺は……。

　ごくりと、喉のどを鳴らして。

　ラウルはそっと、合格通知へ手を伸のばした。







　「エピローグ」







「──ただいま」




　──勇者の剣けんを、誇らしげに帯びて。

　マジックショップ・レオン王都店へ入ってきたラウルに気づいたとたん、レジカウンタのフィノがうれしそうに顔をあげる。

「ラウルっ、おかえりっっっ！　お仕事、どうだったっっっ？」

「ああ」

　ぱたぱたと駆かけ寄よってくるフィノの前で剣帯から鞘さやを外すラウル。

　レジカウンタの端はしに剣を置きながら、ラウルが笑ってみせた。

「お客さんにどうしてもって頼たのまれちゃってさ。配送ついでに近所の空き家に巨きよ大だいな巣を作ったキラービーの群れを退治してきたよ。……なんか、マジックショップの店員っていうより、すっかり便利屋扱あつかいだよな」

「でも、お客さん、喜んでくれたんだろっ？」

　きらきらと表情を輝かがやかせるフィノ。

「……まあな」

　無む邪じや気きな少女の言葉に、ラウルは思わず表情をゆるめてしまう。

　……と。




「……そうしてると、まるで勇者にでもなったみたいね、ラウル・チェイサー？」

　蜂はち蜜みつ色の髪かみを搔かき上げつつ、売り場から現れる同どう僚りようの少女。

「『オールＡ』、ただいま」

　なんだか皮肉げな口調で出で迎むかえた少女に、ラウルが片手をあげた。

「久々に身体からだ動かすのもけっこう気持ちいいもんだぜ、『オールＡ』？　店の中で品出ししたりレジ打ってるだけじゃお前も身体が鈍なまるだろ。今度、俺の代わりに出張サービス行ってみるか？」

「特別手当が出るなら、考えてもいいわよ？」

　なんだかちょっぴり得意げな顔で、アイリがふふんと鼻を鳴らす。

「あともう少しで、勇者予備校時代の奨しよう学がく金の返済が終わるの」

「って、マジでっ!?」

　思わぬ朗報に、ラウルは思わず目を輝かせた。

「良かったな『オールＡ』っ！　よーし、ぱーっとお祝いしようぜ。もちろん、お前のおごりでさ！」

「……って、冗じよう談だん言わないでよね」

　やれやれといった表情で、アイリが肩かたをすくめてみせる。

「私はこれからちゃんと貯金して、ナースになるために頑がん張ばるんだから」

「ふふっ……」

　なんだか楽しそうに、フィノがラウルの袖そでを摑つかんだ。

「それにしても、勇者にならないって言ったときのラウル、カッコよかったぞっ!?」

「それを言うならお前こそ、こう見えてきちんと魔ま王おうとして仕事しててさ。……まさかお前がいつの間にか、店に来たユニィさん……ユニーティア女王と魔王として交渉してたなんて知らなかったよ」

　あきれ顔で呟つぶやくラウル。

　その脳のう裏りに、先日行われたユニーティア女王の華はな々ばなしい戴たい冠かん式しきのことが浮かぶ。




　　　　＊　＊　＊




『──国民のみなさん。今日はみなさんに、悪いお知らせと、いいお知らせがあります』

　勇者不在で行われたその式が滞とどこおりなく済んだあと、ユニーティア女王が発した言葉。

　固かた唾ずを吞のむ人々の前で、ユニーティアが静かに口を開く。




『魔ま人じん領に、新たな魔王が誕生しました』




　その、瞬しゆん間かん。群衆が大きくどよめいた。




「おい、いま、なんてっ……」「噓うそだろっ!?」「魔王が復活っ!?」「ど、どういうことだっ!?」「そんなっ……」「まさか、また戦争がっ……」

　ざわざわと波のように広がっていく混乱。

『──鎮しずまりなさい！』

　不安げな顔を見せる国民たちを凜りんとした声で制止して。

　大きく腕うでをふるったユニーティアが、声高らかに続けた。




『しかし、わたくしは、その魔王と条約を結びました……！　これからは、魔人が人間を殺すことも、人間が魔人を殺すことも許されません。魔人の脅きよう威いから人々を守るために作られた勇者制度は、名実ともに必要がなくなったのです──』




　　　　＊　＊　＊




　……まったく。やってくれるよな。ラウルはつい、苦く笑しようしてしまう。

　俺に合格通知をくれたユニィさんは俺を試ためそうとしたのか。それとも、ほんとに俺のことを認めてくれたのか……。

　どちらにせよ、俺が憧れてた職業は、これで本当になくなっちまったみたいだ。

　……でも。

「──いつか、お前が言ったとおりだよな」

　かたわらのフィノを見下ろし、ラウルが独りごちる。




「──資格なんかなくたって、俺は、みんなのために戦えるんだ」




　カウンタに置いた勇者の剣を見やり、ラウルは思わず目をすがめた。

　勇者の資格を剝はく奪だつされてもなお、人々のために魔王を倒たおそうとしたエルトさんも。

　そんなエルトさんの夢を、マジックショップで働きながら果たしたセアラ店長も。

　──誰だれかのために戦うのに、資格なんていらないんだ。




「ラウル……？」

　とつぜん頭を撫なでられて、きょとんとこちらを見上げるフィノ。

　そんな少女に、ラウルが微笑ほほえみかける。

「……ありがとな、フィノ」

「えっ……あ、ありがとうっ！」

　ラウルの言葉にはにかむような笑えみを浮うかべ、なぜかこちらにもお礼を返してくる魔人の……いや、魔王の少女。

　あの日、ぼろぼろの履り歴れき書を手にこの店にやってきたフィノ。

　出で逢あってからまだ一年も経たってないっていうのに、俺はいったいどれだけこいつに救われたことだろう。

　あらためて、思う。こいつと出逢えて、本当によかったっ……──！




　……と。

　バックヤードの方に気配を感じ、ラウルがなにげなく顔を向けた。

「あ、お疲つかれさまで……」

　……次の、瞬間。

　顔色と言葉を失うラウルのかたわらでフィノが歓かん声せいをあげる。

「ゴルト！　ゲイン！　ドルガ！　みんなもやっと来たな！」

「「「「「「おつかれさまです、魔王様！」」」」」」

　バックヤードの奥からぞろぞろと現れるなりいっせいに頭を下げる数人の男たち。

　年ねん齢れいも体格も様々だけど、どいつもこいつも一様にまがまがしいご面相をしてて……思わず、ラウルが独りごちた。

「って、今日からだったのかよ……」

「ああっ、レイドに頼まれた魔人の研修生たちだ！　今日の午後が初出勤だぞ！　ラウルもよろしく頼むな！」

　えへんと胸を張るフィノ。

　その背後で、エプロン姿の魔人たちが興味深そうに店内を物色し始める。

「で、我々は、なにをすればいいのですかな？」

「な、な、なんだこれ、こ、これはいったい、なな、なにに使うものなんだな？」

「……『お金』とはなんだ？　ふむ、この形状、さては飛び道具の一種か……」

「フィノ様、ここは魔王城としては手て狭ぜますぎます。これではトラップの仕し掛かけ甲が斐いがありません。……いや、しかし、ここに落とし穴を設置すれば、あるいは……」




「ねえよっ！　商品で遊ぶなっ！　金を投げんなっ！　てめえはなに勝手に図面引いてやがるんだよっっっ！　……おいこらフィノ！　なんとかしろっっっ！」




　たまらず声を荒あらげるラウル。

「分かった」と言わんばかりに頷うなずいたフィノが、すかさずレジカウンタの前に陣じん取どった。




「──ふはは、鎮まれ、皆みなのもの！」







[image: ]










　細い腰こしに両手を当てて、威い厳げんに満ちた口調で宣言するフィノ。

　とたんに顔を上げた魔人たちを睥へい睨げいし、フィノが満足げに口を開く。

「未熟者の貴様らにレジオペレーションなど百万年早いわ！　くく……まずは魔王たるこのオレ様が直々に、商品の前出しから教えてやろう！！！！！」

「おおおっ！」「ひゅー！」「ありがたや、ありがたや！」「さすがは魔王さま！」

　って、俺の職場が魔ま界かいになっていくっ！

　思わず頭を抱かかえるラウルのかたわらで、アイリがあきれた顔をする。

「……さすが魔人ね」

　……と。

「おー、やってんなー」

「副店長っ！　ちょっと、なんとかしてくださいよっ！」

「まー、いいじゃねーか」

　ラウルの訴うつたえに、バイザー副店長が頭を搔いた。

「基本的にはフィノ君が面めん倒どう見るんだし、人手が増えたら、いまよりラクできるようになんだろー」

「って、なにをのんきなっ……」




「──ふはは、よく聞け、皆みなのものっ！」

「っ!?」

　びくっとしたラウルが冷ひや汗あせとともに振ふり返かえると、少し離はなれたところでフィノが魔人たちに向けて講義している光景が飛び込んでくる。

「いいかっ、お客さんがお店に入ってきたら速すみやかにお客さんの方を見ながら『いらっしゃいませ！』と言うんだぞっ！」

「ほう、それはいったいどんな効果のある呪じゆ文もんなんですか？」

「攻こう撃げき呪文ですか？　一いち撃げき必殺ですか？」

「はっはっはっ、その気合いは結構だけど一撃必殺はダメだぞ！　お客さんは倒しちゃダメなんだからなっ！　まあ、呪文と言えば呪文みたいなものだ。お客さんにまた来てもらうための呪文でっ……そこ、ちゃんとメモっとくんだぞっ!?」

「御ぎよ意い！」「なるほど」「ふむ……」「お客さんは倒しちゃダメ、と……」

　フィノの言葉に素す直なおに頷きつつ、エプロンから取り出した仕事用ノートに雁がん首くびそろえてペンを走らせる魔人たち。

　……ああ、なるほど、自分より強いものには素直に服従するんだ。話には聞いてたけど、魔人ってすげえ体育会系の生き物っていうか……もう、勝手にしやがれっ！




「あら、みんな揃そろったのね」

「「「「「「!?」」」」」」




　不意に店長室から現れた人ひと影かげに、魔人たちがいっせいに顔を上げた。

「なにものっ!?」「くっ！」「怪あやしいヤツっ……」「魔ま王おうさま、下がってっ……」




「──鎮まれっ！」

　騒さわぎ出す魔人たちを一いつ喝かつし、フィノが手のひらで店長を指した。

「ふはは、紹しよう介かいしよう！　この人はオレ様……魔王よりも偉えらい、『店長』だ！」

「ま、魔王さまよりえらいっ!?」

　その言葉を聞いたとたん、ざっと跪ひざまずく魔人たち。

「店長さま！」「店長さまっっっ！」「どうかご慈じ悲ひを、店長さまっ！」

「あらあら……」

　きょとんとしていたセアラ店長が、やがてにっこりと微笑んだ。……って！

「店長っ、いくらなんでも一気に受け入れすぎですよっ！　雑給の関係でバイト増やせないんじゃなかったんですかっっっ!?」

「研修生の魔ま人じんさんたちの分はレイドさんから補助金を戴いただいてますし、社長にもちゃあんと了りよう承しよう済みです」

　にこにこしながら、ウインクしてみせるセアラ店長。

「……それにね、レイドさんが作ったお野菜、とっても美味おいしいんですよー？」

「って、なに買収されてるんですかあああああっっっ！！！！！」

　思わず叫さけぶラウル。

　……と。

　そんな少年のかたわらで、フィノが不意に、ぴょこんと頭を上げた。




「あっ、お客さんだっ！」

「っ!?」




　もはや身体からだに刻み込まれた店員の習性。

　フィノがあげた声に、ラウルが反射的に顔を向ける。




　──胸いっぱいに、息を吸い込んで。

　とびきりの笑顔を浮かべたラウルたちが、声をそろえて挨あい拶さつした。




「「「「「「っいらっしゃいませぇーっ！」」」」」」

「「「「「「マジックショップ・レオンに、ようこそ！」」」」」」







　あとがき







　いらっしゃいませ！　「勇しぶ」九巻のあとがきへようこそ！（挨あい拶さつ）




　と言うわけでお久しぶりです左さ京きようです。ちょっと奥さんアニメ見ましたアニメっ？　最後の最後まですっごく良かったですねえ！　特に、最終回で副店長が親指を立てながら溶よう鉱こう炉ろに沈しずんでいくシーンは涙なみだ無しには見られなかったで（略）。

　とまあそんなお約束ネタはともかくとしまして、原作一巻と二巻の内容がステキに再さい構こう成せいされた原作既き読どく者しやさまも未み読者さまも楽しめる原作者冥みよう利りに尽つきまくりんぐな良作でした。フィノが可愛いのはまあ当然としてラウルすげえ格好いいよラウル！　なんだかまるで主人公のよう（略）。

　原作、アニメ、森もりみさき先生のエイジさん版コミカライズ、柚ゆず木きガオ先生のヤングガンガンさん版コミカライズと計四種類の「勇しぶ」。どれもそれぞれ内容が違ちがうので、もしよければすべてゲットして比べてくださるとちょっぴり幸せになれるかもしれません。とりあえず左京は確実に幸せになります（微笑）。




　さてさて、今回の巻は「勇者になりたかったラウルが勇者にならない選せん択たくをし、魔ま王おうになりたくなかったフィノが魔王になる選択をする」お話です。これまで互たがいに影えい響きようを受け合い、それぞれ成長してきた彼らが出した答えを応おう援えんしてやって頂ければ幸いです。

　……とまあ、割と高めなプライドを持てあましつつ夢や目的を九巻もうだうだしてたラウルはこれでようやく勇者への未み練れんを吹ふっ切きってレオスタッド商会でやってく決意をし、ちょっぴりヤンチャすぎる父親のせいで負のイメージしかなかった魔王と向き合ったフィノは正社員兼けん「良い魔王」としてこれまで以上に張り切り、アイリは無事に奨しよう学がく金きんを返し終え、セアラ店長は万年人手不足から解放されたうえにレイドさんの野菜でお肌はだもつやつや、副店長は相変わらずやる気ナシ。

　勇者になれなかった少年と、魔王になりたくなかった少女の出で逢あいから始まったこの物語も、ここでひとまず完結……とでも思ったか読者さまめ！




　くくく、甘い、甘いぞ！　我が「勇しぶ」はまだまだ終わらぬわ！




　というわけで、だいたい夏くらいに出る十巻もなにとぞよろしくお願いします！




　あと、「勇しぶ」十巻の前に、来月四月（二〇一四年）より新シリーズが始まります！

　「勇しぶ」も震ふるえるほどファンタジーでしたが（王都の街並みのイメージはパリです）、今回のお話はそれに輪を掛かけてファンタジー！　ファンタジーですよ奥さん！

　タイトルは「ダブル・ロール！」。

　まあ、ぶっちゃけて言えばよくある異世界召しよう喚かんものなんですが、ただひとつ残念な点は、主人公が勇者であると同時に魔王であること。

　もちろん、勇者サイドは主人公が魔王であることを知らないし、魔王サイドは主人公が勇者であることを知りません。ていうか正体バレたら普ふ通つうに八やつ裂ざきですよね常識的に考えて。しかも、勇者として魔王を倒たおすか、魔王として勇者を倒すかしないと元の世界には帰れません。つまり自分を倒さないと帰れないということです。なにこれ詰つんでる。

　そんな無理ゲーな状じよう況きように陥おちいった主人公が必死こいて奮ふん闘とうする「勇者は俺！　魔王も俺!?」な自じ作さく自じ演えんファンタジー！

　果たして主人公は元の世界に帰れるのか!?

　「勇しぶ」とあわせて、こちらもよろしくお願いいたします！










勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。９








左さ京きよう　潤じゆん
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